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プロローグ




『紗耶香』

　甘く囁かれるその声と激しくなる律動に、背中がゾクリと粟あわ立だった。

　私は意識が途切れないようにと、目の前の人に手を伸ばす。

　いつもふざけたようなセリフしか言わないのに、抱き合うときだけは、本気だと勘違いしてしまいそうになるその声音がずるい。

『祥吾さん……』

　好き。そう伝えたいのに、それを言ってしまえば最後だとわかっているから言葉にできない。

『なに？』

『キスして』

　ごまかすように言った私に、彼は余裕の笑みを浮かべながら私の手首を掴んでいた手を離し顎を掬いあげ、我が物顔で私の舌を絡めとった。

　あまりの激しさに漏れる声が恥ずかしすぎる。そんな私に気づいたようで、祥吾さんは唇を離すと首筋を舐め上げた。

『あ……っ……』

　今度ははっきりと声が出てしまい、私が慌てて口を手で押さえれば、それをさせまいとまた頭上で手を縫い留められる。

『だめだ。聞かせて』

　手慣れすぎたその人に翻弄されていることが悔しいのに、それに反して私の口からはねだるような甘ったるい嬌きょう声せいがこぼれ落ちる。

　そんな私を満足そうに見つめ、不敵に笑うその人は驚くほど綺麗だ。

　グレーとブラウンを混ぜたような特有な色の瞳。熱を孕んだそれを見ると、この一瞬だけは彼が私のものだと錯覚してしまう。

『もっと』

　驚くようなセリフを発してしまった私に、彼はペロリと舌なめずりをし、肩を揺らした。

『紗耶香って本当に俺を煽るよな』

　それからは焦らされ、乱され、もはやなにかを考える余裕などなかった。

　もう何度も身体を重ね、少しの隙間がないほど物理的な距離は近いのに、心は近づかないままだ。それがもどかしくてむなしい。

　それでも私はこの人を求めてしまう。

『明日はどこに行こうか？』

　強すぎる快感に私が意識を失う寸前、彼が満足げにそう言って微笑んだのが見えた。




　私の一番幸せだった記憶。生涯たったひとり愛した人。そして一番憎い人。










誰にも見せない




　まったく嫌になる。

　カツカツとヒールを鳴らしながら、興味本位に向けられる視線に心の中で大きなため息をつく。

　もちろん顔にはぴったりと笑顔を張りつけてはいるけれど。

　久しぶりに書類を届けに来た営業フロアの廊下を歩けばこうなることはわかってはいたが、やはり気持ちのいいものではない。

「専務って結婚したんでしょ」

「振られたってことよね」

　そんな声が嫌でも聞こえてくる。

　みんな噂うわさ好きなの？

　そんなことを思ってももちろん口になど出すわけにはいかない。

　立たち花ばな紗さ耶や香か、二十七歳。

　中途入社で、日本有数の大企業である大おお村むらグループのＳＯＷＡソーワ食品に入ったのは二年前。いきなり秘書課に配属になったため、営業部に知り合いなどいない。

　百六十四センチという女としては高い身長に、冷たく見える切れ長の二重の目。

　セットアップの華やかなベージュのスーツに高いヒールのパンプスを履き、長いブラウンの髪は緩く巻いている。

　そんな外見からイメージが先行して、いろいろと噂されていたことは知っている。

　男遊びが激しいとか、プライベートはかなり派手だとか、不特定多数の人と付き合っているとか。

　そんな中でも一番言われていたのが、私が担当している専務であり、大村一族の御曹司である大村蓮れん人と、三十四歳を狙っている――そんな噂だ。

　しかしその専務の結婚が決まったため、私が振られたなどと、おもしろおかしく噂されている。

　どこで私のプライベートなんて聞いたのよ。

　無表情で女子社員に視線を向けると、ピクリと表情を固まらせるのがわかった。

「お疲れ様です」

　にこやかな秘書スマイルで挨拶をすれば、おずおずと挨拶が返ってきた。

　もっと友好的に振る舞えればいいと思うのに、いつからか負けん気が強くなった私は、こんな対応になってしまう。

　噂をされる原因が自分にもあるのは百も承知だ。

　憂ゆう鬱うつな気持ちのまま、役員フロアに戻るためにエレベーターに乗り込んだ。

　大村グループの食品部門であるＳＯＷＡ食品は、都心の一等地に本社を構えている。大きな総合ビルの中にあり、役員フロアはその三十六階に位置していた。

　エレベーターを降り、ふわふわの絨じゅう毯たんが敷かれた廊下をゆっくりと歩きながら、大きな窓ガラスから空を仰あおぎ見れば、今度ははっきりとため息がこぼれ落ちた。

「立花」

　元凶である専務の低い声がうしろから聞こえ、私はそちらを振り返った。

　きちんと整えられた髪に、濃紺のスリーピースを嫌味なほど完璧に着こなした専務が私を見据えていた。

「お戻りでしたか」

　小さく息を吐くと、私は無表情のまま、また専務室へと歩きだした。

「機嫌悪いな」

　もともとは笑顔など見せることなく、ワイルドできつい印象しかなかった専務だが、結婚が決まり、人が変わったようにやわらかくなった。こじらせにこじらせていた初恋が実ったためだろう。かつての面影はどこかへ飛んでいってしまった。

「仕事なのでそのにやけた顔どうにかしてください」

「相変わらずだな」

　彼の恋を実らせるために助言をして以来、いつの間にかこうして軽口を叩ける関係になっていた。こんなふうになるとは予想外だったが、仕事は前より円えん滑かつに回っているし、奥様とも仲良くさせてもらっている。

　だから、みんなになにを言われてもいいのだけど……。

　そんなことを考えていると、いつの間にか専務室のドアが開けられていた。

「ほら立花、入って」

　さすが御曹司で元遊び人の専務はエスコートも完璧だ。

　そんなことを思いつつ、お言葉に甘えて室内へと足を踏み入れたとき、うしろから聞き覚えのある声がしてびくりと動きを止めた。

「立花？」

　いきなり動きを止めた私に、専務が不思議そうに声をかけた。

「それでは東とう和わ社長、よろしくお願いするよ」

「こちらこそお願いします」

　それは隣の副社長室から聞こえた会話で、専務もそちらへと視線を向ける。

「ああ、専務ちょうどいいところに。東和社長が大おお阪さかの大規模商業施設の件で挨拶に見えていたんだよ」

　五十代半ばの人のよさそうな高たか村むら副社長の声に、専務も仕事用の笑みを浮かべ、副社長たちのもとへと歩いていく。

「東和祥しょう吾ごです。お会いできて光栄です」

　にこやかに挨拶をされ、専務もそれに応じるように名刺を取り出す。

「こちらこそ。大村蓮人です」

　そこには、ストライプ地の華やかなスリーピースに、明るいブラウンの髪を緩やかになびかせた男性が立っていた。目鼻立ちもくっきりとし、大人の男性の魅力全開のその人に、副社長の秘書も見惚れているのがわかる。

　専務とはまた違ったタイプだが、どちらも人目を引くだろうふたりの横で、私はただ早く終わらないかとうつむいていた。

「こちらは？」

　爽さわやかと言えば聞こえがいいがどうしても軽薄そうに聞こえてしまうその声に、私は仕方なく顔を上げた。

「大村の秘書をさせていただいている立花です」

　そんな私に、東和社長はとくに表情を変えることなく、副社長をまっすぐ見つめた。

「副社長、今回のプロジェクト、大村専務にお願いすることは可能ですか？」

　そのセリフに、なにを言い出すのだろうと、私は顔面蒼白になる。

「ああ、私もそれを考えていたんですよ。先ほどの内容を聞いてもターゲット層は若い。専務の方が適任でしょう」

　その言葉に専務が私にチラリと視線を向けるのがわかった。

「立花、スケジュール調整してくれ」

　すぐに返事をしなければいけないとわかっていても、のどに張りついたように声が出ない。

　そんな私の異変に気づいたのだろう。専務はなにも言うことなく、東和社長を見た。

「また後日詳しいお話をしましょう」

　仕事用の少し威圧的なオーラを纏まとった専務だったが、それに負けないのが東和社長だ。

　帰ってほしい。そんな私の願いをぶち壊すように、わざとらしくうしろに控えていた女性に声をかける。

「今後のスケジュールで開いている日は？」

　今までそこに人がいることすら気づかなかったなんて、私はどれだけ動揺していたのだろう。

　綺麗でスタイルがよく、出るところは出ていると言えばいいのだろうか、いかにも女性的なその人が、背中までの髪を耳にかき上げながらタブレットを確認している。

　ふたりでひと言ふた言話をした後、東和社長は少し申し訳なさそうな表情で私たちを見た。

「少しでかまいません。今からお時間をいただけませんか？　なかなかお互い忙しい身ですよね」

　私だってこの仕事が重要な案件であることは理解している。

　東和グループといえば、分野こそ違うが、大村グループに並ぶ大企業であり、この人はその御曹司だ。もちろん私の一存で断れるわけもない。

　それに、わざわざ出向いてきてくれた社長を相手に、廊下で立ち話など少し考えればあり得ないことだ。

　私はなんとか気持ちを抑えると、いつものポーカーフェイスを張りつける。

「お茶を用意してきます」

　彼らを専務室へと促しつつ私が口を開くと、専務がふたりに聞こえないぐらいの声で私に問いかける。

「大丈夫か？」

　今ではすっかり私の気分を察知してしまう専務だが、今日ばかりは気づいてほしくはなかった。そんなことを思いつつ、私は少しだけ微笑を浮かべた。

「なにがですか？」

　そんな意地を張ったような私の答えなどお見通しだったのだろう。

　専務は小さく息を吐くと「お茶をよろしく」とだけ言って、東和社長のもとへと歩きだした。




「――ええ、これだけの売り上げを毎月見込むことを考えると、かなりの質と量が必要になるでしょう。仕入れのルートと原価を各部署に提出させます」

　いつもより少しだけ時間をかけてお茶を淹いれてしまった自分を叱しっ咤たしつつ専務室に戻ると、すでにふたりは真剣な表情で仕事の話をしていた。

「お願いします。あと……」

　凛りんとしたテノールの声は仕事用だ。それを知っている自分が嫌になる。

　東和祥吾、今年三十五歳になるはずだ。東和電機という電気メーカーを中核とし、数多くの事業を展開している東和グループ。その社長の二代目である彼は、東和が新たに進出した飲食チェーンや総合施設の開発を手掛ける東和インターナショナルの舵を握る人物だ。

　ここ数年でかなり利益を上げており、最近では〝若き天才〟――そんな見出しで雑誌の表紙を飾っている。

　社長としては軽薄ささえ感じさせるモデルのような容姿に、高い身長。明るいブラウンの髪に、色素の薄い瞳。交友関係も広く、芸能人やモデルにも知り合いが大勢いて、インスタグラムのフォロワー数もすごい数だ。

　もはや頭の中から抹消していたその人が目の前で話しているのを、ここから逃げ出したい気持ちをなんとか抑え、パソコンで速記することだけに集中する。

　きちんと仕事はしなければ。

　それだけを考えていると、急だったこともあり三十分ほどで打ち合わせは終わり、私は内心ホッとする。

　エレベーターホールまで見送りに出たとき、秘書と一緒にエレベーターに乗り込んでいく東和社長に少しだけ視線を向けてしまった。それがいけなかった。

　ドアが閉まっていく間際、互いの視線が交わり、見知った瞳の輝きを見てしまった。

　驚いて目を見開いた私が最後に見たのは、そんな私にニヤリと笑った東和社長の顔だった。

　直感的に感じたのは〝怒っている〟ただそれだけだった。

　急激に冷たくなった手足が、昔の弱い自分を思い出させて、血の気が引くのがわかる。

　専務室に戻ってからも、私は放心状態だった。

「立花、大丈夫か？」

　心配そうな声が聞こえてくるも、私はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすばかり。

「もう帰れ」

「え？」

　専務のその言葉にようやく私は我に返り、反射的に専務を仰ぎ見た。

「そんなわけにはいきません」

　小さく答えた私に、専務はため息をつくと、応接室のソファーに深く座らせる。

「じゃあ、その真っ白な顔が戻るまで目でも閉じとけ」

　そう言って、自分がいつも仮眠用に使っているブランケットをポンと放り投げる。

「ありがとうございます」

　確かに仕事ができるような精神状態ではなかった私は、素直に専務の厚意を受け取ることにした。

　そんな私に専務はなにも言うことなく自分のデスクで仕事を始める。

　それを見て、私は自分の顔をブランケットで隠すと、ギュッと目を閉じた。

　どうして今になって……。

　それ以外の言葉が浮かばないが、この業界にいればいつか再会する可能性はあると覚悟をしていたはずだった。

　でもさっきのエレベーターでの顔。

　どうしてあなたが怒るのよ。どうして……。

　きっと専務も東和社長が怒っていたなど、まったく気づいていないだろう。

　でも、あれはめちゃくちゃな怒りだ。それが今でもわかってしまう自分が嫌になってしまった。




　さかのぼること五年前。

　新卒で入社をした私は、研修最終日、配属先が発表され周りがざわついている中、ひとり人事部長に呼び出された。そして隣の小さな会議室に連れていかれる。

「さっきの配属先の説明をしないとね」

　少し申し訳なさそうに言われ、私も頷くも、不安しかない。

　大学を卒業後、東和インターナショナルに就職し、ようやく夢が叶うと思っていた私は、自分の配属先に呆然としていた。

「秘書課を希望していないのは百も承知だが、急に前任者が体調を崩してね」

　私はカフェめぐりが好きで、『新しいお店をいちから作ってみたい』そう思っていた。だから東和インターナショナルに内定をもらったときは本当にうれしくて、夢いっぱいだった。

　それなのに――私が言い渡されたのは秘書課への配属だった。

「常務の秘書は誰でもいいわけではないから」

　そこまで言った人事部長に私は慌てて言葉を挟む。

「常務の秘書なんですか？」

　もちろん常務のことは知ってはいるが、入社試験前に調べたネット情報の知識程度だ。

　そして入社してから聞こえてくる話は、まるでアイドルのようなものだった。東和グループの御曹司で、ルックスもよく仕事もできると。

　しかし今まで勉強一筋で生きてきて、ろくに恋愛経験もない私としては、常務は雲の上の人であり、恐れ多い存在だった。だから常務秘書になれると言われても、喜ぶ気持ちはまったくなく、困惑の方が大きかった。

　アイドルは遠くから見るだけで十分だ。それよりはやりたい仕事をしたい。そんな思いからつい、私は人事部長に問いかけていた。

「どうして私なんでしょうか」

「そう言ってくれると思ったからだよ」

　まっすぐに私を見ながら答えた人事部長の真意がわからない。

「君以外はみんな常務に好意を持ちそうで仕事にならない」

　その発言に唖あ然ぜんとしつつも、新入社員の私が文句を言えるわけもなくとりあえず問いかける。

「でも、仕事になればそんなことはないのではないですか？」

「まあそうなんだけど、常務も常務だから……」

　人事部長は少し濁しつつ、私から顔を背けた。その表情と言葉で常務のプライベートがどんなものか想像がついた。きっと秘書だろうがなんだろうが軽くお付き合いをするタイプなのだろう。

　カジュアルな服装が好きで、年齢よりも幼く見える私は、常務の相手にはならない、そんな思惑がすぐに読み取れた。

「そうなんですね」

「ああ、来るもの拒まずだから」

　あたり障りのない返答をした私に、つい口が滑ったのだろう。人事部長は慌てて口を押さえるとゴホンと咳せき払ばらいをする。聞かなかったことにしろとでも言わんばかりの視線に、私もなにも言わなかった。

　私なら拒まれるって思っているってことよね。こっちから願い下げです。

　その言葉をグッとのみ込むと、小さく息を吐く。

　この企業に受かったときに喜んでくれたお父さんたちのためにもこんなことで辞めるわけにはいかない。

　しかし大企業の秘書課ともあろうものが、そんなことで人事を決めるなんて、この会社、いや、この人は大丈夫なのだろうか？

　そんなことすら思うも、もちろん言えるわけがない。

「わかりました」

　そう答え、私は小さく頭を下げる。

「ありがとう、あとは秘書室で教えてもらって」

　これ以上なにかを聞かれたくない様子の人事部長に、私は心の中でため息をついた。




　仕事を始めて二カ月もすると、初めに聞いていた通り、東和常務のプライベートは思いきり派手で、週刊誌さえにぎわしていることを知る。

　三十五歳という年齢は仕事もプライベートも充実しているのだろう。【男の魅力爆発】、昨日見た雑誌にはそんな文字が並んでいた。

「紗耶香、今日の予定は？」

　毎朝一日のスケジュールの確認のために常務のデスクに行くのだが、開口一番このセリフだ。

　何度言っても私のことを名前で呼ぶ常務に、小さくため息をつきつつタブレットを操作する。

「午前中は海外事業部との打ち合わせの後、午後は書類を見ていただき、夜はＳエステックとの会食になります」

　淡々と答える私に、常務は茶色の少し長い髪をかき上げる。

　最近知ったのだがこの髪は地毛らしい。瞳も少し珍しい色だ。ダークグレーとブルーを混ぜたような色だろうか。

　そんなことを思いながら眺めていると、おもむろに常務は立ち上がり、私の目の前に来ると見下ろす。

「本当に紗耶香って俺を見ても顔色ひとつ変えないよな」

　ほかの女性ならすぐに顔でも赤くなると言わんばかりの言い方に、あきれて嫌な顔をしてしまったのだろう。常務は少しおもしろくなさそうな顔をする。

「誰もがご自身に好意を持つとは限りませんよ」

　仕事はとてもできるが、やはりこの軽薄さだけは理解できず、プライベートの常務について私はかなり嫌悪していた。不特定多数の人と付き合うことも、真面目に付き合わないことも、私の中の常識では考えられない。

「そんなことを言うのは紗耶香ぐらいだ」

　小さくため息をつきながら言うと、常務はジッと私を見据える。

「もう少し俺の秘書らしく派手にしたら？」

「はあ？」

　つい本音が漏れてしまい、慌てて口を押さえて常務から視線をはずす。

「その地味なブラックスーツじゃなくて、もう少し明るい色にして、ひっつめてる長い髪もおろしたらいいじゃん」

　軽く言いながらひとつに留めていたバレッタを、なんの躊ちゅう躇ちょもなく常務ははずしてしまう。

「私にかまわず仕事をしてください」

　至近距離で触れられさすがに狼狽するも、それを隠すようにもう一度髪を束ねる。

　そんな私を見て、常務はおもしろそうにクスリと笑うと、「わかりましたよ」と少し緩んでいたネクタイをキュッと締めながら自分のデスクへと戻っていた。

　それを見届けると、私はすぐに常務から背を向け、タブレットに視線を向けるふりをする。

　苦手な相手だとはいっても、あの綺麗すぎる顔は反則だ。男性にまったく免疫のない私には刺激が強い。

　ドキドキとする鼓動をなんとか抑えようと小さく深呼吸をする。

　チラリと見ればさっきまでのふざけていた表情は消え、仕事モード全開の常務がそこにはいた。真剣な表情でスマホを片手にパソコンを操る姿は、秘書にならなければ見られなかったかもしれない。

　軽薄かと思えば、仕事には真摯に向き合う、掴みどころのない常務に翻ほん弄ろうされていることを、綺麗に隠せているだろうか？

　そんなことを思いながら、私も仕事を始めた。

　意外なところがあるからといって、だから別になんでもないじゃない。

　そう自分に言い聞かせると、私は小さくため息をついた。




　そんな始まり方をした私の仕事だったが、秘書の仕事は想像以上に私には合っていたようで、一年を過ぎた頃には、常務の秘書は私以外にはあり得ない、そんな評価をもらえるようになっていた。

　プライベートは相変わらずだったが、この一年見てきてわかったことは、常務の相手は必ず、彼に本気にならない女性。それが鉄則だった。相手が少しでも結婚の話でも出そうものなら次はなさそうだった。

「紗耶香、明日からの北ほっ海かい道どう出張手配は大丈夫？」

「はい、チケットもホテルも手配済みです」

　再度確認しながらパソコンを操っている私に、満足そうに頷くと珍しく少し興奮した様子の声がする。

「ようやく北海道にも進出できるわけだからな。気合も入る」

「そうですね」

　そんな常務にクスリと笑みを漏らしながら、私も最終資料の確認をする。

　常務のお父様である東和誠せい也や氏は、未だ東和電機の社長に就任されているが、やはり一時期の全盛期を思えば日本製の家電は売り上げが落ちている。そこで新たな分野に進出する際に、率先して常務が手を上げ業績を上げていると聞いたときは、意外に真面目にこれからの会社のことを考えているのだと見直したものだった。

　初めは都内で始めたカフェも、今は北海道と沖おき縄なわを除く全国に展開するまでになり、今回北海道には満を持して、充実したフードメニューを提供するレストラン＆カフェを初出店する。

　常務は自ら市場調査を行い、出店する場所も自分の目で見て判断するため、これまでも出張は多く、私ももはや慣れっこだ。

　初めの頃は年頃の男女が一緒に泊まりで出張なんてと思ったこともあったが、相変わらず地味な私は、常務の遊びの女にはかすりもしないようだった。何度となく出張をともにしてもまったくといっていいほど、上司と部下の関係を逸脱することはなかった。

　明日からの北海道も一泊だが、常務にとって私などその辺の草と同じだろう。

「紗耶香、もう時間だ。明日の朝は迎えに行く」

「わかりました」

　チラリと時計を見れば、定時を一時間ほど過ぎていたことに気づく。

　明日の朝は飛行機の時間も早いし、まだ準備も少し残っている。常務の気遣いにありがたく従うと、私は会社を後にした。

　都心の会社から、数十分離れた１Ｋのマンションに私は住んでいる。

　実家は関東圏にあるが、通勤するには遠いため、就職を機にひとり暮らしを始めた。

　両親と弟の四人家族で、いたって普通の環境で育ってきた私にとって、初めてのひとり暮らしは最初の頃は大変だったが、一年が過ぎようやく自炊にも慣れた。

　明日から二日間家を空けることもあり、私は冷蔵庫の中の豆腐や納豆の消費期限を確認する。手早く作り置きの総そう菜ざいと冷凍のご飯を電子レンジで温めると、みそ汁を作り納豆も食べてしまうことにした。

「また出張か……」

　会社ではなんでもない顔をしていても、毎回あれだけのハイスペックな人と行動するのは労力を要する。そして……。

　ぼんやりと鍋をかき混ぜながら私は小さくため息をついた。

　私のずっと内緒にしていること。

　誰かに話をしてしまうと、もう止まらない気がして言葉になどできないが、私はたぶん、常務のことを好きになってしまった。

　どうして自分が常務の秘書になったかを、何度となく自分に言い聞かせて仕事はしてきた。

　でも……。

　ここ最近では、常務からの少しのいたわりの言葉でうれしくなり、デートに行く姿に心が痛くなる。

　昔なら常務のデートの店を予約するのも、なにも思わなかったが、今は本当はそんなことはしたくはない。

　こんな気持ちがバレてしまえば、もちろん一緒に仕事などできなくなってしまう。

　気持ちを伝える気などまったくない。それに空気みたいな私が常務を想っているなど、彼は想像したこともないだろう。

　それならば今の関係でいい。少しでも仕事で常務の役に立てるのならば。

　気持ちを隠すために、仕事と一緒にポーカーフェイスも覚えた。

　でも、どうしても出張で食事を一緒にしたり、いつもより近い距離にいたりすれば常務を意識してしまう。

　これ以上好きになんてなりたくないのに。

　女癖が悪く、好きになっても幸せになれない相手だとわかっていたのに、仕事に真摯に取り組む姿勢や、意外と優しい一面、そのギャップにやられてしまった。

「どれだけ簡単なのよ。私」

　自じ虐ぎゃく的に言って、虚むなしくなってしまう。一番好きになってはいけない人なのに。

　すっかり沸騰して味噌の風味が飛んでしまったみそ汁をお椀によそう。

　明日からの出張が楽しみな気持ちと、これ以上常務の新たな面を知って好きになりたくない。そんな気持ちが入り混じったまま、私は今日一日を終えた。




　次の日、あっという間に札さっ幌ぽろの地に降り立てば、四月半ばというのにまだ風は冷たく私は寒さに肩を揺らした。

「思ったよりまだ寒いな」

　常務もそれを感じたようで、言葉にした後、すぐになにか思案するような表情を浮かべた。

「今年は例年より少し気温が低いから、それもきちんと考慮するようにチームに伝えてくれ」

「はい」

　いつでも出せるようにしてある手帳に私は走り書きをして、常務の背中を追う。

　感覚というか直感というか、天性の才能なのだろう。思ったことをすぐに口に出す常務の横では、この手帳は必須だ。タブレットやスマホに入力する時間すらない。口にした瞬間にはもう次のことを考えているのだから。

　常務の采さい配はいは今までどれも見事に的中している。その半面、事務仕事などはどうも好きではないようだ。

　そんな常務の秘書として、資料整理やまとめることが好きな私が重宝されるのも今では納得だ。

　用意していた車に乗り込むと、いつも通りすぐに目的地には向かわず、とりあえず街並みや行き交う人たちの観察から始まる。

「降りる」

　その言葉に私は運転手さんに近場に車を止めてもらうと、常務と車を降りた。そしてすぐにタブレットを開くと無言で常務に手渡す。彼はそれをあたり前のように受け取り、資料を確認しながら周りの店舗や動線を確認する。

「この道がメインだな」

　完璧なスーツ姿で歩く姿に、ちらちらと周りの女の子たちが視線を送る。そんなこともすでに慣れっこだろう常務はなにも気にしていないようで、淡々と仕事をこなしていく。

　あっという間に時間が経ち、常務がようやくひと息ついた。

「またやったな。悪い紗耶香。お腹すいたよな」

「いえ、大丈夫です」

　いつものことで私は、バッグに手帳などをしまうと小さく息を吐いた。

「お時間がかかりそうだったので、一度車を返してしまったのですぐに呼びます」

　私がスマホを手にするのを、常務は阻止するとやわらかな表情を見せる。

「せっかく来たしブラブラ歩いてなにか食べるか」

「え？」

　もちろん調査のために、同業者の店に行くと思っていた私は驚いて常務を仰ぎ見る。

「紗耶香、カニが好きって言ってたよな」

　そんなことを言ったことがあっただろうか？　確かに私はカニが大好物だ。

「でも、偵察を」

「ほとんどわかったし、明日もある。でもこんな時間か」

　昼前に着いて、今は十五時を回っていた。

「軽くお腹に入れて、夜はうまいもの食べるか」

　常務は自己完結すると、大通りに目を向けカフェを指さす。

「あそこが気になってたんだ。行ってみよう」

　おしゃれな店構えのその店に入り、ふたりで窓際の席に座る。バイトの面接のように見えそうな私たちに、かわいらしい店員さんが水を持ってきてくれる。

「どうした？」

　パニーニとカフェラテを頼むと、常務が私を見た。

「バイトの面接みたいですよね」

「なんの面接だ？　夜のバイトには見えないだろうけどな」

　そこで注文したメニューが運ばれてきて、私がカフェラテをひと口飲むと常務はクスリと笑った。

「わかりませんよ。いたいけな子をたぶらかしてると思われたりして」

　つい、いつもと違う場所で気が緩み、私が笑いながら言うと、常務がジッと私を見つめる。

「いつもそうやって笑っていればかわいいのにな」

　そんなたわいもない言葉にも、胸が跳ねてしまう。それを隠すように私はパニーニを口に運ぶ。

「どうせかわいくありません」

　静かに言うと、常務が小さくため息をつく。

「――よし、決めた。紗耶香早く食べろ」

　唐突にそう言った常務はニヤリと私を見て笑う。

　嫌な予感がしたのは言うまでもない。




「ちょっと、常務。どうしてこんな……」

　百貨店のワンフロアで、私は情けない声を出していた。

「普段着のほうが偵察には向いているだろ？　いかがわしいバイトの面接と思われるようじゃな」

　おもしろそうに口にすると、常務は店員さんとあれこれ話している。

　常務はそうは言うが、どう考えても普通の女の子が買い物をするような、ファストファッションの店ではない。私がいつも購入する洋服と比べればゼロがひとつ違う。

　そこで、私は着せ替え人形のように常務に言われるままに服を着ていた。

「ああ、これいいな」

　薄いピンクの桜色の少し首元が開いたニットに、ネイビーのふわりとしたスカート。それに春らしいトレンチコートを着せられ、足元はそれほどヒールの高くないパンプスを履いていた。

「お客様の白い肌と、綺麗なお顔にとてもお似合いです」

　本来私はかわいらしいタイプの顔はしていない。こんないかにも女の子みたいな色の服は着たことがなく、恥ずかしくなってしまう。

「ああ、よく似合ってる」

　こういった経験が豊富なのだろう。慣れた手つきで服を選ぶ常務に、店員の女性がうっとりとした表情を浮かべるのを内心小さくため息をつきながら眺める。

　こんなこと、本当にたいしたことはないのだろう。遊びのひとつにもならない常務の気まぐれと思い、あきらめに似た感情が広がる。

　おとなしくなった私に満足したのか、常務は自分の服を選びだした。

　いつもは三つぞろいのスーツを身にまとい、髪もきちんとセットされているが、試着室から出てきた常務は別人のようだった。

　黒のスリムなパンツに白のシャツ、淡いベージュのカジュアルな雰囲気のジャケットを羽織っていた。

　髪もいつもよりラフになり、前髪が額にかかって若く見える。

　これはさらに人目を引くかもしれない。ビジネスマンというよりは、どこかのモデルにでも見えそうだ。

「とても素敵です」

　目がハートになりそうな店員さんに「ありがとう」とにこやかに言うと、サラリと支払いと手続きをしてしまう。

「あの」

　そこまで言ったところで、常務が目で私の言葉を諫める。

「業務命令」

　鋭い視線で言われ、私はなにも言えなくなってしまう。

　あっという間にホテルに荷物も運ぶ手配も済ませてしまい、こんなところはやっぱり御曹司だと小さくため息をつく。

「さあ、紗耶香行こう、今からデートだ」

「はあ？」

　そのわけのわからない言葉に、私は声が裏返ってしまう。

　今まで何度も泊まりの出張はあったのに、どうしてこんなことになったのかわからないまま、店を出る彼のうしろ姿を追いかけた。

「あの、常務どうしてこんな」

　問いかける私に、常務はくるりと私を振り返るとジッと見つめてくる。

　それだけでなにも言えなくなってしまい、私は口をつぐんだ。

「『祥吾さん』だろ」

「え？」

　言われた意味がわからず、聞き返す私に常務はもう一度繰り返す。

「ただのデートに見せかければ、きっといろいろなことが見えるはずだ。だから常務とか色気がない呼び方はするなよ」

　いきなりそんなことを言われても、急に変えられるわけもない。

　口をつぐんだ私をおもしろそうに見ながら、あろうことか彼は私の手を取る。

　振り払おうとするも、男の人の力に敵うわけもなく、ギュッと強く手を握られる。

　なんでこんな拷ごう問もんのようなことを――と思ったものの、さすがと言うべきなのか、完璧すぎる常務のエスコートで、私はいつの間にか楽しくなってしまっていた。

　心地のよい、女の子を飽きさせないトークに、さりげない気遣い。今までは仕事の一部でしかないようだったのに、初めての女扱いに切なくなる。

　それがうれしい自分が嫌になってしまう。

　そのまま歩きながら、本当のデートのように様々な店を見て回った。

「ここにしようか。カニも食べられそうだ」

　ビルの中に入ったおしゃれな一軒のイタリアンの店を見つけると、常務は私に微笑みかける。

　いつもと違う土地と、初めての常務との雰囲気に私はどこかおかしくなっていたのかもしれない。

　料理もどれもおいしく、飲み慣れないお酒を私はかなり口にしていた。




「紗耶香って本当にいろいろな顔があるな」

「そうですか？」

　クスクスと笑いながら、宿泊するホテルの最上階のバーで私たちはまだお酒を飲んでいた。

　食事をした後、ホテルに戻ってきた私たちだったが、常務が『もう少し飲むか』とバーに連れてきてくれた。

　きっといつもなら確実に断わっていただろうが、久しぶりのお酒で気が緩んでいた私は、ただ誘われたうれしさで常務についてきてしまった。まるでデートみたいな雰囲気と飲み慣れないお酒は、私に正常な判断を鈍らせるのには十分だった。

　本当に女性として見られているんじゃないかと勘違いしそうになるほど、常務は甘い笑みで私を見てくれる。

　恋愛偏差値の低い私が、誤解をしても仕方がないと思う。そんなふうに思わせる常務は本当にずるい。

　そんな恨めしい気持ちと、うれしい気持ちが入り混じり、つい口から不満が漏れてしまう。

「祥吾さんは本当に嫌みなほど女性に慣れてるんですね」

「なんだよそれ」

　私は、カウンター席に座ってまるで雑誌のモデルのように丸い氷の入ったグラスを傾ける常務を見た。

「こんな私でも女扱いできちゃうなんて」

「こんなとか言うなよ。紗耶香はかわいいよ」

　どう言ったら女の人が喜ぶかを心得ている返事に、私はなにも言えなくなってしまう。

　この人にとっては一種のゲームなのかもしれない。気を持たせて相手が本気になるまでの。

　そんなことを思いながらジッと見つめると、ふわりと唇が温かくなる。

「え？」

　つい漏れた私の声に、彼はおもしろそうな表情を浮かべる。

「いや、キスしてほしそうな顔してた」

　サラリと口にされ、ブワッと顔に熱が集まる。きっと私の顔は真っ赤だろう。

「どうして……」

　今まで絶対に上司と部下との関係から逸脱してこなかった。それなのにどうして？

　そんな考えがグルグル頭を回る。

「どうしてって、ただなんとなく？　それにしても紗耶香なら怒るかと思った」

　この人にとっては理由などないのかもしれない。私の気持ちなどまったく知らずに、おもしろそうに言うその姿に苛立ちにも似たものが募る。

「こんな挨拶みたいなキスで怒るわけありません」

　そう、この言葉がふたつ目の間違いだった。私と常務との関係を変えてしまった。

　お酒の勢いも借りて、私たちはホテルの部屋へと戻ると、そのままベッドへとなだれ込んだ。

　さっきのキスなどどこかに吹き飛ぶように仕掛けられる濃厚なキスに耐え切れず声が漏れる。

　慣れた手つきで知らぬうちに服を脱がされていると気づいたのは、私を見下ろす熱を孕はらんだ瞳を見たときだった。

「紗耶香がこんなふうに割り切ってくれるなんて」

　驚きと楽しさを含んだその言葉から、いつもの欲求の解消を手近なところで見つけられたと思っていることがわかった。

　内心割り切ってなどまったくいない私の気持ちなど知る由もないだろう。

　そう思うも、私はずっと好きだったこの人に抱かれたかったのだと気づいてしまう。しかしそれを口にすればもう一緒にはいられない。

「別にただそういう気分だったんですよ。私だって遊びたいときもあります」

「へえ……」

　少し驚いたように言った常務だったが、その後はもうなにも考えられなくなった。

　触れられる手が熱くて、塞がれる唇から止めようのない嬌声が漏れる。

「紗耶香……かわいい」

　そんな優しい顔で、いつもほかの女の人を抱いていると思ったら、涙がこぼれ落ちる。

　しかしこの人は非情な人だ。

『結婚も子供も俺には必要ない』

　別れるときに女性に電話で言っていたのを聞いたことがある。

　私は一番好きになってはいけない人を好きになってしまった。そして自らこの甘い沼に足を踏み入れてしまったのだ。




　北海道から戻ってからは、なにもなかったように、いや、もはやそういう関係と認識されたのだろう。遊ぶ女性がいない日は私に声をかけるようになっていた。

　そして数カ月――。

「お疲れ様です」

　終業時間になり、私は帰り支度を終え、常務室を後にしようとしていた。

「紗耶香、この後空いてる？」

　うしろから聞こえた声にドキッとして、私は足を止めた。

「今日は……」

「なんだよ、この間も用事とか言ってなかったか？」

　用事などもちろんないが、なんとなく断る日が続いていた私に、常務の不満げな声が聞こえる。

　ここのところずっと、金曜日は食事をしてホテルに行くということが続いた。

　しかし甘い雰囲気は抱き合っているときだけで、朝を一緒に迎えたことはない。

　私だけ泊まっていけばいいと言われるのを断り、冷え切った気持ちで家に帰る。それが少し耐えられなかった。

　抱き合った後、すぐに帰り支度をする背中を見るのはつらすぎた。いくら遊びとはいえ、もう少し甘やかしてほしい。そんな欲求を持ってしまった自分に嫌気が差す。

　そんなことを思っていると、不意にうしろから抱きすくめられる。

「今日は断らせない」

　その言葉とともに、唇を奪われる。

「ダメです……」

「なんでだよ」

　いつも軽薄な感じしかしない常務の表情が、珍しく不機嫌なものへと変わる。

　それと同時にキスが唇を割り、激しいものへと変わっていく。

　浅ましくもそれを望んでいた自分に気づき、自己嫌悪とうれしさが入り混じり、拒むことができない。

　そのことに気づいたのだろう、常務は畳みかけるように言葉を重ねる。

「明日は休みだ。拒否はさせない」

「休みだろうが関係ないじゃないですか。どうせ帰るんだし」

　つい出てしまった本音に私はハッとして口を閉じる。これではまるで朝まで一緒にいたいと言っているようなものではないか。

「へえ」

　常務はなにを考えているかわからない表情を浮かべると、そのまま私の手を強引に引いて地下の駐車場へと向かう。

　こうなってしまえばもう私は拒否することができない。

「行きますから手を放してください。誰かに見られたら大変です」

　あきらめに似た気持ちで冷静を装って言えば、常務はなにも言うことなく握っていた手を放す。

　おとなしく車に乗り、ため息がこぼれそうになるのを、私はなんとか耐えた。

「どこに行くんですか？」

　走り出した車が、いつものホテルとは違う道へと進むので、私は常務に問いかけた。

「俺の家」

「え？　どうして？」

　つい敬語も忘れた私に、常務がチラリと視線を向ける。

「俺さ、枕変わると眠れないんだよね」

「はあ？」

　わけのわからない発言に、私は唖然とした。

　そんな理由で外泊できないなんてあるわけはない。出張だって何度も行っているし、北海道の夜は朝まで一緒だった。先に起きたのは私で、どうしたらいいかわからなくて、彼の寝顔を少しだけ見て自分の部屋に戻ったのだから。

「そんな嘘通用しません」

　そんな私の抗議などまったく無視すると、常務は鼻歌を歌わんばかりの機嫌のよさでハンドルを回す。

「常務！」

「祥吾だって言ってるだろ」

　ゾクリとその声に自分が反応するのがわかる。仕事モードではなく、甘美な響きを含むその声に私はギュッと唇を噛む。

　会社から車で数十分のタワーマンション。

　初めて見たその建物に、私は改めて住む世界が違うことを見せつけられた気がした。

　一般家庭に育ち、とくに不自由な思いをしてこなかった私だったが、世界に誇る東和グループの御曹司というのは、こんなにも違うのだと初めて気づく。

「おかえりなさいませ」

　まるでホテルのように颯さっ爽そうとスタッフの男性が現れて助手席のドアが開けられる。

「紗耶香、降りて」

　ホテルでもないのにバレーサービスがあるのかと、唖然としつつも開けられたドアから慌てて車を降りる。

　この雰囲気だけで、もはや別世界で場違いな気がしてしまう。

「お願いします」

　常務は慣れた手つきでスタッフの男性に鍵を渡すと、私の隣に来てあたり前のように腰に手を回す。

　ホテルのロビーのようなエントランスには、にこやかに微笑む綺麗なコンシェルジュの女性。私を見てもまったく表情を変えることなく微笑むのはプロの仕事だろう。

　徹底したセキュリティーを抜けると、ようやくエレベーターに乗り込んだ。

「静かだな。もっと文句でも言うかと思ってた」

　クスリと笑いながら言った常務の言葉に、私は我に返る。あまりの別世界に圧倒されてしまっていた。

「どうしてこんな……」

　なんとか声を発すれば、今度はとくに返事をすることなく逆に質問で返される。

「夕食どうする？　この上のラウンジでも食べられるし、外に食べに出てもいいけど」

　またもやその提案に私は驚いてしまう。

　いつもは簡単にルームサービスを頼んで、欲求を解消するためだけに身体を重ねていた。

　そんな私の考えがわかったのか、常務は答えを聞くことなくどうするか決めたようだった。

　エレベーターのドアが静かに音もなく開いた。

「とりあえず着替えよう」

「私なにも持ってないから無理です」

「全部ある」

　その言葉の意味は、彼の家に入ってすぐにわかった。

　常務は私をゲストルームと浴室に案内する。そこには化粧水をはじめ、ありとあらゆるアメニティーが用意されていた。女性用のバスローブや下着まであり、いつもここに誰かが来ていることがうかがえる。

　そんなことはわかっていたはずなのに、ズキッと胸が痛む。

　私の気持ちになどまったく気づいていないだろう常務は、私になにも言わせないといった表情を浮かべた。

「これなら文句ないよな」

　返事をすることなく佇たたずんでいると、常務が私の手を引いて廊下を歩きだす。

　大きなドアを開けると、そこには東京の夜景が広がる一面ガラス張りのリビングがあった。

　どれぐらいの広さがあるかわからないその部屋は、まるでモデルルームのようで、ブラックを基調としたインテリアで統一されていた。

　呆然と、なにをするわけでもなく窓から夜景を見ていると、そっと首筋に熱を感じる。

「やっぱり飯より紗耶香にしよう」

　その言葉に私は我に返った。世界が違うとか、身分とか、そんなもの以前に私はただの遊びの女。

　毎日顔を合わせるし、機嫌をとる必要がなく都合がいいのだろう。

　もう考えることはやめよう。

「お腹はすいていないので大丈夫です」

　思った以上に冷たい声が出たような気がするが、それが常務に伝わっていたかはわからなかった。




「もう……無理……」

　何度この言葉を言ったか私自身わからなかった。今までとは全く違う、優しく気遣うような抱き方ではなかった。

　ことが済めばすぐに帰ってしまうことをさみしく思っていたが、もう何度限界を迎えたかわからない。

「紗耶香が悪いんだよ。朝まで一緒にいていいなんてかわいいことを言うから」

　枕に頭を埋めて荒い息を整えていれば、そんなセリフとともに、私をまた貫き突き上げる。

　どうして私が悪いのだろう。考えたいのにそんな余裕を与えてくれない。

「え……どういう……意味……ああ」

　問いかけている途中で目の間に星が飛び、もはや私は喘ぐことしかできない。

「俺の部屋に紗耶香がいるって、こんなに興奮するんだな。知らなかった」

　常務は自分自身で納得するようにつぶやきながら、私の向きを変え向かい合うような体勢にすると、一層動きを激しくする。

　いつも余裕そうな彼の額にも汗が輝いていて、それが少しうれしかった。

「私……また……」

「何度でもイって」

　それからも焦らされ、乱され、私はなにも考えられなくなった。




　ふと夜中に目が覚める。

　どうやら私は抱き合った後、意識を失うように眠っていたようだ。まだ汗ばむ身体を少し動かすと、絡みつく手足に気づく。

　そっと頭だけ振り返れば、そこには無防備に眠る綺麗な顔があった。

　どうしよう……。

　朝まで一緒にいたい、そんなセリフを言ったものの、実際にこのまま幸せな朝を迎えてしまえば、私はどんな感情を持つのか。

　そんなことを思いながら、ゆっくりと身体を常務の方へと向ける。

　素肌で抱き合うような形になり、勇気を出してそっと常務の背中へと手を回す。

　――もう少しだけ、もう少しだけこの温もりを。

　そんなことを思いながら目を閉じる。

　あと五分したらここから出よう。そう思っていた私だったが、その温かさにいつの間にか眠りについてしまっていた。

「ん……もう少しだけ」

　なにかが温かく触れる感触に、私は寝ぼけながら寝返りを打とうと体勢を変える。

「お腹減った」

　不意にうしろから聞こえたいつもより掠れた声に、私はびくりと肩を揺らした。

　温かいと感じたのは私の頬や髪をなでまわしていた常務の手だと気づき、どうしていいかわからなくなる。そのまま振り返ることもできず固まってしまう。

「紗耶香」

　常務はそんな私の体を仰向けにすると、上から縫い留めるようにはっきりと目を合わせてきた。

「おはよう」

　おもしろそうにからかうように言われ、私も悔しくてジッと見つめて「おはようございます」と口にする。

「こうしたかったってことだよな？」

　昨夜のセリフを確認するように言われ、私はどう答えていいかわからずギュッと唇を噛みしめる。

　そんな私の唇になだめるように、そっと常務の唇が重なる。

　こんなにも甘い時間を予想していなかった私は、もうされるがままだった。何度も繰り返されるキスになにも考えられず、ふにゃっと身体から力が抜けていく。

　そんな私に満足そうに常務は唇を離した。

「その顔が見られたからまあいっか」

　独り言のように言った後、常務は起き上がると上半身裸のまま窓の方へと歩いていきブラインドを開ける。そうすれば明るい日差しが差し込んできて、もう朝だとわかった。

　夕飯も食べることなく、何度も身体を重ねていたことに羞しゅう恥ち心が募る私に対し、均整のとれた身体を隠すことなく歩く彼はなにも思っていなさそうだ。

「朝食運ばせるからシャワー浴びろよ」

　さっとシャツを羽織りながら寝室を出ていく常務を見送った後、かなり大きなため息が漏れたのは言うまでもない。

　シャワーを浴び、いつの間にか用意されていた、やわらかな素材のワンピースを着て、リビングへ顔を出す。すると、自宅ということを忘れそうなほど完璧なブレックファスト兼、ランチが運ばれていて私は目を見張る。

「本当にこういう世界ってあるんだ……」

　常務は窓際で仕事の電話をしているようで、ダイニングテーブルに並べられた食事を私は唖然として見ていた。

「どうした？　座れよ」

「ああ、はい」

　不意に聞こえた声に、もはやここまでされては、今さら帰りますなどと言う気にもならない。

　どうせなら楽しもうと割り切って、私は常務に引いてもらった椅子に腰を下ろす。

「コーヒーでいいか？」

「私が」

　慌てて立ち上がろうとする私を、常務が止める。

「こういうときは男にやってもらえばいい」

　サラリと言って慣れた手つきで私のカップにコーヒーを注ぎ、自分はミルクをグラスに入れた。

「ありがとうございます」

　素直に言葉にした私に、常務はクスリと笑みを漏らすと、「冷めるぞ」と自分もフォークを手にする。

　用意されていた食事はどれもおいしく、クロワッサンも焼き立てで芳ほう醇じゅんなバターの香りがした。

「とってもおいしいです」

　サラダもオムレツもおいしくいただくと、私はコーヒーに手を伸ばす。

「まあ、夕飯も食べずに、あれだけ激しい運動すれば腹も減るよな」

　その言葉に私はむせそうになり、慌てて手で口を押さえる。

「なんてことを……」

　恥ずかしげもなく言われ、昨夜のことが頭をよぎってしまう。

「朝までたっぷり時間があると思ったら、歯止めがきかなかったんだよな」

　さらに続けられ、私はもはや限界で慌てて声をあげる。

「もういいですから。常務も早く召し上がってください」

　そんな私に、常務は手を止めるとジッと見据える。

「だから、いい加減に常務って呼び方と、その言葉遣いはやめろよ」

「でも……」

　偵察のときは仕方なかったが、その後は何度言われても祥吾さんとは呼んでいない。常務と呼ぶことで、どこか自分の中で区切りをつけていた。

　それがなくなってしまえば、私はもっと欲張りになってしまいそうだった。

　私だけを見て。そんな欲求が今でもあるのに。

　けれど、常務はそれを許さないと言わんばかりに私を見続ける。

「ほら」

　再度催促され、もう逃げられないと私は覚悟を決める。

「祥吾さん、早く食べてください」

　私はどんな表情でその名前を呼んだのか、自分でもわからなかった。

　羞恥なのか、あきらめなのか、気持ちが加速したのか。

　そんな私の気持ちなど知らないだろう祥吾さんは、満足げな表情で私を見たままパンを口に運んだ。

　なにこの空気……。

　まるで幸せな朝そのものに、戸惑いを隠せなかった。

「この服、また洗ってから返します」

　食べ終わり、そのままでいいと言われた食器を軽く洗い終わった私は、荷物をまとめようとソファーに置いてあったバッグへと手を伸ばす。

「なにか用事があるの？」

　コーヒーを飲みながら私を驚いたように見た祥吾さんに、私はきょとんとした表情になる。

「ないですが……」

「じゃあ別に慌てて帰ることないだろ。映画付き合えよ」

　大画面に映し出された映画はずっと見たかったもので、私は帰るのをためらってしまう。

　ここで帰らなければいけないと心の中では警告音が鳴っている。

　でも……。

　そんな私の葛藤を見透かしてか、祥吾さんは私にまっすぐ手を伸ばす。

　その手を私は取ってしまった。




　結局、週末の間、私は祥吾さんの家で過ごしてしまった。

　毎回ケータリングばかりは身体によくないと、あろうことか一緒にスーパーに行き、私の作った食事を一緒に食べ、まるで普通の恋人同士のような時間だった。

　日曜日の夜、車で自宅へ送り届けてくれるまでその空気は続いていた。

「また明日。会社で」

「はい、ありがとう……」

　お礼を言いながら、車から降りようとドアノブに手を掛けていた私の後頭部が引き寄せられ、祥吾さんの唇が重なる。

　触れるだけの優しいキスに私の顔は真っ赤だろう。どうしてこんな甘い空気にするの。

　そう思うも、なにも聞くことはできず、私はうつむくとドアを開けた。

「楽しかったです」

　それだけを言うのが限界だった。言い逃げするように私は車を後にした。




　それからも、よほど仕事が立て込まない限り、はっきりとした関係がわからないまま、週末は祥吾さんと過ごしていた。

　昨日も結局朝方まで一緒にいて、私は少し重たい身体を奮い立たせて秘書課へと足を踏み入れた。

「おはよう。紗耶香、なんだか調子悪そうじゃない？」

　秘書課の先輩である結ゆう城き真ま緒おさんに声をかけられて、私は苦笑する。

　気を失って眠ってしまい、早朝家に送ってもらったなど、口が裂けても言えるわけがない。

「そうですか？　元気ですよ」

　平気なふりをして答えた私だったが、結城さんはジッと私の顔を見る。

「そう？　なんか顔色悪いわよ。ちゃんと食べてる？」

　その言葉に、昨日祥吾さんから言われたセリフを思い出す。

『最近あまり食べなくないか？』

　自分では気づいていなかったが、確かに食欲が落ちている気もする。

「少し胃腸が弱っているんですかね」

　曖あい昧まいに答えた私に、結城さんはクスリと笑いながらとんでもないことを口にする。

「そっか。ならいいけど。てっきりできちゃったとか言われるかと思ったわ。紗耶香に限ってそんなことあるはずないか」

　冗談ぽく言われたセリフだったが、私は唖然としてしまう。その可能性は一ミリも考えたことがなかった。結婚も子供も興味がないと言っているだけあって、祥吾さんの避妊はいつも完璧だった。そんな可能性はゼロのはずだ。

　でも……。

　私は頭の中で前回の生理がいつだったかを思い出す。もともとそんなに順調じゃないのであまり気にしていなかったが、とうに一カ月以上は前だ。

　まさかという考えが頭をよぎり、冷や汗が流れ落ちるのを感じたとき、彼女の発言にさらにドキッとする。

「紗耶香なら聞いてる？　常務が婚約するって噂」

「え」

　ただ言葉がこぼれ落ちたと言っても過言ではないかもしれない。自分の意思で発したのではなく、反射的に聞き返しただけだった。

「まあ、御曹司だし昔から決まっているわよね。婚約者ぐらい。だから遊びの女しか作らないのよね」

　結城さんの言葉がぐさりと胸に突き刺さる。

「それになにか情報が漏ろう洩えいしている可能性があるって噂もあるわよね。最近私たち秘書にも秘密裡に役員が集まってるじゃない。それも怪しいし」

　いろいろな情報があふれて、私の頭はグチャグチャだ。妊娠の可能性も婚約の話も、最近の社内の動向も。

　血の気が引きそうになるのを、なんとか私は耐えていた。

「情報が漏洩ってどういうことですか？」

　婚約の話は聞きたくなくて、なんとか平静を装って聞けば、結城さんは表情をゆがめた。

「紗耶香も知らなかったのなら、聞かなかったことにして。専務がポロリと言っただけなんだけど、最近ライバル社のネクストが、何度も同じような商品を出してくるらしいわ」

　ネクストといえば、うちと同じぐらいのタイミングで飲食産業に参入した会社だ。

　もちろん売り上げも店舗数も、格段に我が社の方が上だが、油断はできない相手だ。

「うちの売りでもある、テイクアウト系の新商品が先に出されているみたい」

「そんな」

　誰かがライバル会社に情報を売っているなど思いたくはなかった。

　しかし、今はそのことよりも祥吾さんの婚約と、もしかしたら妊娠しているかもということで頭がいっぱいだった。




　結城さんから話を聞いた数日後から、祥吾さんはとても忙しくなった。

「紗耶香、今日も先に帰ってくれ」

　私の顔を見ることなく言われたその冷たく感じる言葉に、私はキュッと唇を噛む。

　いや、忙しいのではなく、もしかしたら婚約が決まったため、私を避けているだけかもしれない。そんな気さえしてくる。

　今日は金曜日だ。いつもならこの後一緒にいることがほとんどだった。

　しかし、もともと付き合っているわけでもない私がなにかを言えるわけもない。

　ピリッとした空気が漂っている気がして、私は小さく息を吐くとパソコンをシャットダウンする。

　それに今日こそは薬局に寄りたいと思っていた。

「お疲れ様です」

　そのまま祥吾さんを見ることなく、私は部屋を後にした。

　外に出ればもうすぐ十八時になろうとしているが、日は高くまだ暑い。

　少しめまいを覚えつつ、私は駅へと向かう途中で薬局に寄る。

　念のためよ。

　自分に言い聞かせるように心の中でつぶやき、勇気を振り絞り妊娠検査薬を購入する。

　バクバクとした落ち着かない気持ちのまま家へと帰ると、買ってきた紙袋を手にしばらく座り込む。

　もし、万が一妊娠していたらどうする？

　自分自身に問いかけながら、変化のないお腹に手を置いて考えるも、もちろん答えなど出るわけもない。

　意を決してトイレに入り、検査をする。

「……嘘」

　時間を待たずくっきりと現れたラインに呆然としつつ、へなへなとその場に座り込んで壁を見つめていた。

　どれくらいそうしていたのだろう。

　なぜ今？　お役御免と言われたも同然の今、どうして妊娠してしまったのだろう。

　でも、祥吾さんに伝えないわけにはいかない。きちんと話をしなければ。

　そう思い、私はトイレを出るとスマホを手にする。

　メッセージで済ませられる内容でもないし、ひとりで動揺をしていた私は彼に電話をかける。

　しかしコール音はするものの、一向につながらない。

　私が会社を出るときも忙しそうだったし、仕事が落ち着いたらきっと折り返してくれる。

　そんな私の願いは虚しく、その夜電話が鳴ることはなかった。




　翌週、出勤をすると社内がなぜか少しざわついている気がしつつも、私は秘書課に足を踏み入れた。

「あっ、紗耶香」

　結城さんが私を見るなり、心配そうに小走りにやってくる。

「おはようございます。どうしたんですか？」

　なにがあったのかと問いかける私に、結城さんは表情をゆがめたまま口にする。

「まだ見てないのよね」

「え？」

「金曜の夜に、緊急で辞令が出ていたのよ」

　緊急辞令？　週末はそれどころではなく会社のパソコンを開いていない。そしてみんなの視線からその対象が自分だとわかった。

「私ってことですか？」

「ええ」

　結城さんも意味がわからないといった表情で、うつむいてしまう。

「どこの部署でしょうか？」

「資料室よ。紗耶香なにかしたの？」

　仕事上でなにかをした覚えはない。私がしてしまったことといえば、常務と関係を持ったことぐらいだ。

　それを誰かに知られた？

　そうは思うも、こんなことになっても祥吾さんが私を守ってくれることなく、連絡もくれなかったことがすべてなのかもしれない。

　私はもう用済みということだ。あの優しさも、甘さもすべてただのゲームに過ぎなかったのだろう。

　わかっていたのに……。

　自じ嘲ちょう気味な笑みがこぼれ落ちるも、なんの感情も湧かなかった。

　ただ、私は捨てられた。そのことがストンと心に落ちた。

「紗耶香、きちんと理由を聞きに行こう」

　結城さんの言葉に、私は小さく首を振る。なにかどこかで誤解や誤りがあったとしても、ずっとここにはいられないと思っていた。

「いいです。引き継ぎは誰に？」

「ああ、緑みどり山やまさんに……」

　ベテランの緑山さんなら、安心して仕事を任せられるだろう。

　北海道の店舗のオープンも見届けたかったが、どうせ私には時間がない。




　それから一週間、私はただ引き継ぎをするだけで、祥吾さんの仕事からはすべて外された。彼は出社はしているはずだが、姿を見ないしすれ違うこともない。

　秘書課の席で、ひたすらパソコンに向かう日々はある意味助かっていた。

　検査薬を試した次の日、私は近くの産婦人科を受診していた。

　そこではっきりと妊娠していることを告げられた。最悪な状況での妊娠発覚だったが、私の中に生まれた感情はうれしいということだった。

　本当だったら、祥吾さんに話をして生む許可が欲しかったが、彼の婚約が決まった今、そんなことを言えば邪魔なだけだろう。

　だからこのタイミングでの異動は私にとってはありがたかった。

　とりあえず辞令通り異動はするも、一カ月後には退社をする旨を人事に伝えると、あっさりと了承された。こんな状況なので辞めることは内密にしてほしいと願い出れば、そちらも了承される。

　人数も多い会社ならば、下っ端の社員ひとり辞めたところでなんともないのだろう。

　引き継ぎを終え、翌週には三人しかいない資料室での勤務になったが、ほとんど人と接することもなく、淡々と資料の整理やパソコンの入力をするだけの業務は、つわりも始まった私にはありがたかった。

　誰かに会えばいろいろと詮索されるに決まっていたし、忙しくないこの部署は今後のことを考えたり準備したりするのには適していた。

　そうして、あっという間に一カ月は経ち、結城さんや秘書課のメンバー、そしてもちろん祥吾さんにもなにも言わず私はひっそりと退社した。

　最終出社を終え、気持ち悪さを我慢しつつ、いつもより長く電車に揺られ、実家へと帰る。

「ただいま」

「おかえり、紗耶香。あら」

　私の顔を見るなり、お母さんは小さくため息をついた。

「つわり、ひどそうね。なになら食べられそう？」

「ありがとう。リンゴかな」

　答えた私に笑顔を向けると、お母さんは台所へと戻っていった。

　そんなお母さんのうしろ姿を見ながら、私は以前使っていた自分の部屋へと向かう。

　退社を機に、ひとりではどうしようもないと両親にすべてを話した。

　すごく怒られたが、帰ってこいと言ってくれた父。そして近所の目や世間体を気にした私に、そんなことを心配しなくていい、身体を大事にしなさいと言ってくれた母。ふたりには感謝しかない。

　会社を辞めたことですべての気持ちが切れたのかもしれない。ずっと泣かないと思っていたのに、懐かしい自分の部屋に入ったとたん涙がこぼれ落ちる。

　割り切った身体の関係だけならばもう少し平気だったのだろうか。家に行ったりまるで恋人のような時間を過ごしてしまったことで、私は祥吾さんの優しさも、意外に甘えたところも、癖も仕草も知ってしまった。

　すべて自分で決めて選んだ道だった。しかしこんな最後を望んだわけではない。

　不当な異動も急に連絡が取れなくなったことも、初めはなにか理由があったのではないか、そんな淡い期待を持ち祥吾さんを信じたいバカな自分もいた。

　しかし最後までなんの連絡もなかったのがすべてだとようやく悟った。

　住んでいたアパートは引き払い、明日にはスマホも解約して、会社関係の連絡は一切断つことにした。少しでもなにかを残すと未練が残りそうだった。

　今どきシングルマザーなど珍しくない。それに私には頼れる両親もいる。

　泣くのは今日だけだと心に誓って、そっとお腹に手をあてる。

「ママしかいないけど、いっぱい愛してあげるからね」

　泣きながら声をかけた後、私は涙を拭うとリビングへと向かった。










守るべきもの




　そんな昔を思い出していた私は、ソファーからゆっくりと身体を起こす。

　デスクで電話をする専務が目に入った。にこやかな表情からしてたぶん奥様なのだろう。幸せそうな様子に少しだけうらやましくなる。

　起き上がった私が目に入ったのか、

「後で」

　そう言うと専務はスマホをデスクに置き、こちらへと向かってくる。

「調子は？」

「申し訳ありませんでした。もう大丈夫です」

　そんな私の言葉に、専務は少し考えるような表情をした後、「そうか」とだけ口にした。

　すでに定時を過ぎており、私は慌てて残りの仕事をしようと自分のデスクへ戻ろうとした。

「立花、今日はいい。早く帰れ。俺も帰る」

　自分が帰らなければ私も終われないと思ったのか、専務も珍しく帰る支度を始めた。

　確かに今の精神状態で仕事をミスするわけにもいかない。大きく息を吐くと素直に専務に頭を下げる。

「ありがとうございます」

「ああ、ゆっくり休め。それになにか協力できることがあれば言えよ」

　きっと東和社長となにかあったことはわかっているだろう。

「はい」

　それだけを言うと、私は少しだけ笑顔を向け、専務室を後にした。




　専務には大丈夫とは言ったものの、本当に東和社長と一緒に仕事ができるのだろうか？

　ビルの外に出ると、冷たい風が肌をなでる。

　いつの間にかすっかり秋になっていたことに気づく。ぼんやりと空を見上げるも、真っ暗な空には星ひとつ見えない。

　小さくため息をつき駅へと向かおうと足を踏み出すと、急に手を引かれて私は目を見開いた。

「久しぶり、紗耶香」

　その冷たい声に私はビクッと肩が揺れ、声の主を見ることができない。

「今の男はあの専務か？」

　嘲あざ笑わらったような言い方に私は急激に心が冷えていく。

　自分で蒔まいた種だったが、やはりこの人は私をそういう女と思っていたのだ。

「関係ないですよね」

　自分でも思った以上に低い声が出たことに驚くも、突如掴まれていた腕が引かれ、耳元でさんざん聞いた声が響く。

「昔とは違うその格好もあの男の趣味か？」

　どこまでも最低な言葉を並べるこの男に、すべてを奪われたことに苛立ちが募る。

　でも、今の私はもうあの頃みたいに弱くはない。

　睨みつけるように振り返ると、彼は彼で私を睨みつけていた。

　こんな再会になるなんて想像もしていなかったが、これが現実だ。

「あの男は専務だろ？　俺は今社長だ。また俺にするか？」

　蔑さげすむような言い方をされ、私は会社の前だということも忘れて、掴まれていない方の手を振り上げていた。

　もう少しで祥吾さんを平手打ちしようとするのを、うしろから止められる。

「やめておけ」

　静かに言われたその言葉に、私は泣きそうになってしまう。

「専務……」

「東和社長、今回は見逃します。ですが次に我が社の社員にこういったことをするならば、こちらにも考えがあります」

　専務の威圧的な口調に祥吾さんも冷静になったのだろう。肩をすくめると私の腕を放す。

「大村専務、失礼いたしました」

　仕事に支障が出るのはまずいと考えたのか、表情もなく専務をまっすぐに見据えた祥吾さんは静かに頭を下げる。そして踵きびすを返した。

「紗耶香、またな」

〝またな〟

　仕事でもちろん会うのはわかっている。しかし今のそれは確実に違っていた。

　ぞくりとして、背中に冷たい汗が流れ落ちる。どうしてあなたがそんなに怒っているの？

　ギュッと手を握りしめたままの私に、専務が静かに声をかける。

「帰れるか？　送る」

　目の前にはいつの間にか、専務の社用車が回されており、運転手である三みつ井いさんが立っていた。

　促されるように後部座席に乗ると、私は涙がこぼれ落ちないようにするのが精いっぱいだった。

「話してみないか？」

　専務の言葉に、私はこれから仕事をするならば話しておかなければいけないと判断する。

　小さく頷く私に、専務は三井さんに「出して」と声をかける。

　いつの間にか、車は立派なタワーマンションの前に着いていて、専務の自宅だということがわかった。

「あの、奥様にご迷惑……」

　驚いて口を開いた私に、専務は私をジッと見据えた。

「外でできるような話じゃないんだろ？　立花がそこまで狼狽するなんて」

　冷静な女を演じてきた私が、これほど取り乱すことなど今までなかった。だからこそ専務には気づかれてしまったのだろう。

「はい」

「それに俺は鏡きょう花かにすぐ帰るって言ってしまったから」

　場を和ませるように言った専務に、私は少しだけ心が楽になる気がした。




「おかえりなさい。紗耶香ちゃんもいらっしゃい」

「いきなり申し訳ありません」

　頭を下げた私に、もうすぐ臨月の鏡花さんが笑顔で迎えてくれる。

　以前、会社に専務の忘れ物を届けに来たときも思ったが、華道の家元のお嬢様で大和やまと撫子なでしこという形容がぴったりの鏡花さんはとても美しい人だ。

「気にしないで。蓮人さんがうるさいから家政婦さんにご飯も作ってもらっちゃったしやることなかったのよ」

　クスリと笑った鏡花さんに、専務がムッとした表情を浮かべる。

「うるさいってなんだよ」

「冗談よ。拗すねないで」

　あの厳しくて冷たかった専務をこんなふうに手なずけてしまった鏡花さんはすごい人だと思う。

　やたらかわいく見える専務に、私は笑っていたのだろう。

「立花、入れよ」

　少し苦虫を噛みつぶしたような表情で言いながらも、鏡花さんの体調などを気遣うようにふたりで廊下を歩いていくのを、少し切なくなりながら見つめる。

　私の場合は、こうして案じてくれるのは両親だった。それで十分だったが、やはり少しうらやましくなってしまう。

「紗耶香ちゃん、座って」

　ダイニングテーブルにはすでにおいしそうな料理が並んでいて、鏡花さんが専務を待っていたことがわかる。

　いそいそと、私の分の準備をしてくれる鏡花さんに、私は慌てて声をかける。

「私は大丈夫ですので」

「え？　食べていけばいいじゃない。いっぱいあるわよ」

　茶ちゃ碗わんを持ったまま鏡花さんは私に問いかける。

「立花、食べていけばいいだろ？」

　スーツからリラックスした普段着に着替えて戻ってきた専務もそう促す。

「最近私あんまり食べられないからあまっちゃうのよ。本当によかったら紗耶香ちゃん食べていって？」

　鏡花さんは大きなお腹を擦さすりながら、小さくため息をつく。

「そのぐらいの時期だと確かに胃が押されるので、あまり入らないですよね」

　私が同意すると、驚いたようにふたりが私を見つめる。

「あっ」

　そこで私は初めて、自分に出産経験があると告白したことに気づいた。

「それか」

　納得がいったようで、専務がリビングの椅子へと腰を下ろす。促されるようにダイニングテーブルの椅子に座ると、私はうつむいた。

　鏡花さんもただごとではないと、静かにお茶を淹れにキッチンへと戻っていった。

「――昔、東和社長の秘書をしていたんです」

　なにから話せばいいのかわからず、私はとりあえず事実を報告する。

「付き合っていたのか？」

　専務の言葉に、私は悲しげな表情をしたのだろう。小さく首を振ると、専務がかなり大きなため息をついた。

「まあ、あの東和社長だもんな。でも立花は本気だったから関係を持ったんだよな」

「はい」

　その事実に泣きたくなりながら答えた私に、専務は鏡花さんが置いてくれたお茶に手を伸ばす。

「お子さんはいくつ？」

「三歳になります。瑠る偉いという男の子です」

　瑠偉の話題になり、私は少し笑顔が浮かんだのだろう。

　かわいいかわいい、私の大切なひとり息子。

「冷たいだの、男遊びをしているだの噂があるけど、どれも本当じゃなかったんだな。早く帰るのも息子さんのためか」

「はい。両親と同居しているので面倒はみてもらっているんですが、少しでも早く会いたくて」

　きっと私は母親の顔をしていたのだろう。専務がやわらかく笑ってくれる。

「がんばってくれてありがとう」

「え？」

　驚いて顔を上げれば、専務と鏡花さんが私を見ていた。

「そんな大変な中、完璧に秘書の仕事をしてくれた」

　その言葉にとうとう涙がこぼれ落ちる。こうして誰かに認められたかったのかもしれない。

　ずっと自分を偽って、がむしゃらに生きてきた。昔だって私は私なりに、必死に仕事をしてきた。それなのにあんなふうに辞めなければいけなかった。それが本当は悔しかった。

　そんな私に鏡花さんがハンカチを渡してくれる。

「どんなことがあっても私たちは紗耶香ちゃんの味方だから」

　鏡花さんの言葉に、私はうれしくなり、泣き笑いの笑顔を見せた。

「立花、どうする？　東和の仕事はいったんはずれるか？」

　私はどうすればいいのか考えるも、すぐに答えは出ない。

「少し考えていいですか？」

「もちろんだ」

　専務はすぐに了承した後、言葉を選ぶように私に問いかける。

「彼は子供のことを知ってるのか？」

　その問いにドキッとしつつ、私は小さく首を振る。

　私たちの関係がどうであれ瑠偉は彼の子だ。内緒で生んだ事実は消えない。

　再会しなければよかったが、また祥吾さんは私の前に現れた。

「簡単に言えることではないのはわかってる。東和社長のことも俺はわからない。でも」

　専務の言いたいことはわかっている。わかっているが、あのときの仕打ちが頭から離れない。でも、初めから遊べる女にしか手を出さないと知っていたのだから、恨むことも筋違いなのかもしれない。

「東和社長は奥様がいらっしゃるはずです」

　あのときの婚約がそのまま進んでいれば、今は幸せな家庭があるだろう。

　その言葉にふたりが動きを止めた。今子供の話などすれば、さらに複雑になることは目に見えている。

「そうか……」

　これ以上なにも言えないようで黙り込んでしまったふたりに、私はあえて明るい声を出す。

「おふたりに聞いてもらえて少し楽になりました。私事で専務にご迷惑をおかけし本当に申し訳ありません」

　静かに頭を下げた私に、専務はやわらかな声をかけてくれる。

「立花が幸せになることを祈ってる」

　その後、専務が三井さんを呼んでくれ自宅まで送ってくれた。




　翌週から、本格的に私の仕事に東和インターナショナルとの仕事が追加された。

　東和との仕事を避けることも提案されたが、結局答えを出せないまま、仕事についている。

　専務からの指示で各所に食材の流通やコストを調査するように依頼するとともに、私の方でもここ数年の東和の経営状態を調べる。

「専務、これを」

　資料を専務に渡すと、表情が険しくなるのがわかった。

　その理由は私も資料を作りながら気づいており、三年半前を思い出していた。

「この年だけ経営が悪化した理由、心あたりある？」

　ちょうど私がいた年だということがわかっているだろう専務に、私は小さく首を振る。

「私がいた頃はかなり順調でした」

「そうか。その後か」

「あっ」

　もうすでに記憶の奥底にしまい込んでいたが、結城さんの言葉が頭をよぎる。

「どうした？」

　声をあげた私に、専務が視線を向ける。

「いえ、ちょうど情報漏洩という噂が出たときかもしれません」

　妊娠や、祥吾さんの婚約話でそれどころではなくなってしまっていたが、ひょっとしたら大変なことがあったのかもしれない。だからといって、連絡のひとつぐらいできただろうし、もう私には関係のないことだ。

　そう思い直すと、私は資料を確認する。

「しかし、すぐに業績は回復し、今は業界でもかなり大手の部類でしょう」

　その言葉に専務も小さく頷き、資料をめくる。

「取引相手として問題なさそうだな」

　何枚もある資料に目を通し終わると、専務はチラリと私に視線を向ける。

「きつくなったらいつでも言えよ」

「ありがとうございます」

　専務の優しさがうれしくて、頭を下げた。

「打ち合わせのアポを向こうの秘書と取ってくれ」

「わかりました」

　祥吾さんの隣にいた綺麗な女性を思い出し、私はアドレス帳からその名前を探す。

〝代表取締役社長　秘書　和泉いずみ佐さ知ち〟

　結婚をした今でも、愛人や遊びの相手がいるのだろうか。そんなことを思いつつ、私は受話器を手にした。




　その翌週、本社の大会議室で数十人規模の打ち合わせが行われた。私たちの会社からも、東和からも各担当者が出席していた。

　もちろん専務も祥吾さんも出席だ。この間の件をお互い顔に出すようなことはもちろんないはずだし、祥吾さんが私と専務の関係を仮に疑っていたとしても問題ないだろう。

　様々な意見交換が行われるのを、私は書面にまとめていく。

　対角線上に座る祥吾さんが嫌でも目に入る。

　あの頃よりさらにカリスマ性が身についた気がする。会社のトップとして部下をまとめ、そして交渉する姿はさすがとしか言いようがなかった。

　たくさんの経営者を見てきたが、きっとこの五年努力をし、充実した日々があったのだろう。

　二時間ほどで会議は終了し、私たちはバラバラと席を立つ。

「立花、各所の手配を頼む。俺は副社長のところに行ってくる」

　パソコンをまだ打っていた私に、専務が声をかける。

「わかりました」

　小さく頷き、メール画面を開いてしばらく作業をしていると、背後に気配を感じる。

「なっ」

　つい声が出た私を、祥吾さんが見下ろしていた。さっき会議室を後にしていたはずなのに。

　久しぶりにじっと見つめ合う形になり、私はギュッと胸が締めつけられる。あの頃のつらさや苦しさが一気に蘇よみがえる。

　表情をゆがめ私を見ている祥吾さんが、なにを考えているのかはうかがい知れない。

　ただ、久しぶりにそのブラウンの瞳を見て、なんとも言えない気持ちになる。

「なにか不明点がありましたか？」

　もちろん秘書としての私に用事があるのだろうと、顔を背け平静を装いながら問いかけると、いきなりバンと机を叩かれる。

　大きな音に驚き、とっさに祥吾さんを見上げた。

　彼はなぜか不敵な笑みを浮かべていて、その表情にゾクリと背筋が粟立つ。

「んっ」

　そう思うと同時に、いきなり激しく唇を塞がれる。

「やめて！」

　ドンと胸を叩いて離れれば、ぺろりと唇を舐めクスリと笑う祥吾さんがいた。

「どうしてこんなこと……」

　泣きそうになりながら問いかければ、意味のわからない言葉がかけられる。

「これで大村専務のところには戻れないな」

　それだけを言うと、祥吾さんは会議室を後にしてしまった。

　どうして。どうして今さらこんなことをするの。まるで私を罰するような祥吾さんの言動が理解できない。

　ただ五年ぶりに触れた祥吾さんの唇の熱が熱くて、私は呆然とした。

　悩みたくても、泣きたくても仕事はあるし家に帰れば瑠偉がいる。

　いくら両親がいるとはいっても、家事も瑠偉の世話も任せっぱなしにはできない。

　定時に帰れた日は、きちんと食事も作るし、お風呂にも入れて寝かしつけもしてとバタバタだ。それに瑠偉の前で暗い顔などできない。

「ねえママ。きょうほいくえんでね」

　瑠偉とお風呂に浸かっていると、つたない言葉で瑠偉が話をしてくれる。

　かわいい盛りの瑠偉。いくら実家にいるからといって、経済的な援助をこれ以上受けるわけにいかないと産後一年で今の会社に就職をした。

　今年三歳になり、今は三時頃まで保育園に行き、母がお迎えに行ってくれている。

　まだ元気で現役な両親で本当にありがたい。父も仕事が終わって帰れば、瑠偉をかわいがってくれている。

「うん」

　瑠偉の瞳を見て答えれば、うれしそうに話を続ける。

「ママのえをかいたんだよ」

「本当？　かわいく描いてくれた？」

　瑠偉は水のかかった顔を慌てて拭きながら、私に大きく頷く。

「じいじとばあばもかいたんだ」

　その言葉に私はドキッとする。どんな題で絵を描いたのだろう。

　まだ、幼稚園の年少さんになる前の年で、一般的な家庭環境と違うことを理解もしていないし、絵もなにかわからないぐらいだろう。

　私と両親の愛情をかけているつもりだが、父親がいないことを気づきだす年なのだろうか。

　私だけで大丈夫。今まではそう思っていたが、祥吾さんと再会して顔を見てしまってから、このまま黙っていていいのだろうかという気持ちが芽生えている。

「そうなんだ。見るの楽しみだな。瑠偉の絵」

　私の言葉に満面の笑みを浮かべてくれる瑠偉に、私は無理に笑顔を張りつけた。




　週末の土曜日、休みはもちろん瑠偉と一緒に過ごすことにしている私は、ジーンズにニットのロングカーディガンというラフな格好をしていた。

　朝食後、洗濯物を干し終えた私は車のおもちゃで遊ぶ瑠偉に視線を向ける。

「るーい、お散歩行こうか」

　都心から少し離れたこの場所は、自然も多く散歩にはぴったりだ。

「いく！」

　すぐにおもちゃを置いた瑠偉はもう玄関で靴を履いていた。私もその横でスニーカーを履く。

「お母さん、少し散歩行ってくるね」

　私のその声に台所にいた母も「はーい」と返事をしてくれる。

　瑠偉は庭いじりをしていた父のそばを、出かける気満々でピョンピョンと飛び跳ねている。

「ママ、はやく。じいじ、いってくるね」

「気をつけるんだぞ」

　男の子ということもあり、元気すぎる瑠偉を心配そうに見つめる父に私も声をかけた。

「お昼には戻ってくる」

「ああ」

　家からすぐの公園に向かい、瑠偉の手を引いて銀杏いちょう並木を歩いていた。

「これがいちょう。銀ぎん杏なんがなるのよ」

「ぎんなん？」

「そう、とーってもくさいけどおいしいのよ」

「ふーん」

　瑠偉は、少し色づいた葉を見上げた。

　そんな会話をしながら、私は大きくなってきた瑠偉を見つめる。

　髪は私に似たのか真っ黒だが、瞳は祥吾さんと同じ薄いブラウンの綺麗な色だ。

　ひらひらと落ちてきた葉に興味を引かれた瑠偉が、私の手を振りほどき走りだす。私も慌てて追いかけるも、その先を歩いていた人が目に入り、心臓が止まるかと思った。

　瑠偉は前を見ていなかったようで、足元にぶつかりそうになったところをその人が手で受け止める。

「大丈夫か？」

　静かにポンと瑠偉の頭に触れると、瑠偉は目の前の男性――祥吾さんを仰ぎ見る。

「うん、ありがとうございます」

　まだすべての語句を完璧に話すことのできない瑠偉だが、にこりと笑って祥吾さんにお礼を伝える。

　そのとき、祥吾さんの目が思いきり見開かれるのがわかった。

　――バレた。

　瑠偉の顔をこれでもかと見つめる祥吾さんに、直感的にそう感じ取ると、私は慌てて瑠偉のもとに走り抱き上げる。

「申し訳ありませんでした」

　それだけを言うと、私はくるりと踵を返してもと来た道を駆け出す。

「ママ、おさんぽは？」

　不服そうに口にする瑠偉だったが、私はそれどころではない。

　どうしよう。それだけが頭をよぎる。

「紗耶香、待て」

　はっきりと怒気を含んだその声に、私は瑠偉をギュッと抱きしめながら足を止めた。

　このまま逃げていいわけはないし、祥吾さんならどんなことをしても話をしに来るだろう。

　うしろから感じる気配で、祥吾さんが近づいてくるのがわかる。ザラリとした砂をぶちまけたような気持ちが広がり、次になにを言われるか怖くて仕方がない。

　祥吾さんもしばらくなにも言わず、沈黙が流れる。それを破ったのは瑠偉だった。

「ママどうしたの？」

　きょとんとする瑠偉に、私はなんとか笑顔を張りつけて言葉を発すると、地面に降ろし視線を合わせる。

「瑠偉、おじいちゃんのところに帰っていてくれる？　ママこのお兄さんと少しお話があるの」

「うん」

　瑠偉はまだ理解できるわけもなく、素直に受け入れてくれる。

　そして私は祥吾さんを見ることなく口を開いた。

「子供を家に預けてきます。少し待っていてもらえますか」

　なんとか冷静に言った私だったが、いきなり目の前から瑠偉がいなくなる。

「瑠偉！」

　驚いて振り返ると、祥吾さんの腕に抱かれた瑠偉が目に入った。

「瑠偉、初めまして。俺は祥吾だ」

「しょうーご？」

　結構人見知りをする瑠偉だが、すんなりと祥吾さんを受け入れているようで、驚きとともに、血のつながりのようなものを感じて切なくなる。

「これから会うことが多くなるから、覚えておいてくれるか？」

「うん、いいよ」

　いつもより抱かれている位置が高く、瑠偉が私を見下ろすように「ねーママ」とにこりと笑う。

　その光景になぜか涙がこぼれそうになるのを耐えると、瑠偉を奪うように抱きしめ祥吾さんに背を向ける。

　どういうつもりでまた会うと言ったのだろう。

　初めて父親に抱いてもらった瑠偉を見て、気持ちがぐちゃぐちゃになっていく。

　この気持ちをなんと表現していいか自分でもわからなかった。

　父親がいてくれたらという思いはあったが、なぜか瑠偉を取られてしまうのではないかという恐怖も感じた。

　それぐらい、祥吾さんが私を見る視線は、瑠偉に向けるものとは違い冷たかった。

　今さら現れて、息子をどうしようというのだろう。そんな思いがよぎる。

　大企業の御曹司として有益な相手と結婚し、後継ぎを作ることが決まっていたから、私みたいな遊べる女としか付き合ってこなかった人だ。

　結婚してみたらうまくいかなかったのだろうか？　そんなことを思うも、今さら瑠偉を渡すことなどできない。

「紗耶香、絶対に戻れよ」

　昔のように軽い口調の中に、ゾクリとするほど怒気が含まれていて、私は無言で足を前に出した。

「返事はなしか、わかった」

　そう言うと、祥吾さんは私の横に足を進め、瑠偉を抱き上げてしまう。

「戻ります！　だから瑠偉を取らないで」

　涙ながらに言った私を無視するように、祥吾さんは瑠偉に話しかける。

「瑠偉、俺も家に行っていい？」

「いいよ」

　なにもわからない瑠偉は、無邪気に答えてしまう。

「やめて！　どうするつもり！」

　つい叫び声をあげて祥吾さんを睨みつけるも、彼はサラリとすごいセリフを口にする。

「きちんと挨拶をするだけだ」

「はあ!?　挨拶ですって！」

　つい声が大きくなり、驚いた瑠偉が泣きそうな表情になる。

「子供の前で声を荒らげるなよ」

　いきなり現れたくせに父親ぶる祥吾さんに苛立ちが募るも、瑠偉のその怯おびえた顔に私はギュッとこぶしを握りしめ、怒りを我慢するように唇を噛みしめる。

「今日は待って」

　静かに言った私に、祥吾さんは冷笑を浮かべて私を見る。

「無理だ」

　どうして無理なのか、それ以前にどうして私の家の近くにいたのか。

　わからないことだらけの私は動けずにいた。

　しかし、迷いなく歩いていく祥吾さんに、すでに家の場所を特定されていることに気づいた。

「どうして？」

　もはやただこぼれ落ちた言葉に、祥吾さんは不敵に笑うだけ。

　いったいなにを考えているのかまったくわからないし、どうしてそんな表情をするのかも理解できない。一般的な結婚の挨拶でも緊張するはずだ。それなのにいきなり父親ですと言って私の両親に会うなど、門前払いをされても文句を言えない立場だろう。

　そんなことはこの人もわかっているはずだ。もしかして全面的に親権を争うとでも言い出すのではないか。

　そんな不安から敬語も忘れ、私は声をあげる。

「どういうつもり？　うちの両親が許すと思ってるの？」

　その言葉に祥吾さんはなにも言わない。

「しょうーご、ママとけんか？」

　瑠偉が祥吾さんに聞くと、ふわりとやわらかな笑顔で否定をする。

「違うよ。ずっとママと少し間違いがあったんだ。でももう終わりだ。祥吾だけど、瑠偉のパパだからな」

　あろうことかサラリと話してしまう。瑠偉はきょとんとした顔をした。

「パパ？」

「ごめんな。ずっと遠くの国に行っていたんだ。俺は瑠偉のパパだ」

　どの口がこんなにスラスラと出まかせを言えるのだろう。もはやあきれてなにも言えない私を置いて、ふたりは話を続ける。

「瑠偉だってパパがいた方がいいだろ？」

　いきなりこんな事実を突きつけた祥吾さんに怒りがこみ上げ、瑠偉が心配になる。

「瑠偉」

　少し考えた様子の瑠偉は私の呼びかけなど聞こえていないようで、少しして満面の笑みを浮かべる。

「うん」

「だな。いっぱい遊ぼうな」

　なによこれ……。

　たった数分会っただけで、どうして？　私はあんなに大変な思いをして瑠偉を生み育ててきたのに。

　私の気持ちなどまったく考えていないふたりの様子に、私はつい大きな声をあげてしまった。

「いい加減にして！」

　びくりと瑠偉が表情を固まらせ、ギュッと祥吾さんに抱きつくのが見えて、私はぐちゃぐちゃな気持ちで泣きたくなる。

「紗耶香、なにをしているんだ」

　いつの間にか家の近くまで来ていて、私の叫び声に驚いたように、庭にいた父が外へと走ってくる。

「じいじ」

　半泣きの瑠偉、そして瑠偉を抱きながら頭を下げる祥吾さんに、父はすべてを悟ったのかもしれない。

「入りなさい」

「お父さん！」

　こんな人を入れないで。そう思う気持ちで私は父を呼ぶも、静かに家に入っていってしまった。

　瑠偉を抱いたまま祥吾さんは玄関へ入ると、瑠偉をそっと下ろしてゆっくりと靴を脱ぎ揃える。

　こういうところはチャラい見た目とは違い、育ちが出るのかもしれない。

「お邪魔いたします」

　静かに言うと、祥吾さんが先に家へと入っていく。

　その様子をただ呆然と見ていると、家の中から瑠偉の声が聞こえた。

「ばーば。パパ来たよ」

　その声に慌てたように、バタバタと足音が聞こえる。

　いったいこの後どうなるのかわからず、めまいがした。

　どうして？　あのとき捨てたならずっと放置していてくれればよかったのに。

　そんなことを思いながら、まとまらない気持ちのまま家へと足を踏み入れ、祥吾さんの後を仕方なく追う。

　そしてリビングへと入った祥吾さんが父を見るなり、いきなり頭を下げたのが見えた。

　母はたぶん言いたいことはあるのだろうが、瑠偉を抱いたまま隣のキッチンで成り行きを見守っている。

「突然申し訳ありません。東和祥吾と申します。このたびは大変申し訳ありませんでした」

　いつも自信にあふれていて、一緒に仕事をしているときも謝罪をするところを見た記憶がない。

　そんな祥吾さんをいつもは温厚な父が、厳しい顔で見つめる。

「君からの謝罪はなにについてだ？」

　あきらかに怒りをあらわにする父は、目の前の人がどこの誰かもわかっていないだろう。まさかこの人が日本を代表する大企業の御曹司だとは思いもしないはず。

「紗耶香さんとすれ違いがあったとはいえ、ひとりで出産をさせてしまったことです。しかし、私も瑠偉がお腹にいたことを知らずに今日までおりました」

　神妙な面持ちで話しながら祥吾さんは瑠偉に視線を向ける。

「紗耶香さんと仕事で再会し、もう一度やり直したいと会いに来て、瑠偉のことを知りました。お怒りはごもっともだと思います。でも」

　そこで祥吾さんは私にこれでもかというほど笑みを浮かべた。

　この笑顔は絶対に嘘だ。そう確信する。

　ここ一番の商談などで見せるその顔は私にも覚えがある。

「紗耶香さんとの結婚をお許しいただきたいです」

　黙って聞いていた父が、驚いたように目を見開く。それは私も同じだ。

「ちょっ」

　そう声をあげたとたん、祥吾さんはとろけるような微笑みで私の腕を引き寄せると、父には聞こえないくらいの声で囁く。

「瑠偉の親権を奪われたくなければ言う通りにしろ」

　完全に脅迫まがいのセリフに、私はぞくりと背筋が凍るかと思った。

　そもそも捨てられたのは私なのに、どうして彼がここまで怒りをあらわにしてくるのか理解できない。

　泣きたくなる気持ちを抑えながら私は祥吾さんを見上げる。

「紗耶香さんとは完全にすれ違いがありまして。ですが再会して話をして、そのわだかまりも解けました」

　祥吾さんの言葉に父は、私を見ると静かに声をかける。

「そうなのか、紗耶香」

　私に密着したままの祥吾さんは、キュッと私の手を握りしめる。それは仲良く見せるためなんかではなく、『わかっているよな』と無言の圧力をかけられた気がした。

「そうなの。いろいろと誤解があって。瑠偉にも父親がいた方がいいと思うの」

　とりあえず今はこう答えるしかない。

　私がゆっくりと口を開いた後、とどめのように瑠偉が母の腕から下りるとこちらへと走ってくる。

「パパ」

　さっき覚えたばかりの言葉で呼ぶと、祥吾さんは手を広げ瑠偉を抱き上げる。

　その様子に、両親もすっかり騙だまされてしまったようだった。

「まあ、座りなさい。昼食を食べながら君のことを聞かせてくれるか」

「ありがとうございます」

　そう言いながら、リビングの椅子に瑠偉を抱いて座る祥吾さんを、信じられない気持ちで私は見つめていた。

　天性の才能というのはこういうことかもしれない。

　あっという間に、瑠偉だけではなく両親まで懐柔してしまった祥吾さん。

　トップに立つために小さい頃から身につけてきた対人戦術がすば抜けていることくらい、私が一番知っていたはずなのに。

　いつの間にか、母の手料理が並ぶテーブルを内心唖然として見ていた。

　しかし、さっきの瑠偉の親権の話は本気だとわかった。嘘や偽りであんなことを口にしないだろう。

　彼の言うことはまったく信じられないが、どうやら今結婚をしていないことは確かのようだ。それでなければいくらなんでも私と結婚するなどと言えないはずだ。

　あのとき、結婚はしたの？　離婚したの？

　本来ならば先に聞きたかったことだが、両親の前では口にできず私は黙って彼が話すのを聞いていた。

「祥吾くん、君の両親は大丈夫なのかい？」

　祥吾さんが東和の息子と聞き、父が少し心配そうな表情になる。

「ええ、瑠偉がいることを知れば、さらに喜ぶと思います」

　にこやかに答えた彼に、私は背筋が冷たくなる。それはすなわち跡取りが欲しいということだろう。この人の財力なら、瑠偉の親権を奪うぐらい簡単かもしれない。

　そんなことはさせない。瑠偉と離れるなんて考えられない。

「そうか、ならいいが」

　ずっと瑠偉といた父の少し寂しそうな表情を祥吾さんは見逃すことなく、畳みかけるように言葉を重ねる。

「ご相談なのですが、紗耶香さんも仕事していますし、私も多少忙しい身です。この近くに引っ越そうと思っておりますので、今までと変わらず瑠偉のお迎えなどお願いすることはできますか？」

　祥吾さんの申し訳なさそうな表情に、今度は母がパッと喜んだのがわかった。

「もちろんよ、紗耶香の仕事が終わったらうちに瑠偉を迎えに来ればいいわ。近くに引っ越すなら安心ね」

　こうなることがわかっていて、勝手に話を進め、私に逃げ道を作らせないこの人が怖くもなる。

　もはや、これで私は結婚をし、この近くに住むことまで決まったのだから。

　五年前は私が騙され、今度は両親まで。

　しかしそんなことを今さら後悔しても仕方がない。瑠偉を守るためなら私はなんでもする。

　隣で笑うこの人を、平手打ちしたい気持ちを抑えつつ、私は笑顔を張りつけていた。




「それでは失礼いたします。瑠偉、またすぐに会おうな」

　少し寂しそうな瑠偉の頭をポンと叩くと、祥吾さんはやわらかな笑みを浮かべる。

　それは昔私に向けられていた笑顔と同じで、私の頭は混乱する。瑠偉に対してまでも演技なのだろうか？

　あの頃はほかの人よりは近くにいて、恋人ではないにしても、少しは素の彼で接してくれていると思っていた。

　しかしそれが偽りだったと知ったとき、私の中で真実がわからなくなった。

　もう今はなにがなんだかわからない。混乱する私に、今度は確実に作られた表情を私に向ける。

「紗耶香、道がわからないから途中まで送ってくれる？」

　わざとらしい彼の声に、私はなにかを言いたかったが、すぐに父の声が聞こえてうんざりする。

「ああ、紗耶香、送って差し上げなさい」

　ここまで迷わず来た人が帰り道がわからないなどあり得ないし、地図アプリだってあるだろう。

　そうは思うも、私も話をしておかなければいけないと考え、祥吾さんと家を出た。

「紗耶香、なるべく早く家を手配するから引っ越しの準備をしておけよ」

　ふたりきりになったとたん、サラリと当然のように言われ、祥吾さんに苛立ちが募る。

「どういうつもり」

　自分でも思った以上に低い声が出た。

　私は足を止めて、祥吾さんの背中を睨みつける。

　その瞬間、祥吾さんが振り返る。

「それはこっちのセリフだ」

　あきらかに今までとは違う、はっきりと怒りをあらわにした表情に私はびくりと肩を揺らす。

「どういう……意味？」

「どうして瑠偉のことを黙っていた」

　それをあなたが聞くの？

　私は遊びの女でしかなく、婚約者がいたくせに。それに私をあっさり捨てたのはそっちでしょう。

　結婚間近に妊娠したと伝えられたかったとでも言うのだろうか？

「どうしてって自分に聞いて。それに結婚できるの？」

　自虐的な気持ちで、泣きたくなるのをこらえつつ睨みつければ、祥吾さんが驚いたように目を見開いた。

「お前、変わったな。そんな目をするような女じゃなかった。瑠偉のために結婚するんだよ」

　嘲笑うように言われ、私ももう今までの憎しみが止まらなかった。

「誰がこんな女にしたのよ。ひとりで子供を生んで、瑠偉を守ってきたの。昔みたいに弱い女じゃいられなかった」

　その言葉に、祥吾さんがハッとした表情を浮かべる。それは再会してから初めて見たなにかを耐えるような苛立ちと、悲しみが混ざったような表情だった。

「いいな、瑠偉の親権を取られたくなかったら、俺と結婚するんだな。あの専務とは別れておけよ。あいつよりはいい思いをさせてやるから文句はないだろ」

　そこまで言われ、私はもはや我慢できなくて思いきり平手打ちをしていた。

　バシッという音とともに、私の手のひらにも痛みが走る。

「どうして、どうしてそんなことを言われなきゃいけないのよ。私がどんな思いで……」

　とうとう我慢していた涙がポロポロこぼれ落ちる。

　そんな私に背を向けるように、祥吾さんは行ってしまった。

　どうして？　どうして。

　まったく意味がわからない。

　ただわかったことは、今は祥吾さんは誰とも結婚をしていないという事実だけだ。

　あふれる涙を拭うこともせず、私は久しぶりにひとりで泣いた。




　それからの展開は思った以上に早かった。

　逃げるつもりなどないのに、祥吾さんはすぐに私に婚姻届を書かせると籍を入れてしまった。

　私に至っては、役所にも行っていない。

　小さい頃に思い描いた結婚式も、新婚旅行もとうにあきらめていたが、こんな形で結婚をしたとなれば、虚しいだけだ。

　そんな私をよそに祥吾さんはあっという間に実家近くの一戸建てを借りてきた。

　よく賃貸であったと思ったが、祥吾さんの知り合いが海外に行っている間、空いていた家だそうだ。期限付きで借りているようだが、その方が私としては安心だった。

　こんな結婚生活が長続きするはずがない。瑠偉を奪い合う私たちが妥協したとりあえずの結婚なのだから。

　跡取り欲しさの祥吾さんに、大切な瑠偉を渡すわけにはいかない。

　引っ越し当日、両親に笑顔を振りまく祥吾さんに、私はため息をつきたいのを抑えながら実家を後にした。

　家具などはすべて用意したと言われ、身の回りのものだけを荷造りし、引っ越し業者のトラックを祥吾さんの車で追いかける。

　いつの間にか取り付けられていた後部座席のチャイルドシートに瑠偉、その隣に私は座っていた。

　実家から数分ほど走り、車が電動のガレージの中へと停まる。

　その家を見て、私は唖然としてしまう。

　車を降りて車庫からの階段を上がれば、大きな二階建ての真っ白な家があった。広い庭もあり、緑の芝生が広がり、ブランコや滑り台、それを眺められるテラスまであった。

　立派な玄関から室内に入れば、広々とした玄関に、長い廊下が見えた。

「入って」

　祥吾さんは何度か来ていたようで、慣れた様子で中へ歩みを進める。

　私もその後を追った。

　想像通り、リビングも広くモダンな印象のインテリアでまとめられていて、キッチンは最先端で使いやすそうだ。まるでモデルルームのような家に、やはり住む世界の違いを感じずにはいられない。

　しかし子供の適応力はすごい。すぐに広いリビングを走り回る。

「瑠偉！　気をつけろよ」

「パパ、ぶらんこのりたい」

　窓の外に見えた風景に、瑠偉は興奮気味だ。

　もうすっかり父親の祥吾さんが、瑠偉の手を引いて庭へと出てブランコを押す。

　ふたりの楽しげな様子を見て、私は自分の選択が間違っていなかったと言い聞かせるしかなかった。

　瑠偉が笑ってくれるなら、私はどんなことにも耐えられる。

　そう思いながら、私はキッチンへと向かった。

　買い物に行かなければ夕飯は食べられないと思っていたが、冷蔵庫を開ければいっぱいの食材が入っていた。

「秘書に頼んで入れさせたから、好きに使えよ」

　瑠偉がいるせいか、やわらかな口調だったが、私は素直に答えられず無言で中を確認する。

〝秘書に頼んだ〟

　その言葉に少しの苛立ちを感じてしまう。

　勘違いとはいえ、私には専務と別れるように言っておいて、自分は愛人でもいるのだろう。あの綺麗な秘書の女性の姿が頭をよぎる。

　そんなことを考えてしまい、私は慌ててその思考を追い出す。

「瑠偉、今日ハンバーグでいい？」

　ひき肉が入っているのを見て、私は瑠偉だけに声をかける。子供っぽいと思いつつも、どうしても祥吾さんに聞く気にはなれなかった。

「うん、ママのはんばーぐだいすき」

　うれしそうに返事をする瑠偉に、私も笑顔を向ける。

「チーズも入れる？」

「うん」

　瑠偉と遊んでいた祥吾さんはなにも言わない。

　しかし、彼がこんなに子こ煩ぼん悩のうだとは思っていなかった。子供なんて嫌いなタイプの人だと決めてかかっていた。

　しかしそれだけは私の思い込みで、今目の前にいる祥吾さんはよき父親そのものだった。

　瑠偉の存在を隠していたことに怒りをあらわにした祥吾さんを思い出し、その事実を伝えなかったことは間違っていたのかという気持ちも起こるが、あのときの仕打ちを思い出しやはりそれは無理だったと思い直す。

「できたよ」

　考えごとをしながらも、いつの間にか料理ができあがっていた。

　瑠偉の大好きなポテトサラダにハンバーグ。それにコンソメスープといういかにも子供向けのメニューだ。

　お子様ランチのように、ワンプレートに盛り付け、あまり好きではないにんじんは少し甘めに煮て、星形にしてハンバーグの上にのせてある。

　昔は夕食時にアルコールを飲むことが多かったため、つまみや前菜的なものを好んで食べていた祥吾さん。こんなものでいいのだろうか？　それ以前に私の料理を食べるのだろうか？

　そんなことを思っていると、祥吾さんは瑠偉を子供用の椅子に座らせて自分も席に着く。

「食べますか？　こんな子供メニューですけど」

　瑠偉の前に料理を並べながら問いかければ、祥吾さんは「ああ」とだけ答える。

　こんな状態で結婚した意味があるのかわからないが、とりあえず瑠偉は目の前の夕食にくぎづけで、私たちの不穏な空気には気づいていない。

　ため息をつきたいのをこらえつつ、祥吾さんの前にも白いお皿にのせたハンバーグとサラダ、冷蔵庫に冷やされていたビールとグラスを置く。

「ありがとう」

　自然と口にしてしまったようで、祥吾さんはハッとした表情を浮かべるも瑠偉に視線を向ける。

「瑠偉、ママの料理おいしそうだな」

　私ではなく瑠偉に話しかけているが、おいしそうと思ってくれたならひと安心だ。

　複雑な気持ちを持ちつつ、久しぶりの手料理を食べる祥吾さんの反応を盗み見てしまう。

　なんだかんだと瑠偉を挟んで、楽しい食事を過ごしてしまった気がする。

　お互いが会話をすることはなくても、瑠偉に話しかけられれば答えるし、傍から見れば幸せな家族の風景に見えるだろう。

　それになにより瑠偉が楽しそうにしていた。

　保育園でパパの話をしたとか、お友達がパパとどこかへ行ったなど、今まで会話に出てこなかった単語が聞こえてくる。

　子供ながらに、自分の知らない父親のいる世界の話を避けていたのかもしれない。

　食事を終え、祥吾さんと瑠偉はお風呂に入り、一緒に眠ると話をしている。

「ママもおかたづけしたらくる？」

「え？」

　そのセリフにドキッとした。瑠偉が三人で眠るのだと思っていることに唖然とする。

「パパとさきにねてるけど、ママもあとできてね」

「あー、ママのベッドは別のお部屋にあるのよ？」

　二階には大きな書斎を兼ね備えた祥吾さんの寝室と、子供部屋、そしてゲストルームがあり、私はゲストルームを自分の部屋として使わせてもらうことになっていた。

「え……」

　今まで私と眠っていたからあたり前なのかもしれない。泣きそうになる瑠偉に、私もどうしていいかわからなくなる。

「瑠偉、ママも来るから大丈夫だよ」

　祥吾さんの放ったセリフに私は驚いて目を見開く。三人で同じベッドで眠れというのだろうか。

「わーい」

　喜ぶ瑠偉に、私はなにも言えなくなる。

　そんな私に瑠偉は手を振り、二階へと上がっていってしまった。

　嘘でしょ？　私も祥吾さんの寝室へ行くというの？

　ザワザワした気持ちのまま、後片付けをして、瑠偉の保育園の制服にアイロンをかけ始めた。

　そこでリビングの扉が開くのがわかり、私はドキッとして動きを止める。

「瑠偉はぐっすりだよ」

　再会してからずっと私に向けていた苛立ちを含んだ声ではなく、父親として愛情を持った物言いに、私もかまえることなく答えていた。

「昔からよく寝る子だったから」

「そうか」

　それ以上なにも言えない私に、祥吾さんはキッチンへ行くと缶ビールを手にする。

「なんにせよ、瑠偉をいい子に育ててくれてありがとう」

　不意に言われたその言葉の真意が読み取れず、私はつい祥吾さんの方を見た。

「どういう意味？」

「そのままの意味だよ。素直ないい子だ」

　他意はないようで、私は小さく息を吐くとまたアイロンをかけ始める。

「もっと小さい頃から見たかった」

　非難したように聞こえ、私は冷ややかな声で答える。

「自分でそれを放棄したのに」

「お前が俺に言わなかったからだろ？」

「言えなかったんじゃない。連絡を絶ったのは自分じゃない」

　つい声が大きくなり、私は慌てて口をつぐむ。

「連絡を絶たせたのはお前だろ？」

　言われた意味がわからず、私は昔のことをグルグルと思い出す。

　大体私がなにをしたというのだ。いきなり部署を異動させられ、連絡すらくれなくなり、自分は婚約をして。

　私のなにが悪かったというのだろう。

「意味がわからない」

　怒りを押し殺して言った私に、祥吾さんはビールをグイッとあおるとジッと睨みつけた。

「大村専務とは別れたんだろうな」

「ねえ、それずっと言ってるけどどういう意味？」

「そのままの意味だよ。お前の今の相手はあの人なんだろ？」

　そこまで言われ、私はアイロンの電源を切ると立ち上がり、祥吾さんの前へと立ちはだかる。

「ねえ、また叩かれたいの？　私をどこまで侮辱すれば気が済むの？　私はこれまであなた以外の人の愛人になったことはないわよ」

　私はそれだけを言い放つと、リビングから飛び出て、二階で眠る瑠偉を抱き上げる。

　そして、自分の部屋へと運ぶと瑠偉をベッドに寝かせた。

　自分で使った〝愛人〟という言葉に傷ついてしまうなんて。そんな自分を嘲笑ったつもりだったが、それに反して涙がこぼれ落ちた。

「ごめんね。まだまだ瑠偉のためにでも、パパと仲良くなりきれないよ」

　昔一緒に過ごした時間も、もはやなんだったのかわからないし、私の好きになった祥吾さんはもう今はいない。

　優しくて、居心地がよくて、ふたりでただ一緒にいるだけで幸せだったあの時間は夢だったのかもしれない。

　かけ違ったボタンはもう戻らないのだろうか。

　瑠偉を抱きしめながら無言で涙を流しているうちに、そのまま眠りについていた。
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　二階へと上がっていった紗耶香を呆然と見送りつつ、とりあえず落ち着こうとビールに手を伸ばすも空なことに気づき、そのままテーブルへと戻した。

　ぐしゃりと自分の髪を乱しながら、さっきの紗耶香の泣きそうな表情を思い出して胸が痛む。

　どこかで間違えたのか？

　そんな思いが湧き上がるもなにがなんだかわからない。

　俺は少し前を思い出していた。

　久しぶりに仕事で紗耶香を見た日、俺は唖然とした。昔の面影は多少あるものの、幼さはなくなり、凛として美しく洗練された完璧な女性になっていた。

　打ち合わせを終え、ＳＯＷＡ食品のビルの中で知り合いを見つけて紗耶香の話を少し聞けば、遊んでいるだの、大村専務の愛人だの、たくさんの話が聞けた。

　――やっぱり。

　俺の中に浮かんだのはその言葉しかなかった。

　五年前、純粋そうに見せかけ俺を騙した紗耶香のことは、もう忘れたつもりだった。

　しかし、再会して昔の愛しかった気持ちと、憎しみがあふれてきた。

　復讐をするとか、そんなたいそうなものではなかった。でも俺は紗耶香に接触をしなければ気が済まなくなっていた。

　俺みたいな被害者を出してはいけない。そんな正義を建前に、俺は秘書の和泉さんに指示を出していた。

『大村専務と、秘書の立花の情報を集めてくれ』

　和泉さんは少し訝いぶかしげな表情を浮かべたが、すぐに情報を集めてきた。

　郊外に家族と同居。

　その文字に違和感を感じつつも、休日、紗耶香の家に行ってしまった。

　そこで初めて瑠偉を見て、俺の一族特有の瞳の色で確信した。

　俺の息子だ。

　その事実が俺を混乱させる。

　騙していたのに、どうして俺の子供を生んだのか、生まないという選択肢だってあったはずだ。未婚で子供を生むことは容易ではないことは男の俺でも想像ができる。

　初めて見た俺にそっくりな瑠偉。すぐに愛情が湧くのがわかった。素直にかわいい、そう思えた。

　ぐちゃぐちゃな気持ちのまま、俺にも瑠偉の父親としての責任があると建前を作り、紗耶香と結婚することを決めた。

　紗耶香と話をしなければ、そう思うのに、彼女の話をする気のない態度に、俺との生活を嫌がっているのがわかる。

　それに俺も簡単に息子のために気持ちを切り替えて、すべて水に流せるほど、半端な気持ちで紗耶香と一緒にいたわけではなかった。

　そんなこんなで、つい嫌みのように言ってしまう俺。

『あなた以外の人の愛人になったことはない』

　その言葉が突き刺さる。俺は愛人だなんて思ったこともなかったし、それが本当ならば……。

　俺は自分のしたことに恐怖すら感じた。

　俺は……どこでなにを間違ったのか、確かめなければいけないのはわかっているが、どこからなにを……。

　ドクドクと自分の胸の音がうるさい。

　もしかしたら俺はとんでもないことをしでかしたのではないかと思ってしまう。

　寝室に戻れば、さっきまでぐっすり眠っていた瑠偉がいない。

「瑠偉！」

　俺は慌てて廊下に出ると、ハタと足を止める。

　紗耶香が連れていった。普通に考えればすぐにわかることだが、俺は動揺してまともな思考回路が働いていなかったようだ。

　ゆっくりと音を立てないように、紗耶香の寝室へと足を踏み入れる。

　瑠偉の無事を確かめるだけだ。

　そう言い聞かせてベッドのそばに近寄れば、ギュッと瑠偉を抱きしめて眠る紗耶香の横顔が見える。

　メイクをしていなければ、昔のままの紗耶香。泣いていたのだろう、目元には涙がたまっている。

　俺はそれをそっと無意識に拭っていた。




　その夜はあまり眠れず、珍しく目覚まし時計より前に起きた俺はそっと隣を見る。

　もちろん、瑠偉もいないし紗耶香もいない。

　そのとき、リビングから楽しげな声が聞こえてくる。

　今までひとり暮らしで、誰かの気配など感じたことがない俺は不思議な気持ちが広がる。

　静かに様子を見たくてリビングへ行けば、紗耶香と瑠偉が楽しそうに朝食を食べているところだった。

「ママ、これタコ？」

「そうよ。タコさん」

　お皿の上に置かれたウインナーの話をしているようで、瑠偉は一生懸命ウインナーをフォークで刺し、ぱくりと口に入れる。

「あ、パパ」

　俺に気づくと、瑠偉はうれしそうに笑顔を向ける。

　そんな瑠偉に俺も「おはよう」と微笑んだが、その声に紗耶香がびくりとしたのがわかり、胸がギュッとなる。

「紗耶香、おはよう」

　それでもなんとか声をかけると、紗耶香は驚いたように振り返った。

「おはよう」

　瑠偉の手前もあるのだろう、視線が合うことはなかったが挨拶を返してくれる。

「瑠偉は保育園だろ？　瑠偉を送った後に紗耶香も会社へ送っていく」

「え？　大丈夫」

　すぐに断られるも、俺は昨日のことを聞かなければと少し強引に話を進める。

「瑠偉の保育園を見ておきたい」

　紗耶香が断れないのがわかっていてそのセリフを言う俺は卑ひ怯きょうかもしれない。

「わかった。祥吾さんの朝食も用意するから瑠偉と食べて」

　もう食べ終わっていた紗耶香は自分の食器を持ってキッチンへ行くと、料理を始めた。

　俺が瑠偉の横に座ると、うれしそうな顔で瑠偉が俺に話しかける。

「パパがおくってくれるの？」

「ああ、ママと三人で行こうな」

「うん」

　瑠偉だけは俺を好意的に受け入れてくれていることに安あん堵どしつつ、キッチンの紗耶香に視線を向ける。

　昨夜も思ったが、キッチンに立つ紗耶香を見るのは数年ぶりで、昔はよく料理をしてくれたことを思い出す。

　そんなことを考えていると、目の前に湯気の上がったオムレツ、サラダ、焼きたてのパンにコーヒーが並べられた。

「ありがとう」

　お礼を言った俺に、今度は本当に驚いたのだろう。

「どうしたの？　なにか企んでるの？」

　完全に不信感をあらわにした紗耶香に、それも仕方がないと思い直す。

「なにもないよ」

　そうは言っても紗耶香は信じていないようだった。

　早く起きたことで、なんとか瑠偉と紗耶香を送る時間を確保できたことに安堵しつつ、俺は急いで支度をすると、ふたりと一緒に車へと向かった。




　瑠偉の保育園は明るい雰囲気で、先生は俺を見ても表情を変えることなく、笑顔で迎えてくれた。

「瑠偉くん、おはよう」

「みさせんせいおはようございます」

　瑠偉がぺこりと頭を下げるのが微笑ましくて、俺もつい笑顔になる。

「ではお預かりします」

「よろしくお願いします」

　紗耶香がにこやかに挨拶をする横で、慌てて俺も頭を下げた。

「せんせい、きょうはパパがおくってくれたの」

「そっか。よかったね」

　先生と手をつないで俺たちに手を振る瑠偉がそんなことを言っているのが聞こえて、チラリと紗耶香に視線を向けると、彼女は笑顔で瑠偉に手を振っていた。

　そのまま園の外に出ると、紗耶香は急に真顔になる。その表情にズキッと心が痛むのはなぜだろう。昨日の『あなた以外の人の愛人になったことはない』というセリフが真実だと思いたいからだろうか。

　そんなことを思いつつ、昔のように助手席のドアを開ければ、紗耶香が驚いたように目を見開いた後、ぼそりとつぶやく。

「相変わらず女の扱いはうまいのね」

「お前は変わったな」

　彼女に言われた言葉に反論したくなり、つい俺も口を開いていた。

　紗耶香は一瞬ギュッと唇を噛んでから投げやりに言う。

「どうせかわいげがなくなったわよ。そんなものじゃ生きてこられなかった」

　その言葉からは、紗耶香が瑠偉を生み苦労して育ててきたことがうかがえる。

　しかし、どうしてこうなるのだろうか。小さくため息をつくと、紗耶香も同時にため息をついたのがわかる。

　そのまま紗耶香が助手席に座るのを見届けると、ドアを閉めて自分も運転席へと乗り込んだ。

　車内の音楽がやけに大きく聞こえて、ボリュームを落とす。

「昨日言ってたこと」

　どうしても聞かなければと口を開けば、紗耶香がチラリと挑むように俺を見る。

「俺だけだった、ってどういうことだ？」

　できる限り冷静に問いかけたつもりだが、紗耶香にどう聞こえたかはわからない。

「どういうことって？　それ以外にどういう意味があるの？」

　紗耶香もそんな俺に、感情を押し殺した声で答える。

「あのとき、お前はネクストの社長と関係があっただろ」

　静かに事実を述べれば、紗耶香の瞳が、こぼれ落ちるのではないかと思うぐらい見開かれた。

「誰がそんなことを……」

　唖然とした表情の後、目もとに涙がたまるのが見えた。

　その表情と、紗耶香の声で、俺は自分が間違っていたことに気づく。

「ネクストの社長と関係があり、情報を漏らしていると密告があったんだ」

　そこまで俺が言ったところで、

「もういい」

　絞り出したような紗耶香の声が聞こえた。

「もういいってどういう意味だ」

　わけがわからなくて問いかければ、紗耶香は涙を拭い、窓の外に視線を向けた。

「紗耶香、違ったのか？」

　信号が赤になり、詰め寄るように尋ねると、紗耶香は嘲笑ったような表情を俺に向ける。

「もう今さらどうでもいい。だってあなたはそれを信じたんでしょ。それがすべてよ」

　その言葉に俺はぐさりと胸をえぐられるような気がした。

　なにも言えない俺に、紗耶香はもうそれ以上話すことはなかった。




　それから互いに無言のまま、紗耶香の会社へと着いてしまった。

「紗耶香」

　つい呼びかけた俺に、紗耶香は振り返ることもなく、颯爽と車を降りていった。

　どこで間違えた？　五年前、どうしてあんなことになったんだ？

　そんなことを思っても、仕事に行かなければいけない。

　会社に着くと、俺はまず一番にメールを送る。そのとき、和泉さんが社長室に入ってきた。

「社長、おはようございます。今日の予定ですが」

　スケジュールの確認をしていると、さっき送ったメールの返事が来たので、俺は和泉さんを手で制し、すぐにメールを開く。

「本当に申し訳ないが来客の予定が入ったんだ。今日の十三時から一時間ぐらい時間を調整できないかな？」

　和泉さんは少し考えた後、「調整します」と言ってくれた。

「ありがとう」

　ホッとした表情を浮かべた俺を、和泉さんがジッと見つめてくる。

「差し支えなければ、どなたがいらっしゃるかだけ伺っておいても？」

「ああ」

　俺は少し言葉を止めた後、和泉さんに申し訳なくて表情をゆがめた。

「君もよく知っている人物」

　それだけで理解をしたようで、和泉さんは小さくため息をつく。

「あまり遅くならない程度の仕事を依頼してください。私たちの時間が減ります」

　珍しく私情を挟んだその答えに、俺は苦笑する。

　俺が連絡をした相手は、彼女の旦那で俺の高校からの親友の和泉龍りゅう之の介すけだ。

　今は東和グループの本社で監査や機密情報を扱う部署にいる。そんな龍を呼び出したのはほかでもない。少しでもあのときの真相を調べたかったからだ。

　紗耶香を信じられなかった償いはどんなことをしてもするつもりだが、俺たちを陥れたやつを許す気になどならない。

　もちろん、一番悪いのは俺自身だとわかっている。

　しかし、もしかしたら情報を漏洩させ、会社に多大な損害を与えたやつが今ものうのうと働いているかもしれないのだ。

　そんなことはトップとして放置できない。

　そう思うと、俺は今日の仕事を急いで始めた。

　昼食のおにぎりを片手で食べていると、おもむろに社長室のドアが開いた。

　俺をジッと見つめる真っ黒の瞳。端正な少し神経質にも見える龍はやたらブラックスーツが似合っていて、少し苦笑しながら俺は口を開く。

「龍、いきなり悪いな」

　俺が謝罪すると、冷たそうに見えるその表情が少し緩む。

「まあ、よっぽどのことだろう。俺を呼ぶなんて」

　その通りだ。今もこの会社に裏切り者がいるのなら、社内の部署に頼むわけにはいかない。外部の人間で、かつ信用できる人物は龍以外に思いつかなかった。

　それに、あの後紗耶香のことが公にならないように、事後処理を頼んだのも龍だ。

　そこに和泉さんが入ってくると、ふたりは微笑み合う。

「この龍をこんな顔にできるなんて、君はすごいな」

　俺の言葉に、彼女は表情を変えることなく、テーブルにお茶を置く。

「誉め言葉として受け取らせていただきます。一時間しか調整できませんでした。人払いいたしますので」

　できる秘書でありがたい。きっとなにかを察してくれているのだろう。静かに彼女が出ていくのを龍と見送った。

　向かい合って応接セットに座ると、龍はおもむろにパソコンを取り出し、小さく息を吐いた。

「それで？　俺はなにを調べるんだ？」

　滅多に会社に呼び出さない俺にすでになにかを予想していたようで、龍はパソコンに視線を向けたまま問いかける。

「五年前のことだ」

「五年前？　今さら？」

　さすがに予想外だったようで、龍は顔を上げると俺を見た。

「ああ、覚えてるだろ？」

「それは覚えているが……」

　俺がかなりの窮地に追い込まれていたのを知っている龍は思い出すように視線をさまよわせる。

「お前の秘書が情報漏洩していたやつだよな。そしてお前はお人よしにもその女をかばった」

　確かめるように言われ、俺は小さく頷くも、紗耶香のあの悲痛な面持ちが頭に浮かぶ。

「今さらそれをどうするつもりだ」

「あのときの犯人は秘書じゃなかった」

　静かに言った俺に、すでに当時の資料を呼び出していたのだろう。龍はパソコンを真剣な表情で見つめていた。

「いや、でも確かに秘書のパソコンから消されていた送信履歴が確認されているし証拠は揃ってるぞ」

「ああ」

　そうなのだ。あのとき秘密裡に進められていた内部調査で、確かにすべての証拠が紗耶香が犯人だと導き出していたし、むしろ俺も共犯として疑われたほどだ。

「新商品の情報をあのとき知っていたのは、まだお前と秘書、そして一部の商品開発の人間だけだろ？」

「ああ。だからお前を呼んだんだよ」

　その言葉に龍はじっと俺の瞳を覗き込んでくる。

「どうして、今さら。それになんで秘書が犯人じゃないって言い切れるんだ？」

　龍の問いかけはあたり前で、俺も紗耶香に再会するまで、彼女が犯人だと信じて疑わなかった。

　しかし、中絶することもできたのに、あんなにまっすぐな瑠偉を育ててくれた彼女。

　そして思い返せば、俺といるときも紗耶香はいつもまっすぐだった。

　そんな彼女を信じられなかったのは、俺がただ裏切られたとショックを受けたからだった。

「彼女とまた会ったんだ」

「はあ？」

　今度ははっきりと龍は驚いた表情を浮かべた。

「お前、また騙されて」

「違う、俺はあのとき紗耶香を信じられなかった。それがすべての間違いだったんだ」

　ギュッと手を握りしめた俺は、よほど悲痛な表情をしていたのだろう。それを見た龍はあきらめたようにため息をついた。

「お前、あのとき彼女にはまってたもんな。あんなふうに気持ちを表しているお前を見ているのは新鮮だったよ。だからこそお前ともあろうものが騙された、そう思っていたが……」

　そこで龍は一度言葉を止めて、大きく息を吐いた。

「わかった。もう一度初めから洗い直してみるよ」

　詳しくは説明していないのに、納得してくれた龍に頭を下げる。

「やめろよ。それにしてもどこで再会したんだ？」

　龍はすでに情報収集を始めているようで、キーボードを操作しながら俺に問いかける。

「取引先にいた。そして俺の子供も」

「はあ、子供？」

「ああ、俺と同じ色の瞳の三歳の男の子だ」

　龍はなにも言えないようで、しばらく呆然としていた。

「そうか、それは真相を追求しないとな」

　そう言うと、一気に真面目な表情を見せた。

「あの頃、お前を恨んでいた可能性のある人物といえば？」

　その問いに俺は頭を巡めぐらすも、可能性はたくさんある気がした。

　当時、業績を上げるにつれ昇進の話も出ていた俺に、いい感情を持っていなかった役員は多い。今も副社長である斎さい藤とう相そう馬ま氏、そしてもうこの会社にはいない当時社長だった金かね子こ貞さだ臣おみ氏、しかし、どれも絶対的な理由にはならない。

「社長だった金子さんの今は？」

　龍はパソコンで調べてから口を開く。

「三年前に退社して、今はほかのベンチャー企業に勤めているな。お前が社長に就任したと同時に辞めたよな」

「ああ。俺が株主総会で社長になったとき、とても悔しそうだったのを覚えているが……。だからといって情報を売っていたならライバル会社にでも行きそうだし、あの損失は社長としては痛手だろう。それを立て直した俺が社長に就任する決定打になったのだし」

　俺の推察に龍も小さく頷く。

「確かになんのメリットも彼にはなかったな。だからこそ、お前の秘書が疑われた」

　その言葉に俺も考え込む。

　そうだ、どうして紗耶香をあれほど疑うことになったのか。

「密告だ」

　ハッとした俺に、龍は俺の顔を見た。

「密告？」

「ああ、その調書にはないかもしれないが、俺があっさり信じた理由。怪メールが役員宛てに来たんだよ。紗耶香がネクストの社長とつながっているって」

　そうだ。確か俺以外にも紗耶香はネクストの社長とつながっていて、愛人関係にあるという匿名のメールが来た。

　そのことを思い出していると、不意に社長室のドアがノックされる。腕時計を見るとちょうど一時間が過ぎていた。

「五年前だからその人物を特定できるとはわからないが、あの後怪しい動きをした人間や、得をした人間を洗い出してみる」

　それだけを言うと、龍はパソコンをしまって立ち上がった。

「頼む」

　よほど神妙な面持ちをしたのだろう。龍は足を止めると俺をマジマジと眺めた。

「お前の感情を引き出せるのは、昔も今も彼女なんだな」

　クスリと珍しく笑みを浮かべると、龍は部屋を出ていった。

　感情を出せる相手か……。

　小さい頃から将来を決められていた俺は、大学入学までは優等生だったと思う。

　しかし次第に、自分のステイタスにしか人が寄ってこないことに飽き飽きするようになっていった。

　海外の血が混じっていることもあり色素が薄い俺は、昔から軽く見られることが多かった。だからそれを利用して軽薄さを装い、感情を見せないことで自分を保つことを覚えた。

　軽くてバカな二代目を演じていれば、周りは油断するし、それに伴い打算的に近づく人間も増えた。そこから有益な相手だけを見極め、俺は業績を上げてきた。

　しかし、紗耶香と出会ったあのときだけは、自分を見失った。それぐらい彼女を大切にしていた。

　半ば無理やり関係を迫ったこともあり、紗耶香の気持ちを俺に向かせるために、あの手この手と口説いている最中にあの事件だ。

　俺が冷静さを欠いたのは、後にも先にもあの一回だけだと思う。それが、こんなにも俺たちの人生を狂わせたなんて。

「社長、ＳＯＷＡから見積もりが届いています」

　和泉さんの声に我に返り、俺もそのメールを開く。

　完璧なビジネス用語でわかりやすく書かれた、紗耶香からのメール。その資料はどれも完璧で、とても的確にポイントが押さえられていた。

「立花さんはとても優秀な方ですね」

「ああ」

　素直に頷いた俺に、和泉さんは少し驚いた表情をしたが、それに気づかないふりをして俺は仕事に取りかかった。




　なんとかその日の予定をこなし、これから資料を読み込もうと思ったところでハタと我に返る。

　紗耶香はきちんと俺たちの家に帰ってきてくれるだろうか？

　急に不安になり、俺はスマホを取り出した。

　返事がないことを覚悟しつつ、紗耶香にメッセージを送る。

【今日は早く終わりそうだから、瑠偉は俺が実家に迎えに行ってくる】

　ノーを言わせない文面を送ると、秘書課へと向かう。

「後の処理は家でやるから、和泉さんも帰って」

　そう言うと、彼女は少し考えてからニコリと笑った。

「ありがとうございます。そうさせていただきます」

「ああ、龍によろしく」

　それだけを言うと、俺は会社を後にした。

　会社の駐車場へと向かい、車に乗り込むとチラリと視線をスマホに向ける。紗耶香から返事は届いていないようだった。

　きっとまだ仕事をしているか、終わっていても電車に乗っているはずだ。

　紗耶香の実家に着くのは俺の方が早いだろう。

　瑠偉を盾にするようで申し訳ないが、今の俺にはそれぐらいしかできない。




　紗耶香の実家の駐車場に車を停めて、インターフォンを押すと、お母さんの驚いた声が聞こえた。

「あら、祥吾くん。入って」

　すぐに扉が開き、笑顔で俺を家へと招き入れる。

「紗耶香から少し遅くなるって連絡があったけど、祥吾くんが来てくれたのね。知らなくて、今ちょうどお父さんと瑠偉お風呂に入っちゃったのよ」

　そう言いながら、お母さんは俺をリビングへと案内する。

「申し訳ありません」

　連絡をしてから来るべきだったことに、俺は頭を下げる。

「いやだ、いいのよ。こっちこそ待たせちゃってごめんなさいね」

　いつも笑顔のお母さんは、俺の母親とはまったく違う。普通の家庭というのはこういうものなのかと、俺は少し驚いた表情をしていたのかもしれない。

「お茶でいい？」

　お母さんが優しく俺に声をかけてくれる。

「あっ、はい」

　リビングにはたくさんの写真が飾られていて、俺は吸い込まれるようにそこへと足を向ける。

　小さい頃の紗耶香と弟や、瑠偉の写真もたくさんあった。どの写真もみな笑顔で、ご両親が俺の代わりにたくさんの愛情を注いでくれていたことがわかる。

「写真がいっぱいでしょ？　お父さんの趣味なの」

　ジッと見ていた俺のもとに、テーブルにお茶を置いたお母さんがやってきた。

「どれも笑顔で素晴らしいです」

　素直に答えると、お母さんは俺の顔を見た。

「やっぱり祥吾くんのお家ぐらいになると、いろいろ大変だった？」

「そうですね」

　同意して、少し言葉を探していると、お母さんは俺の考えがまとまるのを待ってくれているようだった。

「やっぱり、生まれたときから厳しかったので、こういった愛情深い家庭に憧れたこともありました。本当に瑠偉にたくさんの愛情をありがとうございます」

　お母さんの目を見てお礼を伝えれば、紗耶香によく似た笑顔を向けてくれる。

「いいのよ。かわいい孫と過ごせて得しちゃった」

　クスクスと笑いながら、お母さんは棚の中からアルバムを出してくれた。

「これは瑠偉と同じぐらいのときの紗耶香ね」

　かわいらしいワンピースを着て笑う紗耶香がそこにはいた。瑠衣の面影があるかもしれない。

「そして、こっちが生まれたときの瑠偉。とっても大きかったのよ」

　そこにはまだ生まれたばかりの瑠偉が写っていて、元気よく泣いている写真もあった。少しずつ大きくなっていく姿がたくさん収められていた。

「俺も大きかったと聞きました」

　この姿を見られなかったことが残念な気持ちと、瑠偉への愛しさを感じて、涙腺が緩みそうになるのを耐えつつ口を開いた。

　そんな俺の言葉にお母さんは納得したような表情を浮かべた。

「それで瑠偉も。遺伝ね」

　そんな生まれたばかりの瑠偉の写真を見ていて、俺はひとつ気づいた。そのどれにも紗耶香が写っていないのだ。

「紗耶香がいませんね」

　つい思ったことが声に出ると、お母さんが初めて少し表情を曇らせた。

「そうね。産後はいろいろ大変だったから」

「え？」

　そう言ってから、お母さんは慌てたように口を閉じた。

「いやだ、紗耶香に聞いてないのね。じゃあ聞かなかったことにして。祥吾くんに気を遣わせたくなかったのね」

　お母さんの勘違いをいいことに、俺は会話がないから聞いていないなどとはもちろん言わなかった。

　しかし俺は気になって仕方がない。紗耶香がこの写真に写っていない理由。

「教えてください」

　真剣な面持ちでお母さんに尋ねれば、困った表情を浮かべた。

「でも……」

「お願いします」

　躊躇するお母さんに俺は頭を下げ続ける。

　俺は知らなければいけないのだ。自分の罪がどれだけのものか。でなければ紗耶香に償つぐなうことができない。

　少し表情を曇らせた後、お母さんはアルバムをめくる。

　見せてくれたのは、酸素マスクにたくさんの機械や点滴がつけられた紗耶香の横に、泣いている瑠偉が寝かされている写真だった。

「しばらく意識はなかったけど、瑠偉に会いたいかなって思って唯一撮った写真」

　その写真の紗耶香は意識がなく、いかに深刻な状態かを物語っていた。

「なかなか生まれなくて丸二日が経って、お腹の中で瑠偉の首にへその緒が巻きついていたこともあって、心拍が下がってきちゃってね。緊急で帝王切開になったの」

　そこまで言われ、俺は自分の息子が生まれるときにそんなに危険な状態だったことすら知らなかったことに、胸が押しつぶされる。

「そこまではよかったんだけど、出血がかなり多かったうえに、子宮の伸縮が悪くて手術が難航してね。一気にショック状態になって、いっとき危なかったの」

　まさか瑠偉を生むことで生命の危機に陥っていたとは思いもよらず、俺は目を見開いた。

　確かに出産は命がけと聞くが、どこか他人事で、まさかそれが紗耶香の身に起きていたなんて。ただでさえ男なんてなにもできないのに、その場にいることすらしなかった俺はどれだけ最低なのだろう。

「緊急で搬送され、一カ月ぐらいかな。総合病院に入院してたの。とても瑠偉のお世話ができる状態じゃなくてね。だから生まれた直後の写真には紗耶香がいないのよ」

　お母さんは思い出すように言うと、小さく息を吐いた。

　その話に俺は呆然とするしかなかった。

　俺はいったいなにをしていたのだ。再会してからだって、どれだけ紗耶香を傷つけることを言って苦しめたのだろう。

　こんなに大変な思いをして生んだ瑠偉の親権を取り上げるなんて。

「祥吾くん？」

「俺はなんてことを……」

　つぶやいた俺に、お母さんは悩んだ表情を見せた後、言葉を選ぶように口を開いた。

「紗耶香にも、祥吾くんにもいろいろあったと思うの。でも、みんな今を元気に生きているでしょう。それならいくらでもやり直しはきくはずよ」

　お母さんの慰めも俺の耳には届いていなかった。最低な俺は一生かけても許されないのではないか、そんなことを思っていると玄関から声が聞こえる。

「ただいま。瑠偉」

　紗耶香の声に俺はハッと顔を上げた。今の俺はどんな顔をしているのだろう。

「お母さん？」

　声をかけながらリビングに入ってきた紗耶香は、お母さんと話をしている俺を驚いた表情で見つめた。










戸惑う心




　今朝、車の中で祥吾さんに言われた言葉が頭から離れない。

『ネクストの社長と関係があっただろ』

　どうしてそんなことを……。誰かが祥吾さんにそう言ったのだろうか？

　火のないところに煙は立たぬと言うが、ネクストの社長とは面識すらないのにどうして？

　今日が忙しくて助かったと思った。一心不乱に仕事に没頭していたおかげで、泣いたり取り乱したりしなかったことに安堵する。

「立花、お前まだいたのか？」

　ひと通り仕事が終わり、祥吾さんとの朝の会話に頭が占拠されていた私は、会議から戻った専務の声に腕時計を見た。

「本当だ、こんな時間」

「なにかあったのか？」

　鋭い専務に、私はもはや隠すこともないと、ポーカーフェイスをやめ小さくため息をついた。

「もうよくわからなくて」

「というと？」

　資料を手にしたまま専務は私を見ると、続きを促すように問いかける。

「五年前、東和インターナショナルの業績が悪化した話をしましたよね」

「ああ」

　思い出すように言うと、専務は「それがどうした？」とつなげる。

「どうやら、あのときの情報漏洩犯は私となっていたようなんです」

　ようやくあのときいきなり飛ばされ、祥吾さんの担当をはずされた理由がはっきりわかった。

「そして、さらにはその相手と私が愛人関係だったって」

「はあ？　なんだそれ。それはどうしてわかったんだ？」

「東和社長に聞かれたんです。あのとき愛人だったんだろうって」

　私が静かに答えれば、専務は唖然とした後、真剣な表情を私に向ける。

「立花は訴えられたのか？」

「え？　いえ、資料室へ異動になり、妊娠がわかっていたのでそのまま退社しました」

　専務の発言に私もハッとする。

　確かに私はあのとき情報漏洩疑惑について追及すらされていない。なにか聞かれれば反論できたのに。

　そう思っていると、専務が意外な言葉を発した。

「あれぐらい大きな会社ならばきっと、確かな証拠を集めていただろうし、立花が犯人だという証拠が出たのなら、損害額を考えても確実に訴えられていただろうな」

「え？」

　反論することばかり考えていたが、確かに証拠をそろえられれば私の方が立場が弱かったかもしれない。

「別に東和社長の肩を持つわけじゃないぞ」

　専務はそう前置きした後、私に視線を向けた。

「俺がもし相手が鏡花で同じ状況になったら、たぶん許せないけど、犯罪者にもしたくない。そんな複雑な気持ちだな」

　その言葉に私は唖然とする。

　まさか、あのときの祥吾さんがそんなことを考えていたのだろうか？

　いや、私のことなんて遊びだったはずで……。

　いろいろなことが頭を駆け巡っていると、専務は優しい笑みを浮かべた。

「なにはともあれ、瑠偉くんのためにも、きちんと話をするべきなんじゃないか？　俺はもちろん立花が漏洩などする人間じゃないのはわかっている」

　そう言われて、私は少しだけ反論したくなる。

「専務ですら信じてくれるのに、あれだけずっと私と一緒にいた彼は私を信じてくれなかった」

　ただ言葉がこぼれ落ちるように言った私に、専務はポンと私の肩を叩く。

「一緒にいすぎたからじゃないか」

「え？」

　ぼそりとしたつぶやきがよく聞こえなくて聞き返したが、専務は私に真面目な表情を向けた。

「とりあえず五年前のことについてきちんと話をするべきだな。早く帰れよ」

　すぐにいつも通りの表情になった専務は、そのまま自分のデスクへと戻っていってしまった。

　どういう意味？

　専務の真意がわからないまま、瑠偉をあまり待たせたくなくて、急いで帰り支度を始めた。




　考え事をしていたせいか、気づけばもう家に着いていた。

　とりあえず今は母親に戻らなければ。

　そう思いながらキュッと気を引きしめ、家へと視線を向ければ、駐車場に見慣れた車が止まっている。

　まさか？

　慌てて家の中へと入れば、いつもなら走って出迎えてくれる瑠偉も、おかえりと声をかけてくれる母もいない。

　そのことで私の疑問が確信へと変わる。

　どうして祥吾さんが来てるの？

　リビングの扉を開ければ、お母さんと立ったまま話をしている祥吾さんの姿があった。

　勝手に来ていたことに怒りを覚えるも、祥吾さんの表情がなぜか泣きそうに見えて、私の怒りはしぼんでしまう。

「あら、おかえり」

　いつもの明るいお母さんにも毒気が抜けてしまい、私は小さく「ただいま」と答えた。

　その瞬間、祥吾さんとも視線が交わる。

　再会してから初めてかもしれない。まったく怒りのない、昔一緒にいたときの優しい瞳がそこにあり、私は完全に困惑してしまう。

「紗耶香、おかえり」

　やわらかなその声に、私はただなにも言えず祥吾さんを見つめてしまった。

　そんな空間を壊すように、廊下からバタバタとした足音と、「キャー」と楽しそうな瑠偉の声が聞こえる。

「あっ、ママ、パパもいる」

「こら、瑠偉きちんと服を着なさい！」

　うしろからパジャマを持って走ってくるお父さんに、私も慌てて笑顔を作る。

「こーら。瑠偉。きちんと着なきゃダメでしょ」

　両手を広げて、走り回る瑠偉を追いかけていると、瑠偉は祥吾さんのうしろへと隠れようとする。それを祥吾さんはあっさりと抱き上げると、瑠偉に声をかける。

「ほら、瑠偉。きちんと着ような」

「はーい」

　祥吾さんの腕の中で、キャッキャッとしながら返事をした後、瑠偉は一生懸命パジャマを着ようとがんばっていた。

「紗耶香、あるものでよければご飯食べていけば」

　お母さんの声に、私がつい祥吾さんを見れば、彼は頷いてくれる。

　その表情が今までと違い、なにかを思い悩んでいるように見えるのは私の気のせいだろうか。

　そんなことを思っていると、いつの間にか祥吾さんは瑠偉の着替えの手伝いをしていた。

「紗耶香、少し手伝って」

「ああ、うん」

　キッチンから聞こえた母の声に、私はふたりから視線をはずすとキッチンへと向かった。

　あるものでと言った母だったが、みんなで食事をすることがうれしいようで、瑠偉の大好きな唐揚げをご機嫌で揚げている。

　私はすでに用意されていた、魚の煮つけやサラダをダイニングテーブルへと運びながら、リビングに視線を向ければ、瑠偉と父と祥吾さんは楽しそうに積み木をしていた。

　そのままなし崩しで夕飯を家族で食べることになってしまったが、どうして祥吾さんがここにいるのかわからず、いまだ状況がのみ込めない。

「今日は早かったの？」

　あまりにも祥吾さんと会話がなければ、両親にも疑われる。そんな言い訳をしつつ彼に声をかければ、バツが悪そうに表情をゆがめた。

「まあ、そんなところ。メッセージ見なかった？」

　その言葉に、朝のことで頭がいっぱいでスマホすら見ていなかったことに気づく。

「ごめんなさい、気づいてなかった」

　謝りつつスマホを見ようとすると、それを祥吾さんが制する。

「見なくていいよ。早く終わるから瑠偉を迎えに行くって送っただけだから」

「そうなの？」

　なにか含みを持った言い方に問いかければ、祥吾さんはふたりで話している両親を見つつ、小声で耳打ちする。

「帰ってきてくれるか不安で先回りした。ごめん」

　素直に謝られ、私は本当に調子が狂ってしまう。

　いったいどうしたのだろう。

　頭の中ははてなマークだが、お腹がいっぱいになった瑠偉が椅子の上でうとうとしだす。

「瑠偉、眠いね。歯磨きしちゃおうね」

　私は慌てて瑠偉を椅子から下ろすと、歯を磨きに洗面所へと向かった。

　歯磨きを終えると、瑠偉はコロンとソファーの上に寝てしまい、私たちは笑顔でそれを見ていた。

「かわいいな」

　つぶやくように言った祥吾さんをそっと盗み見ていると、不意に祥吾さんが私の方へと向き合う。見ていたことがバレてしまったかとドキッとするも、彼は表情を変えることなく口を開く。

「そろそろお暇いとましようか」

「ああ、うん」

　食事の片付けもいつの間にか母が終えていて、祥吾さんは両親にお礼を伝えつつ立ち上がった。

「祥吾くんいつでも来なさい。あなたはもう私の息子なんだから」

　そんなことを言われても祥吾さんは困るのではないか。不安な気持ちで彼を見れば、とてもうれしそうな表情をしていた。私のいない時間になにがあったというのだろう。

「ありがとうございます。とても楽しかったです」

　それは心からの言葉に聞こえた。

「じゃあ紗耶香、またね」

　ヒラヒラと手を振るお母さんに、私も慌てて「ありがとう」と伝えた。

　玄関を出て、私たちは三人で車へと向かう。

　祥吾さんが瑠偉を抱いて、後部座席のチャイルドシートにそっと乗せたのを見て、その横に座ろうとした私だったがうしろから手を引かれる。

「え？」

「助手席に乗って」

　瑠偉を見ればすやすやと眠っているし、隣にいなくても問題はなさそうだ。

　今までなら祥吾さんと距離が近づくのが嫌で、断固として拒否をしていただろう。でも、今の彼は昔のような雰囲気を醸し出していて、断れなくなり渋々助手席へと乗り込む。

　祥吾さんはそんな私にホッとした表情を浮かべた。

　調子が狂う。なにか話があるのだろうか。

　そう思って待ってみるも、運転を始めても彼はなにも言わない。

「なにか話があるんじゃないの？」

　どう考えても急に朝の態度と違いすぎて、私は問いかけた。

「ああ、いろいろ話したいことばかりなんだけど、どこから話せばいいのかわからない」

　いつも自信にあふれていて、悩むところなど見たことのない祥吾さんのそんな姿に、私は驚いた顔をしていたのだろう。

「そんな顔するなよ。俺だって悩むことぐらいある」

「私のことでも？」

　つい聞いてしまうと、祥吾さんから意外な返事が返ってくる。

「昔も今も、俺を悩ませるのは紗耶香だけだ」

「え？」

　どういう意味だろう？

　問いかけたところで家へと着いてしまった。

　瑠偉を寝室へ寝かせると、とくに言葉もなくふたりでリビングのソファーに少し離れて座った。

「お茶でも淹れる？　それともお酒……」

「いい」

　立ち上がった手を取られ、私は驚いて振り返った。そこには真剣な瞳があり、私はドキッとしてしまう。昔、この瞳で見つめられた記憶が甘く蘇る。

　しかし、その後の壮絶な記憶も一緒に。

　この手を振り払わなければ。そう思うのに、それができない自分が嫌になる。

　しかし、それぐらい祥吾さんの瞳は不安に揺れているように見えた。

「どうしたの？　急に」

　あきらめて祥吾さんの横に座れば、ため息とともに彼が口を開いた。

「紗耶香、本当にごめん。謝って許されないことをしたのはわかってる」

　いきなりの謝罪に、私が情報漏洩の犯人だと思っていたことだと悟る。

「だから、もういいって言ったでしょ。あのとき信じてくれなかったことがすべてだって」

　静かに答えた私に、祥吾さんはキュッと唇を噛んだ後、いきなり私を抱きしめた。

「ちょっと！　やめて！　結婚したからってそんな関係じゃないでしょ」

　驚いて声をあげた私に、ハッとしたように祥吾さんが私を放す。

「だよな」

　傷ついたような表情を見て、私もなぜか心が痛むが、あの頃のように愛のない行為をするぐらいなら、よき瑠偉の両親でいたい。それが自分を守る術だと思う。

「言い訳にもならないが、あの頃は紗耶香が大切すぎて、裏切られたショックで周りが見えていなかった」

「え？」

　その意外なセリフに私はつい声が漏れていた。

「初めてこんなに人を好きになった。そう思ってた」

「嘘でしょ？　そんなこと言ったことなかったじゃない」

　唖然として言えば、祥吾さんは自嘲気味な笑みを浮かべた。

「だって、紗耶香が先に遊びでいいって言っただろ？　だから、俺のことを好きになってくれたら伝えようって。じゃないと紗耶香はほかに行ってしまうかもって」

　なんてことだろう。あの頃祥吾さんがそんなことを思っていたなんて、考えたこともなかった。自分の気持ちをひた隠しにすることで、彼と一緒にいる時間を長くできると思い込み、あんなにこじれていたのか。

　しかし、それがわかったところで今さらだ。

「そう、すれ違っていたんだね」

　静かに答えれば、祥吾さんはジッと私を見た。

「だけど、紗耶香がネクストの社長の愛人だと聞いて、紗耶香のパソコンからデータの送信履歴も出て」

　そこまで聞いて、私はつい口を挟んでいた。

「どういうこと？　なにそれ」

　慌てた私に祥吾さんは、髪をかき上げるとうつむいた。

「今、再度調べさせてるが、誰かから怪メールが来たんだよ。それもあって、紗耶香のパソコンを調べなければいけなかった。その間、俺から連絡もできなかった。それに、俺以外にも男がいたって知って、困惑して嫉妬したんだ。だから冷静に物事を考えられなくて、信じることができなかった」

　一気に言葉にすると、祥吾さんは大きく息を吐いた。

「本当に申し訳なかった。気づいたときには紗耶香は退社をした後で、訴訟を起こすと言った連中を黙らせることしかできなかった」

　ああ、やはり訴えることは祥吾さんが止めてくれていたのか。

　今の話では祥吾さん自身複雑な気持ちだったのだろうが、それでも私を守る選択をしてくれたことは素直にうれしかった。

　専務に言われたことが事実だったとわかり、少しだけ救われた気がする。

　大変なことも多かったが、祥吾さんだって本当は瑠偉の成長を見たかったはずだ。

「理由はわかりました」

　静かに言えば、祥吾さんは叱られた犬のような悲しげな目で見つめた。

「さっきお母さんに出産の様子を聞いた」

　ああ、その話まで聞いてしまったのか。先ほどの瞳の揺れは罪悪感だと悟る。

「別に祥吾さんのせいじゃないでしょ」

「いや、でも俺はそんな大変なときに紗耶香のそばにいられなかった」

「いてほしいなんて言ってない」

　つい、かわいくない言葉が出てしまい、私は内心しまったと思う。

　祥吾さんの瞳が悲しそうに揺れたのがわかり後悔するも、今さら取り消せない。

「だよな、俺のしたことは許されないよな」

　どう言えばいいのかわからず、とりあえず正直な思いを伝える。

「別に出産のときのことで罪悪感を持ってもらわなくてもいいよ。私が自分で選んだことだし同情なんてされたくない」

「同情なんかじゃない！」

「え？」

　いきなり感情をぶつけられ、私は戸惑ってしまう。

「親権を盾に結婚を迫って本当にごめん。初めは確かに裏切った女だと思っていたから、仕返しをしたくて、憎しみを晴らしたくて。それでも、やっぱり紗耶香に会いたくて。一緒にいたくて。そんなぐちゃぐちゃな思いをぶつけた」

　確かに、キスをされたり脅されたりさんざんだった。それがそんな思いからだったなど誰が知るのだろう。

　私のことをそんなに思っていてくれたのに、婚約者と結婚をしようとしたの？

　そんな思いから私は、つぶやくように問いかけていた。

「あのあと……」

　裏切られたと思ったから恨みを晴らしたくて、政略結婚も決めたの？　それならばその人のことは愛してはいなかったの？

　ずっと引っかかっていた、婚約者とのことを尋ねようとした私だったが、その答えがどのようなものだったとしても、こんな混乱したままの自分では、素直に信じることなどできず、複雑な思いが広がる気がした。

「紗耶香、どうした？」

　話すのをやめた私に、祥吾さんが不安げな瞳でこちらを見つめる。

「紗耶香を信じられなかった俺の責任だ」

　言葉を続けた祥吾さんに、私はなにも言えず視線をさまよわせた。

「すべてを知って、紗耶香を自由にすることが俺のできることじゃないのか。ずっとさっきから考えていた」

　その言葉にドキッとする。

　今、私は確かに祥吾さんに対する自分の気持ちがわからない。

　一緒にいたあの頃は好きで好きで仕方がなかった。だけど理由があったにしろ裏切られ捨てられ、離れていた時間は長い。

　だからといって、このまま瑠偉の父親をまた奪うことが許されるのだろうか。

　私がグルグルと考えていると、急に目の前で雰囲気が変わった祥吾さんがいた。今まで私に謝罪をしていたときとは別人のような、私に拒否をさせないという強い意志を持った視線を向ける。

「でも、やっぱり無理だ。もう一度俺は全力で紗耶香を奪いたい」

　――ああ、私はこの瞳に恋をしたんだ。

　ぼんやりとそう思った。

　あの頃も、このなにかを奪うような、熱を孕んだ目が好きだった。

　瑠偉をではなく、私を奪うという言葉が心に突き刺さる。

　もう一度、もう一度、やり直せる？

「今はあなたのことをどう思っているかわからない。それでもいいの？」

　静かに正直に問いかければ、祥吾さんは目をパッと輝かせた。

「それで十分だ。俺にチャンスをくれるだけでいい。今からの俺だけを見て」

　いつの間にか抱きしめられていたが、今度はその腕を拒めなかった。

　急な展開と、久しぶりに力いっぱい抱きしめられて、私の身体は力が入っていたのだろう。私が素直に身体を委ねられないことに祥吾さんも気づき、そっと私から距離を取り瞳を見つめる。

「少しずつでいい。俺のことを見て」

　北海道出張のときのように私を見つめる祥吾さん。あの頃は誰にでもこんなことをしている人だと思っていた。

「でも、祥吾さん、昔はたくさん女の人がいたじゃない」

　つい不満のように言葉が漏れた私に、彼は諭すように語りかける。

「よく思い出して。初めの頃は確かにデートやプレゼントの手配を頼んでいたけど、北海道の後からは頼んでないだろ？」

　言われてみればそうだったかもしれない。関係を持ったことでいっぱいいっぱいだった私は、そのことにまったく気づいていなかった。

「初めてだったんだよ。誰かを抱いて、あんな幸せな気持ちになったの」

　あの夜を思い出すようなセリフに私の顔は一気に熱を帯びる。

「だから、どうしても紗耶香を手に入れたかった。それは今も変わってない。再会して、憎みたいのに愛しくて。あの頃は言葉にしなくてすれ違ったから、もう遠慮はしない。紗耶香、好きだよ」

　開き直ったような祥吾さんに、私はなにも言えなくなる。本来、祥吾さんは太刀打ちできるような相手ではないのだ。

　今の爆発的な愛の告白に私の心臓はバクバクとうるさい。

　しかし、まだ信じるのは怖い。

　動揺していることを知られたくなくて、私は立ち上がってキッチンへと向かう。

「紗耶香？」

「ずっと話してたらのどが渇いたの。なにか飲む？」

　可能な限り気持ちを押し殺して言えば、祥吾さんから「水でいい」と聞こえた。

　冷蔵庫を開け、確認するふりをしながらなんとか気持ちが落ち着くのを待つ。

　これから、私はどこまで祥吾さんの猛攻に耐えられるか。すぐに陥落してしまうような気がしてため息が漏れた。

　ふたり分のミネラルウォーターをグラスに注ぎ、テーブルに置くと祥吾さんの隣に座る。

　すぐさま距離を詰められて、私はまたもやドキッとしてしまい、慌てて口を開く。

「それにしても誰が犯人なんだろう」

「ああ、今、龍に調べさせてる」

「龍？　ああ、本社の？」

　私は昔を思い出しながら頭を巡らせる。

　祥吾さんとは正反対の冷静沈着という言葉がぴったりな人だったと記憶している。

「紗耶香自身なにか心あたりは？」

　そう言われ、私はあの頃の記憶を辿る。

「とくに誰かを怪しいと思ったことはないけど……」

「そうか」

　私の答えに、祥吾さんはなにかを考えているようだった。

「怪しいのは、当時の社長、もしくは副社長かと思っているんだが」

「ああ、でもそういえばあの頃やたらと副社長に話しかけられた気がする」

「そうなのか？」

　いつもはあまり祥吾さんの仕事に興味がなさそうだったが、あの頃だけは進捗状況について細かく聞かれていた。

「今はどのあたりまで進捗しているのかとか」

「やっぱり副社長が怪しいのかもしれないな。怪メールも副社長なら十分送れるだろうし」

　キュッと悔しそうに手を握りしめる祥吾さんを見て、私も怒りがこみ上げる。

　私たちをめちゃくちゃにした人がまだ祥吾さんの周りにいるなんて。

「あの頃、俺にはたくさん敵がいたからな。そのせいで紗耶香があんな目に……。本当にごめん」

　またもや謝罪をする祥吾さんに、私は苦笑する。

「もういい。そのことは許すから。信じてくれなかったって思ったけど、私も信じられなくてなにも伝えていなかったから。同罪よね」

　どんなことをしても、せめて瑠偉のことだけでも伝えることはできたが、しなかったのは自分だ。

　信じてくれなかった、そう思っていたが、私もあの頃は祥吾さんを信じていなかった。

「これからは信じてもらえるようにする」

　まっすぐに言われた後、そっと一瞬唇が触れただけなのにはっきりと感触が残る。

「祥吾さん！」

　慌てて声を発すれば、クスリと笑った彼の瞳とぶつかる。

「遠慮はしないって言っただろ？　嫌なときは本気で拒否して」

　最後は少し真面目な表情で言うのがずるい。

　優しく唇に触れただけなのに、今までのどのキスよりも甘くて、顔が熱くなるのを止められなかった。

「遅くなったな。紗耶香先にお風呂入って」

　やわらかく頬にキスを落とされながら言われ、私はドキッとする。

「え？」

　つい反射的に答えた声が裏返り、私の動揺を察した祥吾さんはクスリと笑った。

「紗耶香が許可をくれるまで、絶対に抱かないから安心して。でも、瑠偉も喜ぶし、一緒のベッドでは寝てほしい」

　恥ずかしくなってうつむいた私だったが、拒否する言葉が思い浮かばず黙り込む。

「ずるいこと言おうかな。瑠偉と寝たい」

　私が瑠偉を出されたら断れないのをわかっている。

「本当にずるい」

　軽く睨みつければ、祥吾さんの唇が綺麗な弧を描く。

「俺、まだ仕事が残ってるから先に入って。瑠偉がもし起きても俺が見るからゆっくり入っておいで」

　そう言われれば、もはや私には拒否する権利はない。

「ありがとう」

　浴室へ行こうとリビングを出るときに、振り返れば祥吾さんはもうパソコンを開いて真面目な表情をしていた。

　軽薄そうなのは見かけだけの祥吾さん。

　自分の気持ちを持てあましながら、私は久しぶりにゆったりと湯船に身体を沈めた。




　お風呂から上がり、メイクを落とした顔を鏡に映して急に恥ずかしくなる。

　この姿で一緒に寝る？

　瑠偉を生んだ後、職場でも武装するかのようにメイクも服装もばっちりと決めていた。この無防備な姿がやけに不安になる。

　このまま一緒のベッドに入っても眠れる気がしなくて小さくため息が漏れるも、結婚したのだから、今さら悩んでも仕方がないと覚悟を決める。

　静かに洗面所を出ると、リビングの扉を少しだけ開けて、こっそりと中の様子をうかがえば、さっきと変わらない祥吾さんの姿がありそっと声をかける。

「お先にありがとう。祥吾さんも入ってね」

　その言葉に祥吾さんが私の方へと視線を向ける。

「なんでそんなところにいるんだ？」

　ドアから顔だけ出している私に、祥吾さんは不思議そうな表情を浮かべる。

「なんでって……」

　この無防備な格好を見せたくないなどと言えず、口ごもると祥吾さんが立ち上がるのがわかる。

「あっ、えっと。おやすみなさい」

　言い逃げをするように言えば、祥吾さんはこちらに向かおうとしていた足を止めた。

　それにホッとする。

「おやすみ。ちゃんと俺のベッドに行けよ」

　しかし、最後はやはり釘を刺され、私はキュッと唇を噛んだ。

「おやすみ」

　それだけを言うと、私は逃げるようにその場を後にした。

　そっと祥吾さんの寝室のドアを開けると、いつも仄ほのかに香る祥吾さんの爽やかな香水の匂いがした。

　この間は泣きながら瑠偉を連れていっただけなので、まったく部屋の中を見ていなかったが、今日はゆっくりと見回す。

　十五畳ぐらいあるだろうか、かなり広い部屋に大きなベッドと、ドアで仕切れる書斎。落ち着いたダークブラウンの家具でそろえられており、パソコンや書籍をはじめ、天体望遠鏡などもあった。

　少しの間部屋を探索した後、すやすやと眠る瑠偉を見ながらベッドサイドに座る。

　ちょうど真ん中に眠る瑠偉の右側に、私はそっと身体を滑り込ませた。

　真ん中に瑠偉がいてくれれば、祥吾さんと触れることはない。

　そう思い、いつものように瑠偉に身体を寄せる。

　しかし、どうにも祥吾さんの香りに包まれて寝つけず、スマホを見ながらぼんやりとしていた。

　そのとき、廊下で音がして祥吾さんがこちらに来るのがわかり、慌ててスマホを置き寝たふりを決め込んだ。

　しかし、ギシッとベッドが揺れ、なぜか私の横に祥吾さんが座ったのがわかった。

　左半分が空いているのだから、わざわざこっちに来ることないのに。

　そうは思っても、眠っているふりをしている以上、なにも言えず私は目を閉じていた。

　そっと優しく頬になにかが触れて、ゆっくりと顎がすくい上げられた。

　え？

　その行為に驚きつつ、動きを止めているといきなり唇が塞がれる。

「んっ……」

　何度もキスをされ、自分でも驚くほど甘ったるい声が出てしまい、慌てて目を開けた。

「やっぱり起きてた」

　ゆっくりとリップ音を立てて唇が離れ、祥吾さんがクスリと笑いながら私の瞳を見つめる。

「わざとでしょ」

　抗議しようとした私の口を封じるように、また甘く口づけられる。

　拒否しようとすればできるのに、まったく嫌ではない自分に嫌気が差す。もっと、もっとと思ってしまい、トロンとしつつ唇をそっと開けば、彼は慣れたように私の口内を我が物顔で奪っていく。

「んんっ」

　激しくなったキスに、声が漏れたところで隣でモゾモゾと瑠偉が動くのがわかり、私たちは慌てて身体を離し横を見る。瑠偉が目が覚めていないようでホッとして顔を見合わせる。

「よかった。キスは嫌そうじゃなくて」

「キスは……ね」

　恥ずかしさから、またもやかわいくない言葉がこぼれ落ちてしまった。

「わかったよ。時間をかけて、俺の身体だけじゃなくて俺自身を好きにさせるから」

　少し拗ねたような声とともに、もう一度チュッと私にキスを落とす。

　そして、祥吾さんはギシッと音を立てて立ち上がり、ベッドの左側へと横たわった。

　そういえば、私も昔は好きだったって言ってない……。

　祥吾さんは今でも、私が身体だけの関係を求めていたと思っている。

　どんな女よ。

　そうは思うもまだ昔の気持ちを話すことはできない。

　今はまだ瑠偉を真ん中にして眠る私たち。

　今の自分の気持ちがわかったら、そうしたらきちんと伝えたい。

　そう思っていると、やわらかな声が降ってくる。

「沙耶香、おやすみ」

「おやすみなさい」

　眠れそうにない、そう思っていた私だったが、祥吾さんの香りに包まれゆっくりと眠りに落ちていった。










全力で奪いたい　Side 祥吾




　昨夜は久しぶりに紗耶香の気配を感じたせいか、あまり眠れなかった俺はあくびを噛み殺すと時計に視線を向ける。

　定時を過ぎていて、俺は小さくため息をついた。

　そんなとき、いきなりドアが開いて、龍が俺のもとにやって来た。そして、ジッと顔を見つめる。

「この間より調子はよさそうだな」

　とくに感情もなさそうな表情のまま、龍は俺に言葉を投げる。

　こんなにクールに見えても、周りのことをきちんと見ている龍に苦笑しつつ口を開く。

「まあな、まだ先は長いけど」

「誤解は解けたのか？」

「彼女がどう思っているかはわからないけどな。とりあえず話だけはした」

　好きでもない男の子供を妊娠し、その男に捨てられ、ひとりで生み育ててきたのに、いきなり親権を盾に結婚を迫るような男、普通に考えたらあり得ないだろう。

　それでも大切な瑠偉のために歩み寄ってくれようとする紗耶香を、幸せにしなければ俺は償えない。

「うまくいくといいな」

　それだけ言うと、龍は俺にパソコンの画面を見せていきなり本題に入った。

　そこには斎藤副社長の個人口座の入出金の記録があり、俺はそれをジッと見つめる。

「怪しい金の動きがあったのは、副社長の斎藤相馬だな」

　龍のセリフを聞きながら目を向ければ、そこには確かに記録が残っていた。

「ちょうどあの頃、一千万の入金がある」

「この会社は？」

「実在しなかった」

　入金先の会社に覚えがなく俺が問えば、案の定想像通りの答えが返ってきて、用意周到に謀られたことがわかる。

　あのときもっときちんと調べていれば。そんな後悔が押し寄せる。

　紗耶香が犯人だと思い込んで、それ以上大事にしなかったことが裏目に出たとは。

　たぶん、Ｓテックに情報を売った金なのだろうが、実在しない会社となれば怪しいだけで証拠としては弱い。きっと追及してもうまくごまかすだけだろう。

　そんなことを思っていると、龍が意外な言葉を発した。

「でも、当時もきちんと調べてるだろう？　チームの名前が書いてある」

「え？」

　そうだっただろうか？　俺への報告は紗耶香が犯人だったという事実だけだった気がする。

「見せてくれるか？」

　龍は俺の横に来ると、資料を出し、「ほら」と俺に声をかける。

　それは紗耶香のパソコンからメールが送られていたという報告書で、最後に人事や監査、法務コンプライアンスなど複数の人物で構成されたチームの名前があった。

「このメンバーは今全員社内にいるのか？」

「いや、調べたところ、人事にいた当時部長の長は谷せ川がわそして、監査の新人、村むら本もとは辞めている」

　その言葉に、俺は驚いて龍を仰ぎ見た。

「部長と新人？」

「ああ、覚えていないか？　長谷川はいろいろ黒い噂のあった奴だよ。たぶん立花さんの退社を促したのもこいつじゃないか？　そして村本は新人なのになぜメンバーに入っていたのか」

　龍も大きく息を吐きながら、パソコンを操作する。

「今、その村本は？」

「そう言うと思って、これからアポを取ってある」

「さすがだな」

　村本からなにか糸口を掴めれば。そんな気持ちで、俺は龍の集めてくれた情報をもう一度頭に入れた。

　紗耶香には今夜人と会うからと遅くなることを伝えると、実家でご飯を食べるから気にしないでと返事が来る。

　昨日の今日で俺としては紗耶香と瑠偉と一緒に時間を過ごしたいのに、あっさりとした紗耶香の返事にため息が漏れる。

　会いたいのは俺だけなのか。

　気持ちが折れそうになるのを抑えると、俺は頭を切り替えた。

　会社から二駅離れたこぢんまりとした喫茶店で、俺たちは村本を待っていた。

　すぐに現れた村本は、履歴書より幾分大人になっていて、俺と龍を見て静かに頭を下げた。

「ご無沙汰しております」

「座って。わざわざ呼び出してすまない」

　俺の言葉に、村本はゆっくりと頷くと静かに椅子に腰を下ろし、すぐに口を開いた。

「五年前のことですか？」

　意志を持った瞳の村本に、直感的に彼は信用できる人間のような気がした。今も大手の企業に勤めているようで身なりもしっかりしている。

「ああ。心あたりが？」

　俺が尋ねると、村本は小さく頷いて目を伏せた。そして運ばれてきたコーヒーに視線を向け、いきなり深々と頭を下げた。

「いくら新人とはいえ、監査として許されないことをしました」

「どういうこと？」

　静かに問いかければ、村本は小さく息を吐いてから口を開いた。

「長谷川部長からチームに抜擢されたときから不安だったんです。まだ仕事を覚えていないのに、どうして僕がって」

　それはそうだろう。誰でも思うことだ。

「でも経験になるからと言われ、僕は入りました。しかしチームとは名ばかりで、ろくに調査もしないまま、サインをするように強要され……。そこにはなぜか立花さんが情報を流したと書かれていました」

　――やっぱり。

　俺が小さく息を吐くと、代わりに龍が口を開いた。

「じゃあ、長谷川部長がすべてを仕切っていた感じ？」

「たぶんそうだと思います。そのことがあって、僕はあの会社で仕事を続けていく自信がなくなりました。正直自分のしてしまったことが怖かったというのもあります。弱かったせいで調べもせず、ひとりの人の人生を狂わせてしまった……。社長たちが僕に会いに来たということは、やはり立花さんが犯人ではなかったんですね」

　申し訳なさそうな村本に俺は頷いた。

「正直に話してくれてありがとう」

「なにか処罰は？」

　覚悟を決めたような村本に、俺は微笑みを浮かべた。

「今の会社でがんばれよ」

　それだけ言うと、俺と龍は伝票を持って立ち上がった。

「すみませんでした」

　うしろから聞こえた声に、村本はとても素直な人間で、きっと今の会社でもがんばっているのだろうと感じられた。

　店を後にして、俺は龍に問いかける。

「長谷川は？」

「あいにくまだ消息がわからない。あの後辞めてどうしているのか……」

　俺は「そうか」とだけ口にし、考えをまとめる。

「今、五年前のことを大きく調べ直すことは、会社にはプラスにはならないよな」

「そうだな。あのとき内部で処理をして大事にしなかったんだからな」

　多かれ少なかれ、会社の不正はニュースになり、企業のマイナスイメージにつながる。ＳＯＷＡとの仕事も控えているこの大切な時期に問題を起こせば、多方面に迷惑をかけるのが見えている。

「でも、もし黒幕が副社長だとしたら、このままにはしておけないな」

　俺の言葉に、龍もしばらく考え込むような表情を浮かべた。




　その後、龍と別れて時計を見れば、思ったより早く終わったことがわかる。

　まだ紗耶香は実家だろうか？

　そう思いながら連絡を入れれば、ツーコールで紗耶香が電話に出た。

《もしもし？》

「まだ実家？」

　電話の向こうから瑠偉の元気な声が聞こえる。

《今家に帰ってきたところ。祥吾さんは？》

「今から帰るよ」

《パパ、もう帰ってくるって》

　そんな声が聞こえたかと思えば、いきなり電話からかわいらしい声が聞こえる。

「パパ、いっしょにおふろはいれる？」

「ああ、入ろう」

　そう答えればうれしそうに《うん》と返事をし、すぐに瑠偉の声は聞こえなくなった。

《ごめんね。お風呂入れる？》

「ああ、瑠偉とも約束した。三十分もあれば帰れるから」

《わかった。気をつけてね》

　その言葉を聞いて、俺は通話を切る。

　こんな些さ細さいなやり取りが楽しくて仕方がない。

　帰る家があり、待っていてくれる家族がいることに幸せを感じずにはいられなかった。




　急いで家に帰り玄関を開ければ、パタパタと瑠偉が走ってくる。

「パパおかえり」

「ただいま」

　答えながら瑠偉を抱き上げれば、その奥から紗耶香の姿が見えた。

「おかえりなさい」

　言い慣れないのか、少し恥ずかしそうな紗耶香がかわいくて、俺は手を伸ばすと、紗耶香の頬にキスをする。

「ただいま」

　つい触れてしまうのは仕方がない。紗耶香もとくに咎めることなく、瑠偉に笑顔を向けている。

「よかったね、パパ一緒にお風呂入ってくれるって」

「うん」

　そのやり取りを聞きながら、俺はネクタイを抜き取る。

「紗耶香、バッグだけ向こうに置いといて」

　仕事用のビジネスバッグを紗耶香に手渡すと、瑠偉を連れて浴室に向かう。

「瑠偉をお願いね」

　少し心配そうな沙耶香に俺は苦笑する。

　それから俺は瑠偉と楽しいバスタイムを過ごした。

　髪を拭きながらリビングに戻ると、紗耶香はキッチンにいて、俺たちに視線を向ける。

「瑠偉、ちゃんと髪の毛乾かした？」

「ああ、ドライヤーもしてきたよ」

　瑠偉ではなく俺が答えると、紗耶香は安心したように微笑む。

「祥吾さん、帰ったばかりで疲れたでしょ？　ありがとう」

　紗耶香の俺への態度が少しやわらかくなった気がして、笑みがこぼれる。

　俺はきちんと人の気持ちを考えられる紗耶香が好きだった。そんなところは今も変わっていなくてうれしくなる。

　そのとき、ふとテーブルに並べられた食事に目を奪われた。

「私たち先に食べちゃった。ごめんね」

　むしろ自分の夕食があることに驚いていた俺は、紗耶香の謝罪の意味がまったくわからなかった。

「いや、俺が遅かったんだから先に食べて当然だよ。むしろ用意してくれてありがとう」

　素直に伝えれば、紗耶香は少し照れたように茶碗をテーブルに置く。

「だって、食べてないでしょ？　いらない日は教えて」

　そんな自分を隠すように顔を背ける紗耶香もかわいすぎる。今すぐに抱きしめたいのをなんとか我慢をして口を開く。

「わかった。これからはいらない日はきちんと伝える。俺の家は父親の飯はないのがあたり前だったから、こういう温かい家庭に憧れていたんだ」

　それを聞いた紗耶香は少し考える表情をした後、俺の顔を見た。

「祥吾さんのご実家みたいに裕福な家庭は、なんでもあると思っていたけどそうじゃないこともあるのね」

　その言葉に俺は小さく息を吐いた。

「ないものの方が多いよ。お金で買えないものの方が大切ってことを、紗耶香と出会って知ったんだ」

　紗耶香と出会い、好きな人と一緒に過ごす時間や相手を想う気持ちの大切さ、素晴らしさを教えてもらった。

「そう」

　多くは語らなかったが、久しぶりに見る心からの笑顔に、俺はくぎづけになっていたのだろう。

　照れた紗耶香が瑠偉を抱き上げる。

「冷めないうちに食べて。そのロールキャベツはお母さんの手作りだからおいしいと思うよ」

　実家のお母さんが俺の分も作ってくれていたことに感謝しつつ、俺はおいしくロールキャベツをいただいた。










揺れる心




　あれから数週間、私も瑠偉も祥吾さんと一緒に住むことにすっかり慣れてしまった。

　その中で私が一番感じているのは、〝祥吾さんは私に甘い〟ということだ。

「どうした？」

　ベッドの中でそんなことを思いながら寝つけずにいると、暗闇の中、祥吾さんが起き上がるのがわかった。

　相変わらず、瑠偉を真ん中に寝ている私たち。

「起きちゃった？　ごめんね」

「いや、起きていたけど」

　彼は、瑠偉をそっと抱くようにして端に寄せた後、自分が瑠偉のいた場所へと移動してくる。

　そしてキュッと私を抱き寄せた。

　この腕の中にもすっかり慣れ、もはや本当の夫婦だと錯覚してしまう。

　祥吾さんは隙あらば甘い誘惑を仕掛けてくるが、私がＯＫと言わないこともあり、身体をつなげることはしていない。

　それでも、こうしてベッドの中で抱きしめられ、髪をなでられると安心できる。

「眠れないのか？」

　静かに問われ、私は素直に言葉にする。

「明日のこと。なんか緊張しちゃって」

「そうだな」

　祥吾さんも同意し、私の顔を覗き込んでくる。

「やっぱりあんなふうに辞めた会社に行くのは緊張するな……」

　明日は東和インターナショナルの商品開発室を使う必要があり、辞めてから初めてあの会社へと行くのだ。

「無理して来なくてもいいんだぞ」

　チュッと私の頬にキスをしながら、いたわるように祥吾さんが口にする。

　私のことを考えてくれるのはうれしいが、私は小さく首を振る。

「そうだと思った。でも、あのとき紗耶香は一身上の都合で辞めただけだし、事件を知っている人間はそうはいない。だから大丈夫だよ」

　そう言いながら、祥吾さんは何度も触れるだけのキスを繰り返す。

「うん。でも……」

　まだなにかを考えてしまいそうな私をなだめるように、祥吾さんは私の上に覆いかぶさると、上から私を見下ろした。

「大丈夫。紗耶香はなにも悪くない」

　そして、それ以上私になにも言わせないとばかりに、キスを仕掛けてくる。

「んんっ」

　つい上ずった甘ったるい声が出てしまうも、それすら気にする余裕がないほど彼はキスを繰り返す。

　淫みだらな水音が寝室に響いてドキドキしてしまう。

　自ら首に手を回そうとしたのを、祥吾さんが阻止する。

「ダメだ。まだ紗耶香の許可が出てない。これ以上いけば俺は止まれない」

　そう言うと、私をキュッと抱きしめる。

「早く俺に落ちて」

　耳もとで囁かれ、私の方こそやめてほしくなくて、もういいのではないか、そんな気さえしてしまう。

　それでも、どこかでひっかかり、すべてがクリアになっていない思いがあるのも事実だ。これほど自分が面倒な女だったと気づくも仕方がない。

　祥吾さんもそれを察知しているのか、大きく息を吐いて私を抱きしめ直す。

「紗耶香が眠りにつくまでこうしてる。明日は大丈夫だから、ゆっくりお休み。なにが起きても俺が守るから」

　その言葉がゆっくりと浸透すると、私は驚くほどすぐに眠りに落ちていた。




　朝起きれば、いつも通り瑠偉を真ん中に眠っていて、祥吾さんが約束通り、私が眠りにつくまで抱きしめていてくれたとわかる。

　この人を信じたい。心の底から。

　そう思いながら祥吾さんの綺麗な寝顔を見つめ、ふたりを起こさないようにそっと私は寝室を後にした。




　三人で朝食を食べ、瑠偉の支度を終えると、三人で車に乗り込む。まず瑠偉を保育園へと送り、その後私が会社へと送ってもらう。

　すっかりそれが日課になってしまい、会社でも最近またいろいろ言われている気がする。

　専務の愛人疑惑に加え、今度は高級車で出勤している。そんな噂話が聞こえてきそうだ。

　しかし、なにを言われても今さらだし、私にはやましいことはひとつもない。

　そんなことよりも今は、今日これからの打ち合わせの方が憂鬱だ。

　専務室に続く自室のデスクに座ると、仕事を始めた。

　昼からの打ち合わせに向け、最終の確認をしていたがついため息が漏れる。

「立花」

　名前を呼ばれ、ハッとする。

　いつの間にか目の前にいた大村専務が、私のデスクに書類を置いたのに気づく。

「大きなため息だな」

　クスリと笑った専務に、私は慌てて口もとを押さえた。

「ありがとうございます」

　書類を手にして、私はポーカーフェイスで書類に目を向ける。

「その後どうなんだ？　一緒に住んでるんだろ？」

　仕事以外の話を振ってきた専務に、私は驚いて顔を上げた。

「どうなんでしょう」

　素直に答えると、またため息をつきそうになり慌ててそれを止める。

「どうって、自分のことだろ」

　苦笑しながら問いかけられるも、一番わからないのが自分の気持ちだ。

「あまりにも昔のことをひきずりすぎて、素直に信じるのが怖いのかもしれません」

　私の説明に、専務は少し考えた後で口を開いた。

「まあ、その気持ちはわかるけど。でも今日はその旦那様の会社に行くんだぞ」

　旦那様という言葉にドキッとしてしまう。

「わかっていますよ。それと、その旦那様って呼び方はやめてください」

　ムッとして言い返せば、専務はクスリと肩を揺らした。

「なにをそんな意地を張ってるんだか」

　私はうっと言葉に詰まり、慌ててその書類をバッグに入れると立ち上がった。

「昼食をとってから向かいましょう」

「ああ」

　私の動揺などお見通しだろうが、専務はそれ以上なにも言うことなく、私たちは東和インターナショナルに向かうべく会社を出た。

　専務の送迎車で東和の近くに降ろしてもらうと、ランチによさそうな店を探しながら歩く。

「なにを召し上がりますか？」

「立花は？」

　そんな話をしていると、近くから声が聞こえる。

「紗耶香？」

　自分の名前を呼ばれ、声のした方を見ると、そこには驚きつつも笑顔の結城さんがいた。

「あっ、結城さん！　お久しぶりです」

　私も昔の馴染みの顔につい笑みがこぼれた。退社したときは自分のことで精いっぱいで、とてもよくしてくれたのに挨拶もできていなかった。

「久しぶりね！　どうしたの？　今日は！」

　結城さんは興奮したように私の手を取ろうとして、ハッと隣の専務に気づき口を閉じた。

「申し訳ありません」

　すぐに私の上司だとわかったのだろう。完璧な秘書の笑顔を作った。

「いえ、お気になさらず。立花、時間までには戻れよ」

　そう言うと、専務はひとりで歩いていってしまった。

「大丈夫だったの？」

「はい」

　私が答えれば、結城さんは隣にいた秘書課の後輩らしき女性ふたりに声をかける。

「ふたりで食べてきてくれる？　紗耶香、ランチでしょ？　一緒に行こう」

　そうして私たちは結城さんおすすめの和食屋さんへと向かった。




　案内してもらった店はこぢんまりとしているが個室になっていて、料理もとてもおいしそうだった。

　ふたりで本日のご膳を頼むと、私は結城さんに頭を下げた。

「五年前は挨拶もなく退社して本当にすみませんでした」

　私の謝罪に、結城さんは首を振り、切なそうな瞳で私を見つめた。

「あの後大丈夫だった？　急に辞めた理由もわからなかったけど、やっぱり異動が原因よね」

　思い出してまた怒りが湧いてきたのか結城さんは顔をしかめる。

「もういいんです、過去のことですし、今は新しい生活をしてますから」

「そっか。さっきの人は今の上司？　どうして今日はこんな場所で？」

　その疑問はもっともだ。あんな辞め方をした会社の近くに上司といるなんて、普通なら考えられないだろう。

「今日は新規のプロジェクトで御社に」

　私は少し真面目な表情を浮かべて、名刺を取り出す。

「え？　今はＳＯＷＡ食品にいるの？」

　結城さんも驚いたように、名刺と私を交互に眺める。

「はい、今日はお邪魔します」

　苦笑しつつ言えば、結城さんは少しポカンとした後すぐに笑顔を見せた。

「そっか。本当によかった。あの後どうしてるのかもわからなくて心配していたけど、こんな大手に勤めていれば安心ね」

　安堵した表情の結城さんに、私も笑みを返す。

「それじゃあ東和社長とも会ったのよね？　大丈夫だった？」

　あのとき、私が祥吾さんに辞めさせられたと秘書課の人たちは思っているのだろう。どこまで話すべきかわからず私は曖昧に言葉を濁す。

　さすがに今の状況を説明するには時間が足りなさすぎる。

「はい。仕事なので」

「そうよね。お互い昔のことだし、今は協力し合う立場だものね」

　結城さんは運ばれてきたご飯を口に入れると、何度も納得するように頷く。

「本当に今日こうして会えてよかった。なにか困ったことがあったらいつでも連絡して」

　そう言うと、結城さんも私に名刺を手渡してくれる。

　食事も終わり、結城さんと別れる。こうしてまた昔の仲がよかった先輩と交流が持てるようになるほど、時間は経過したのだと私はそう思った。




　その後、専務に連絡をしてエントランスで合流する。そこにはうちの会社のチームのメンバーもすでに集まっていた。

「お待たせして申し訳ありません」

　久しぶりに見た会社に、私はやはり少し緊張しつつ気合を入れる。

「大丈夫か？」

　専務の声に小さく頷くと、私たちは受付へと向かった。

　そこにはすでに担当の男性社員が待ち構えていて、私たちを見てすぐに駆け寄ってくる。

「本日はご足労いただきありがとうございます」

　そのまま食品開発室へと案内されると、シェフや、白衣を着たスタッフが数名いた。

　そしてすぐに祥吾さんが現れ、ピリッとした空気が広がった。

　社長の顔をした祥吾さんが笑みを浮かべながら、私たちに頭を下げる。

「本日はわざわざ申し訳ありません」

「いえ」

　にこやかに専務と挨拶を交わす姿を見つつ、私はうしろに用意されたデスクに和泉さんと一緒に座りパソコンを開く。

　挨拶もそこそこに、東和の担当者が説明を始めた。

　ホワイトボードに書かれたメニューを試食し、食材の確保や産地の打ち合わせをしていく。とてもテンポよく進み、予定より早く終わり、私もホッとひと息ついた。

「お疲れ様でした」

　隣からの和泉さんの声に、私もホッとしながら挨拶を交わす。

「きちんとお話をするのは初めてですね」

　第一印象とは違い、気さくな笑みに私も少し気が緩む。

　私たちは部屋を出ていく社員たちを見送ると、まだふたりで話をしている祥吾さんと専務を見つつ話を始めた。

「お互い仕事に熱心な上司を持つと大変ね」

　クスリと笑ったその笑顔に、やはりとても綺麗な人だと思った。もしかしてこの人も……。

　そんな私の不安が伝わってしまったのか、和泉さんは私をジッと見つめる。

「安心して。私、人妻だから。それに社長はタイプじゃないの」

「そうなんですね」

　私は恥ずかしくなってしまい、どう答えていいかわからず曖昧に微笑んだ。

「でも、あの社長を手こずらせるなんてさすがね」

「え？」

「なかなか俺を見てくれないって嘆いてるみたいだから」

　和泉さんにそんなことを言っているのかと、私はさらに恥ずかしくなる。

　そんな私に彼女はにこりと微笑む。

「私の旦那が親友なのよ」

「え？　もしかして旦那さんって龍さん……あっ、名字同じですね」

　ようやくそこで気づく私もうっかりしていた。

「確かにタイプが逆ですね」

　ふふっと笑っていると、祥吾さんが私たちを見た。

「ふたりとも、社長室でもう少し話すから」

　私たち四人は部屋を後にして、エレベーターで上層階へと向かう。

　見慣れた役員フロアへ到着すると、私はつい以前の癖で一番に降りて祥吾さんを見る。

「おい、立花。今はお前誰の秘書だよ」

「あっ」

　専務の笑い声にハッとして、私はエレベーターの中にいる三人を見た。

「紗耶香、身体が覚えてたんだな」

　祥吾さんもクスクスと笑いながら、私の頭にポンと触れて見つめてくる。

　こんなところでやめてほしい。とろけるような笑みを浮かべて、今にも頬に触れそうな祥吾さんから逃れるように頭を下げる。

「社長、それセクハラですよ」

　和泉さんのあきれたような声に、悪びれることなく祥吾さんは続ける。

「セクハラなんかじゃないだろ？　なあ紗耶香」

「もうやめてください。仕事しましょう……」

　オタオタする私を見て、三人が笑っている状況に耐え切れず、私は大きなため息をついた。




　ひと通り打ち合わせを終えると、私たちは席を立つ。

「今日は本当にご足労いただきをありがとうございました。そして紗耶香がいつもお世話になってます」

　深々と頭を下げた祥吾さんに、専務は少し考えるような表情を浮かべた後、にこりと笑った。

「いえ、今後ともよろしくお願いします」

　ふたりは視線を合わせ、なにやらわかり合っているような空気を醸し出していた。

　男同士はよくわからないと思いつつ踵を返すと、

「紗耶香、ごめん。今日お迎え頼むな」

　うしろから聞こえた声に、私はキュッと唇を噛んで振り返る。

「うん。大丈夫」

　仕事中とは違う祥吾さんの声に、彼の瞳を見て答えると、優しい笑顔がそこにはあった。

「うわー。本当に気持ちが悪いですね」

「和泉さん、それはどうかと思う」

　苦笑しつつ言った祥吾さんに、今度は私が笑い声をあげた。

　鏡花さんといい、和泉さんといい、素敵な知り合いができて本当にうれしい。

「名残惜しいかもしれないが、帰ろうか」

　専務のからかうような声に、少しムッとするも私は和泉さんに頭を下げる。

「立花さん、これからよろしくね」

　和泉さんも小さく手を振って笑顔を向けてくれる。

　専務のニヤニヤする顔を見ないようにしつつ、社長室を後にした。




　ふたりに見送られながら、エレベーターに乗り込むと専務が口を開く。

「怒るなよ。悪い意味じゃないんだから」

「え？」

　うしろを振り返れば、専務はうれしそうな顔をしていた。

「今の喜怒哀楽がある立花が本当の立花だろ。最近社内でも立花がやわらかくなったって噂だよ」

　その言葉に私も唖然としてしまう。

　確かに、最近はひとりでがんばらなければと気負うことがなくなった気がする。

　私を昔に戻せるのは、やはり祥吾さんだということを改めて感じて、大きなため息がこぼれた。




　それから数日後、会社でメールをチェックしていると、結城さんからメールが届いていた。

【近くに行く用事があるからまたランチできる？】

　スケジュールを確認すれば、今日は専務も役員会議に出ているため、比較的自由がきく。

　大丈夫だと返信し、待ち合わせ場所を決める。

　午前中の仕事を早めに終わらせるべく、仕事に集中した。

　昼休憩になり、私はバッグを手に会社を出て、結城さんと待ち合わせをしたイタリアンのお店へ向かう。

　昼時ということもあり、ほぼ満席の店内を見渡すと、奥の席から結城さんが私に手を振る。

「紗耶香、こっちこっち」

　足早に席へと向かい、ランチを頼みつつ結城さんの前へと腰を下ろす。

「お誘いありがとうございます。こっちでお仕事だったんですか？」

「うん、いつものお使いよ。『風ふう華か道どう』のお菓子」

　その名前に私も昔を思い出す。駅ひとつ向こうの老舗和菓子屋のお茶菓子をよく使っていたことを。

「そうでしたね。今でも『風華道』のお茶菓子なんですね」

　懐かしくて答えれば、結城さんも頷く。

「あの日はあまりゆっくり話せなかったし、紗耶香のプライベートも聞いてないしね」

　昔のままの笑顔に、私も気が緩む。

　新入社員だった私に一から仕事を教えてくれた結城さんは今でも私の憧れの人だ。

「それで紗耶香、仕事は順調そうよね。結婚は？　彼氏は？」

「ええと」

　祥吾さんとのことをどう話そうか思案していると、結城さんは私の態度からなにかを感じ取ったのか、ジッと私を見据える。

「その顔は恋してる顔ね」

「え！」

　驚いて目を見開くと、彼女はさらに私を観察するように見遣る。

「今思い描いた人のことが、好きですって顔よ」

　嘘でしょ？

　そう思っていると、結城さんは「相手をあてましょうか？」と綺麗な顔をキラキラさせながら私に人差し指を向ける。

「ずばり、この間の上司でしょ！　紗耶香、昔よりすごく綺麗になったもの」

「え？　ちが……」

　まさか専務が相手だと誤解されるなんて。

　私は否定しようとするも、結城さんは楽しそうに妄想を膨らませているようだ。

「年上よね？　包容力もありそうだしあの大村グループの御曹司？　素敵じゃない。いいなー。優良物件。うちの社長はもう相手がいて無理だからうらやましい」

　いつ口を挟もうかと思った私だったが、今聞いた話が心にひっかかる。

　相手というのは私でいいのだろうか？

　聞いてはいけない、そう思うのに、私の口からはすでに言葉がこぼれ落ちていた。

「東和社長の相手って」

　もし私ならば、結城さんは相手を知らないはずだ。じゃなければ、私が専務を好きだなんて言うわけがない。

　ドクンドクンと自分のものではないような心臓の音が聞こえる。

「ああ、すごく仲がよくて親密な人がいるのよね」

　その言葉に、思った以上にショックを受けた自分に驚いてしまう。

　自分の気持ちがわからないなんて、今までよく言ったものだと思う。祥吾さんが誰かと、いや、自分以外の人と親密そうにしていたと聞いただけで胸が苦しい。

　あの優しい瞳がほかの人に向けられるなんて。彼がほかの誰かに触れるなんて。

　――嫌だ。

　はっきりと感じた嫉妬心。こんなことでわかるなんて。

　祥吾さんの気持ちに甘えていたのは私の方だ。

　でも、あれからずっと好きだと真摯に言ってくれる祥吾さんを、私はまだ信じられないのだろうか？

　私はグッと唇を噛むと自問自答する。

「紗耶香は大村専務とどうなの？」

　祥吾さんの相手の話など、結城さんにはどうでもいいことだろう。

　私の話を聞きたくてうずうずしている結城さんに、私はキュッと手を握りしめ、覚悟を決めると、結城さんを見た。

「私の相手は専務じゃないんです。東和社長です」

　私の告白に、結城さんは心底驚いた顔をした。

「え？　嘘……。あっ、さっきのは噂だから。違う」

　慌てる結城さんに申し訳なくて首を振ったところに、注文したパスタが運ばれてくる。

「食べましょう」

　私が笑みを浮かべて言うも、結城さんはまだ驚いているようだった。

　まさか、私の相手が東和社長だとは少しも思っていなかったのだろう。さっきの発言をどう否定しようか思案しているようだった。

　無言でパスタを口に運んでいる結城さんに、私は食べる手を止めて口を開いた。

「結城さん、大丈夫なので気にしないでください」

　そう言えば、結城さんは大きな瞳をチラリと私に向ける。

「紗耶香、ごめんね。まったく想像していなかったから。昔から好きだったの？」

　そう思うのもあたり前だ。結城さんからすれば、会社を辞めさせられて、憎んですらいると思っていた相手のはずだから。

　もちろん私の片思いだと思っているようだが、ここで今の状況を話せば、祥吾さんの評判を下げることにもなりかねない。

「いいんです。それより結城さんは？」

　私が話題を変えると、結城さんはホッとした表情を浮かべた。

　その後は食事を楽しんだ。

「じゃあ、紗耶香。また今度は飲みにでも行こうね」

　ヒラヒラと手を振る笑顔の結城さんに、私も手を振り返す。

　結局瑠偉の話もできなかったから、飲みの誘いだって自然だ。また折を見て話をしよう。

　そう思い、私は会社へと戻った。




　その夜、自宅に戻ってから祥吾さんから遅くなると連絡があり、本当に久しぶりに瑠偉とふたりの食事をしていた。

「パパ遅いんだって」

　私の言葉に、瑠偉も大好きなオムライスを食べていた手を止めた。

「さみしいね」

　私の気持ちを代弁するかのように、素直に言う瑠偉に私も苦笑しつつ同意する。

「うん、パパいないと寂しいね」

　素直になってしまえばスルスルと言葉が出てくる。祥吾さんがいないのがもう寂しい。

　こんなふうに感じてしまうから、ずっと意地を張って認めてこなかったのに。

　ため息をつきたいのをなんとかこらえる。

　そう思ってしまうのも仕方がない。まだ少しだけ、昼間の結城さんの話が引っかかっているから。

　親密な女性か……。今ももしかして一緒にいるのかな？　そんな考えが頭に浮かび、慌ててそれを消し去る。

　目の前のオムライスを口に入れ、ゴクリと飲み込むと、瑠偉が「ママ」と私を呼んだ。

「なーに？」

「いそいでたべちゃいけません」

　私の真似のような言い方に、私はつい笑い声をあげた。

「そうだね」

　その後、瑠偉とふたりでお風呂に入り、一緒にベッドに横になる。

「パパかえってくる？」

「うん、もちろん。瑠偉が起きたときにはいるよ」

　私の答えに瑠偉はホッとしたように、スッと眠りについた。

　そんな瑠偉の頭をなでた後、私はそっとベッドから出てリビングへ戻り、ぼんやりとテレビを見ていた。

　時計が二十二時を回ったことに気づいたとき、玄関が開く音がして、私はパタパタと廊下を走っていた。

「おかえりなさい」

　そんな私を見て、祥吾さんは驚いたように目を見開いた。

「まだ起きていたのか？」

　それは私を心配している瞳で、やっぱりこの人を信じたい、そう思ったとき、ふわりと甘い女性ものの香水の香りがすることに気づく。

「紗耶香？」

　一気に心が冷たくなったような気がした。さっきとまるで違う私に気づいたのだろう。祥吾さんは靴を脱ぎながら私の顔を覗き込んだ。

　ここで黙ってしまうから、私は常に不安で信じられないんだ。そう思うと私は顔を上げ、祥吾さんのスーツに手をかける。

「え？　紗耶香？」

　本当に私の行動の意味がわからないようで、慌てたような祥吾さんの声がするが、かまうことなく襟元に顔を寄せクンクンと匂いを嗅ぐ。

「女性の香水の匂いがする」

　ぼそりと祥吾さんに言えば、「え？」と少し考えるように自分の匂いを嗅ぐ。

「ああ、これ今日、廊下でぶつかった女子社員のかな？　すごい匂いの社員で。この香り苦手だなと思った覚えが」

　本当に嫌そうに顔をしかめる祥吾さんをジッと見つめる。

「嘘はついてない？」

　いつもの私と違うことに気づいたのだろう。それでも祥吾さんは私をジッと見つめ、真面目な眼差しを向ける。

「ついてない」

「じゃあ、会社で親密な女性はいない？」

　そのいきなりの私の問いにも、祥吾さんは私から目を逸らすことなく口を開く。

「そんな女いない。俺は紗耶香が好きだって何度も言ってる」

　そのセリフの真実を探るように、私はジッと祥吾さんを見つめていた。

　再会してからずっと、私と瑠偉に誠実だった。そんな祥吾さんに嘘はない。心からそう思えた。

「うん、信じる」

　ふわりと笑えば、ドサッという音がして、祥吾さんのバッグが床に落ちたのがわかった。それと同時にギュッと抱きしめられる。

　突然のことに驚くも、その手が少し震えている気がした。

「祥吾さん？」

　意味がわからなくて問いかければ、つぶやくように声が聞こえた。

「信じるって言葉がこんなにうれしいって思わなかった」

　力いっぱい抱きしめられ、自分のことを考えてばかりで、こんなにも祥吾さんを不安にさせていたことに気づく。

「ごめんね」

　小さな私の声に、祥吾さんは私を抱きしめたまま首を振った。

「紗耶香、本当に好きだ」

「うん、私も好きだよ」

　何度彼に好きだと言われても、いつもなにも返していなかった私が、初めて自分の想いを伝えた。

　つい口から出てしまったセリフだったが、心からの気持ちだ。それが恥ずかしくて、そっと距離を取ろうとした。

「疲れて帰ってきたのにごめんね。ご飯たべ……んっ！」

　体を離したと思えば、すぐに激しく唇を塞がれる。それは触れるなんてものではなく、完全にスイッチの入った祥吾さんが仕掛けるときのキスだった。

　五年前のキスの仕方を覚えていた自分にも驚いたし、初めてお互いの気持ちを伝え合ったキスに抗うことなどできない。

「あっ……んっ」

　甘ったるい声が漏れて、玄関だということも忘れて、私たちはもつれ合うようにキスを深める。

　自分の気持ちを認めてしまった私は、恥ずかしさよりも彼への気持ちが勝り、貪どん欲よくに祥吾さんを求める。

「いたっ」

　いつの間にか壁に押しつけられるような形になっていて、私は頭を壁に打ち、声をあげた。

　そこで祥吾さんも我に返ったように、ハッと動きを止めた。

「悪い」

　まだ熱を孕んだ瞳の祥吾さんに、私は首を振る。

「紗耶香、さっき言ったこと……」

　お互い息が乱れている。

　大きく息を吐いた祥吾さんは、私を壁に押しつけたまま上から見下ろす。

　きっとサラリと好きだと言われて信じられないのだろう。

　私は息が整うと覚悟を決めて口を開く。

「今日、祥吾さんに親密な女性がいるって聞いて、嫉妬でおかしくなるかと思った」

　祥吾さんはなにも言わず、目を見開いたまま私を見つめていた。

「約束して。これからは祥吾さんに触れていいのは私だけだって」

　そう口にしつつ、恥ずかしさを隠すようにそっと私からキスをする。

　しかし、祥吾さんは微動だにしなくて、私は少し不安な気持ちになり目を開けると、そこには初めて見る祥吾さんがいた。

　顔が赤く口もとを手で押さえて、照れているのがわかる。

「祥吾さん照れ――」

　その言葉は最後まで言わせてもらえず、いきなり身体が宙に浮く。

「え？　なに？　どうしたの？」

「紗耶香、もう無理。瑠偉は寝てるんだよな」

「え？　あっ」

　ふわりと抱き上げられたと気づくも、そのまま私の部屋へと連れていかれてベッドに下ろされる。

　これからすることがわかってしまい、私の心臓がうるさいほど高鳴る。

　なんとか祥吾さんに落ち着いてもらおうと声を発する。

「祥吾さん、ねえ？　疲れてない？　ご飯も……ねえ逃げないよ。んんっ！」

　矢継ぎ早に言った私の言葉は、彼の唇で塞がれ消された。

　あまりの激しさに息が苦しくなり、祥吾さんの胸を叩くも一向にやめてくれず、私はだんだんと思考を奪われていく。

　ようやく息を吸うことを許され、彼を見つめれば、五年前も見たことのない、余裕のない祥吾さんがいた。

「紗耶香、俺がこの五年、誰も抱いていないって言ったら信じる？」

「え？」

　まさかあんな別れ方をしたうえに、女性から引く手数多の祥吾さんがそんなこと。

　信じられない気持ちで祥吾さんを見つめれば、少し表情を崩した。

「紗耶香以外、誰も抱きたくない、そう思った」

　そう言いながら、今度はゆっくりと私のパジャマに手をかける。

　帰ったばかりのせいか、驚くほど祥吾さんの手が冷たくてピクリと身体が跳ねる。

　しかし、その冷たさにすら彼に触れられていることを実感してしまう。

　ゆっくりとパジャマを脱がされ、私が恥ずかしさから手で隠そうとすると、祥吾さんの手が私のそれを頭上で縫い留める。

「隠すな」

　嫌と言ったところで絶対に許さないという瞳に射抜かれる。

　祥吾さんがキスを落とし、肌に触れていく。

　私はただされるがままだった。

「誰か俺以外にこの身体に触れた？」

　ふと私の首筋に舌を這はわせていた祥吾さんが口を開く。

　久々の感覚に声を抑えるので精いっぱいで返事が一瞬遅れると、彼は首筋に歯を立てる。

「痛っ……あっ」

　痛みと快感がぐちゃぐちゃになって声が漏れる。

「聞きたくないからいい」

　噛んだ場所を舌で舐め上げられ、祥吾さんの怒りがこもった声が聞こえた。

「ちが……う。誰も触ってなんか……ない」

　執しつ拗ように続いていた愛あい撫ぶにきれぎれになりながら答えると、ピタリとその動きが止まった。

　祥吾さんはバッと顔を上げ、私の顔を覗き込む。

「本当に？」

「嘘なんてつかない。どうして？」

　ようやく息を整え問えば、祥吾さんは初めて会社に来たときに私の噂を聞いたと言う。

　納得するも、私は祥吾さんに説明するように口を開く。

「噂があれば誰にも私のプライベートを知られないと思って。それにほとんど専務の秘書へのやっかみだよ」

　言いながら私は祥吾さんの首に手を回し、彼を引き寄せる。

「ずっとこの腕を忘れられなかったのかもしれない。誰にもその気になれなかった。ようやく戻ってこられた気がする」

　私の中で懐かしさと、初めて触れるような、いろいろな感情が渦巻く。

「紗耶香」

　祥吾さんが感慨深げに私の名前を呼ぶのがうれしい。身体に染み渡っていく気がした。

　ただ抱きしめているだけの彼に、私は自ら回していた手にギュッと力を込める。

「さっきの続き……は？」

　自らねだるように言うと、祥吾さんは驚いたような表情をした後、私の大好きな笑顔を見せてくれる。

「あんまり煽あおるなよ。ただでさえ余裕ないのに」

　そう言いながら、私の出産のときの傷を見つけ、いたわるように何度も触れる。

「気持ち悪いでしょ。あんまり見ないで」

　完全に消えることはなく、少しケロイドのように腫はれている傷は瑠偉を生んだ証だが、やはり大好きな人に見られるのは不安だ。

「そんなわけないだろう。この傷も愛しい。瑠偉を生んでくれてありがとう」

　そう言ってくれた言葉に、私は今までの苦しさや、寂しさが溶けていく気がする。

　うれしくてポロポロと涙がこぼれ落ちる。

　何度も傷にキスをしていた祥吾さんが、困ったように私の涙を拭う。

「泣かせるつもりなんてなかった」

「いいじゃない。うれしいんだもん。泣きたいの……」

　子供のように言った私に、祥吾さんは両手で私の頬を包み込む。

「今まで俺の分もがんばってくれてありがとう。これからは俺が全部守るから」

　この意志の強い瞳が大好きだった。そして今、さらに気持ちが大きくなった。

「うん。私も祥吾さんを幸せにしたい」

　額と額をくっつけると、お互いどちらからともなくキスをする。

「ん……」

　さんざん甘やかされた後だったが、やはり久しぶりに祥吾さんの熱を受け入れた私は、緊張と圧迫感から息が止まり力が入ってしまう。ギュッと目を閉じていた私に、祥吾さんはやわらかくキスを落とす。

「紗耶香、大丈夫？」

　少し苦しげに聞こえたその声に、目を開ければ余裕のなさそうな表情の祥吾さんがいて、私は大きく息を吐いた。

「大丈夫だから動いて」

　私のセリフに祥吾さんが目を見開く。

「そんなかわいいこと言うなよ。久しぶりすぎて俺も余裕ないから」

　急に瞳の色が変わったと思えば、噛みつくようにキスをされる。

　どちらのものがわからない唾液が、私の口の端からこぼれていく。

　淫らな水音が私の耳を刺激し、いつの間にか苦しさなど感じなくなっていた。それが祥吾さんにもわかったようで、いきなり激しくなった動きに、抑えきれずに唇をふさがれていても声が漏れてしまう。

　キスをしていた唇が離れていき、大きく息を吸えばまた奥を刺激される。

「ああ……」

　もうなにも考えられず、嬌声をあげてしまう私に、ぽたりと祥吾さんの汗が落ちる。

「紗耶香、愛してる」

　何度も名前を呼び、初めて愛の言葉を囁かれながら抱かれた私の瞳からは涙がこぼれ落ちた。

　その後も、意識が途切れそうになるほどの快感に、私はただ身を任せた。

　五年前よりも熱い交わりに、気持ちが通じ合うということがこんなに甘く幸せなのだと初めて知った。

　息を整えていると祥吾さんの手が優しく私の髪をすく。

「悪い。箍たががはずれた。無理させたよな」

「大丈夫。幸せだった」

　照れながらも答えれば、祥吾さんはいきなり枕に顔を埋めてしまう。

「本当に紗耶香のそういうところは反則だ」

「どういうこと？」

　意味がわからない私だったが、顔を上げた熱を孕んだ祥吾さんの瞳にドキッとして言葉を止めた。

「もう一度抱きたくなるぐらいかわいいってこと」

　臆面もなく言われ、私は顔が熱くなるのがわかる。

「でも、今日は我慢する」

　ギュッと抱きしめられ、私も抱きしめ返す。

「ようやく紗耶香に好きになってもらえた」

　安堵したような祥吾さんの言葉に、私は腕の中から彼を見上げる。

「それなんだけどね、私をそんな女だと思ってたの？」

「え？」

　意味のわからなそうな祥吾さんに、私は少し拗ねたふりをする。

「ずっと初めから祥吾さんが好きだった。そうじゃなきゃ抱かれたりしないよ」

「じゃあどうして」

　その言葉に私は小さくため息をつく。

「あの頃の自分を覚えてないの？」

　そう、女遊びはするは、私にプレゼントの手配をさせるは、真面目に女性と付き合う人だと思っていなかった。

「地味な私は絶対に相手にされないと思っていたの。気持ちを隠していれば一緒の時間を過ごせるって思ってた。毎日気持ちを隠すのがどれほど大変だったかわかる？」

　私の告白を祥吾さんは黙って聞いた後、大きく息を吐く。

「そうだったのか……」

　沈痛な面持ちで言った彼は、本当に後悔しているように見えた。

「自業自得だな。信じてもらえなかったのは。でも本当に紗耶香が好きだったよ」

「うん、今は信じてるよ」

　静かに微笑めば、祥吾さんもうれしそうにしてくれた。

「ねえ、祥吾さんはあの後……」

「ん？」

　ずっと気になっていた婚約者とはどうなったのか。聞きたい気持ちと聞きたくない気持ちが入り混じる。

　今の彼ならば、きっと包み隠さず話してくれるはずだ。

　しかし、他の人との結婚話を聞いてしまえば、私はきっと嫉妬しまう気がした。

　幸せそうに微笑んでくれる祥吾さんに、今その話題をするべきではないと言葉を止めた。

「お腹すいてないかなって。ご飯作ろうか？」

　初めからその話だったように振る舞えば、祥吾さんは抱きしめていた腕に力を込める。

「いいよ。こうしていた方が紗耶香が俺のものになったって実感できる」

　今日だけはいいかな？　疲れて帰ってきた祥吾さんには申し訳ないが、私ももう少しふたりきりの時間を過ごしたかった。

　首もとに頬をすり寄せれば、祥吾さんがくすぐったそうに笑い声をあげた。

「そう、今日遅くなった理由」

　腕枕をするように体勢を変えると、祥吾さんは口を開いた。

「副社長を子会社に左遷した」

「やっぱり副社長だったの？」

　私たちをこんなふうにした犯人だ。私も身を乗り出して祥吾さんの話に耳を傾ける。

「あの金の流れを突きつけたら話して、情報を売ったことを認めた」

「そう……」

　小さくつぶやくと、あの頃屈託のない笑顔を向けてくれていた副社長の顔がよぎる。

「だが主犯は人事部長の長谷川だって言うんだ。でも、もう退社しているし、証拠もない。あの金も半分は長谷川に渡り、海外に飛んだみたいだ」

　私の退社をあっさりと認めたあの長谷川部長を思い出す。最初から仕組まれていたのかと、私は小さくため息をついた。いろいろなことが腑に落ちていく。

「だからいろいろなことがあっさりと進んだのか……。でもどうして私だったんだろう」

「きっと紗耶香がまだ入社歴が浅いうえに、俺の一番そばにいたせいだと思う。俺を失脚させたかったんだろうな」

　沈痛な面持ちで言った祥吾さんに、私は優しく微笑んだ。

「前も言ったでしょ、気にしないでって。もう終わったことだし、こうして副社長に処罰が下されて、今後もう会社に損失が出ないならよかった」

　ふわりと微笑んで祥吾さんの頬に触れれば、泣きそうな瞳とぶつかる。

「でも、そのせいで紗耶香につらい思いを……」

「これからたくさん幸せにして」

　そう答えれば、祥吾さんは力強い瞳で頷く。

「絶対にふたりを幸せにするよ。これで本当の家族になれる」

　初めは瑠偉のために結婚をした私たちだが、ようやく本当に愛し愛される普通の夫婦となれた。

「なあ、紗耶香、順番が前後したけど、きちんと結婚式も新婚旅行もしようか。って眠い？」

「え？　ううん。結婚式したい……」

　その提案がうれしいのに、祥吾さんの甘い声が心地よくて、腕の中が暖かくて、まだ瑠偉のところに戻らないといけないし、祥吾さんのご飯も……そう思っているのに瞼が落ちていく。

「紗耶香、大丈夫。またきちんと言うから。眠って」

「でも……」

「おやすみ。愛してるよ」

　その言葉を最後に、私は幸せな眠りに落ちていった。




　次の日、少し差し込む日差しに目を開ければ、横にはすやすや眠る瑠偉と祥吾さんがいた。

　私はきちんとパジャマを着ていて、あの後祥吾さんが寝室に運んでくれたとわかる。

　今日は土曜日。ふたりはまだゆっくり眠っていても大丈夫だ。

　朝食はきちんと作りたい、そう思って静かにベッドを抜け出そうとすると、手を引かれて振り返る。

　やわらかな笑みで私を見つめる祥吾さんの瞳がそこにはあり、私も微笑み返す。

　瑠偉がいて、甘い朝というわけにはもちろんいかないが、気持ちの通じ合った朝はなにか少しくすぐったい。

　祥吾さんが起き上がり、瑠偉の上で軽くキスを交わしていると、ジッと下からそれを見る瑠偉と視線が交わる。

　ふたりで慌てて距離を取ると、私は瑠偉の頬に自分の頬をすり寄せる。

「瑠偉、おはよう」

　まだ目覚めたばかりでぼんやりとしているようで、瑠偉は視線をさまよわせたまま「おはよう」と口にした。

「瑠偉、おはよう」

　祥吾さんの声に、瑠偉はぴょんと起き上がった。

「あっ、パパいる」

「そうか、昨日は会えなかったな。ただいま」

　そう言いながら手を広げた祥吾さんに、瑠偉は抱きつく。

「あっ、瑠偉だけずるい」

　ふざけて言えば、祥吾さんが片手に瑠偉を抱いてもう一方の手を広げる。

「こっちはママ。おいで」

　その言葉に、私も祥吾さんの腕の中に飛び込むと、三人でベッドの上でじゃれ合った。

　こんなに幸せな日が来るなんて思わなかった。

　涙がこぼれそうになるのを我慢するも、やはり涙が落ちる。

「ふたりとも大好き」

　私はそう伝えると、涙を拭った。

　その日、瑠偉を連れて大きなショッピングモールにいた。

　クリスマス前ということもあり、たくさんの人があふれている。

　クリスマスツリーを前に、瑠偉もうれしそうにそれを見上げている。今年は初めてのパパと一緒のクリスマスになるはずだ。

　そんな思いでいると、祥吾さんが瑠偉に声をかける。

「サンタさんからのプレゼントは決めたのか？」

「うん」

　瑠偉が希望しているのは、今大好きな電車のおもちゃだ。そのセットをずっと欲しがっていた。

「そうか、サンタさん来るといいな。クリスマスはケーキとチキンも買おうか。おばあちゃんたちも一緒にパーティーもいいな」

　ふたりのその会話に、私はつい口を挟む。

「ねえ、祥吾さんのご両親はいいの？　今年のクリスマスは土曜日だよ」

　私の言葉に、祥吾さんは少し顔をしかめた。

「別にいいよ」

　その答えに、今の状況を冷静に考える。

　自分のことばかりで、祥吾さんのご実家のことを考えていなかった。お付き合いとは違い、結婚となれば家族が絡んでくるはずなのに。

　自分勝手に東和一族の子を生み、いきなり祥吾さんを未婚のまま父親にしてしまった。籍を入れたときも、祥吾さんは私の実家に挨拶をしてくれたのに、私は祥吾さんのご両親が許可してくれたかも確認していない。

　はっきり言ってスキャンダルだろう。それに婚約者だっていたはずだ。

　今現在結婚していなかった事実だけを見て、聞きたくないなどという子供っぽい理由でこの話題を避けてきてしまった。

　瑠偉ははしゃいで疲れたのか、ベビーカーで眠ってしまった。話さなければ。そう決意すると、私は祥吾さんをカフェへと誘った。

　祥吾さんはゆったりした表情で、コーヒーを口にすると私に微笑む。

「ひとつ聞いてもいい？」

「ん？」

「離婚……したの？　今回の再婚をご両親はどう思っているの？」

　祥吾さんの瞳を見て問いかければ、その目が大きく見開かれる。

「はあ？」

　なにを言っているのかと心底訝しむようなその声に、私は言葉を続ける。

「私と別れた後婚約者ができて結婚したんでしょう？　子供はいなかったの？」

「紗耶香、ちょっと待て」

　祥吾さんは本当に慌てていたようで、カップを置くときに大きな音が響く。

「なんの話だ？」

「え？　なにって結婚してたんじゃ……」

「誰が？」

　その問いかけに私は混乱してしまう。どうして私は妊娠を告げなかったのか。一番は結婚する彼の邪魔をしてはいけないと思ったからだ。

「誰って……祥吾さんが……」

「俺は結婚なんて一度もしてないし、婚約者がいたこともない。昨日もこの五年誰も抱いてないって言ったよな。結婚してたらそんなことあり得ないだろ？」

　心底あきれたように言われ、私はその通りだと思う。

　私の中で、ぐるぐるといろいろなことが頭をめぐる。

　放心状態の私に気づいていないのだろう、祥吾さんは言葉を続ける。

「それに、俺が両親は気にするなと言ったのは、彼らは俺にあまり関心がなくて、結婚するって話したときも『そうか』と言うだけだったからだ。紗耶香の両親のような愛がいっぱいの家じゃないから、紗耶香が嫌な思いをするんじゃないかって……」

　その説明を聞きつつも、私の中で嫌な予感がする。

　考えたくはないが、すべてがそこへとつながっていく。

「紗耶香？　きちんと両親には紹介を……」

「嘘でしょ……」

　嘘だと思いたかった。

　どうして？

　その言葉が頭をよぎる。悲しさが心に広がった。










俺の全部で君を守る　Side 祥吾




『好き』

　その言葉をこの先聞くことがあるのかと思いながら毎日を過ごしていた俺は、完全に理性が崩壊した。

　ずっと聞けない可能性も覚悟をしていた俺としては、紗耶香の心からの微笑みも、俺に向けられる眼差しもすべてが愛しくて、ようやく手に入ったことがうれしくて紗耶香を抱きつぶしてしまった。

　さんざん抱き合った後、紗耶香が眠ったのを確認して、パジャマを着せて俺たちの寝室へと運ぶ。

　瑠偉はすやすやと眠っていて、紗耶香をベッドに横たわらせると無意識だろうが、コロンと紗耶香に寄り添うようにくっついて眠る。

　その姿を見て、俺は絶対にふたりを、そしてこれから増えるかもしれない家族を守ると決めた。

　誰になにを言われようが、もう揺るがない。

　そんな自分の気持ちを少しくすぐったくも感じつつ、紗耶香の実家のような温かい家庭を作ろうと心に決めた。




　次の日、紗耶香と五年前の話をしていると、まだどうにも話が噛み合わない。

　そこで思い出す、あの怪メール。情報を流出させたのは確かに副社長の斎藤だろうが、メールは長谷川が出したのか。

「紗耶香どうした？」

　急にコーヒーを飲む手を止めて考え込む紗耶香に俺は問いかける。

「ねえ、婚約の話なんてなかったのよね？」

「もちろんないよ」

　否定するも俺の中でも疑問が湧き上がる。なぜ紗耶香は俺が婚約をしたなどと思ったのだろう。

「どうしてそんなことを思ったんだ？」

「それは……」

　なぜか彼女の顔は青白く、呆然としているように見えた。

「紗耶香どうした？　それにしても斎藤がそれほど社長になりたいとは知らなかったから」

　俺が話をしているのを、紗耶香の震えた声が遮る。

「違うかもしれない」

「え？」

　俺は青ざめた表情の彼女を見つめた。




　週が明けて俺はいつも通り会社にいたが、これからのことを考えると苛立ちにも似た感情が広がっていた。

「和泉さん、今日の終業後、申し訳ないね」

　そんな気持ちを隠すように言った俺に、和泉さんはなにも言わなかった。

「今日は龍との時間が、とか言わないんだ」

　クスリと笑うと、和泉さんはじろりと睨みつける。

「私がそんな冷徹な女だと？」

「そんなことは言ってない」

　その怒りを含んだ表情に、俺は慌てて首をすくめて訂正する。

「じゃあ、そういうことを言わないでください。私だって怒ってるんです」

　感情をあらわにした彼女に、俺はありがたい気持ちでいた。




　仕事が終わり、カチカチと時計の音だけがする社長室に俺はひとりでいた。

　指定した時間ぴったりに控えめなノックの音が聞こえ、俺は「はい」と返事をする。

　周りをうかがうように入ってきた彼女――そう、紗耶香が慕っていた結城に俺はにこやかな笑みを浮かべた。

「悪かったね。終業後に呼び出して」

　俺の言葉に、結城は綺麗な微笑みを浮かべると、小さく首を振った。

「いえ、社長からの呼び出しに応えないわけありません」

「今日の仕事はもう終わってる？」

　今現在、結城には秘書課の全体の教育や管理を任せている。

「はい、秘書課は優秀な人材が多いので」

「そう。君のおかげだね」

　心にもないことを言うのはこれほど疲れるのかと思うも、俺は静かに椅子から立ち上がった。

　昔から俺を知る結城なら、もし、本当に結城が黒幕なら。

　その思いで昔を思い出して、少し髪をかき上げて結城に甘い瞳を向ける。

「座って」

　応接室のソファーへと促せば、結城はゆっくりとそちらへと向かう。

「ありがとうございます」

　あえて結城の隣に座り、俺は微笑みかける。

「社長……」

　やたら甘ったるい声に虫むし唾ずが走りそうになるも、俺はなんとかそれに耐えつつ、ふと思い出したように装い、核心に迫る言葉を発した。

「そういえば、最近仕事で立花さんに会った。彼女も君が教育してくれていたよな」

「ああ、はい。優秀な人材だったのに残念です。あんなことをするなんて」

　心底残念そうに見えるその表情に、女は怖いと思ってしまう。

「昔の秘書との仕事はしづらくて困るよ」

　そんなことはまったく思っていないが、表情を曇らせため息をつけば結城は俺の顔を見上げた。

「そうですよね。彼女、地位がある人が好きなので……あっ。私ったら」

　いかにも言ってはいけないことを言ってしまったふりをする結城に、もはや感心さえ覚えるが、まだ明確な自白は聞けていない。

「そうなの？」

「はい。昔から注意はしているのですが、男性関係だけは私ではどうにもならなくて」

「そうか。だから今も」

　そう言うと、結城はピクッと肩を揺らした。

「また社長に彼女はなにかを？」

　探るような瞳で俺を見る結城に揺さぶりをかける。

「ああ、再会してちょっとね。でもそんな女ならやっぱりダメだな。それなら君の方が」

「そうですよ。あんな愛人に情報を流して社長を貶おとしめるような子はダメです。今も専務の愛人をしているってこの間言ってました」

「へえ」

　俺の声のトーンはこれでもかというほど下がったと思う。演技ではなく、ただ、嘘でも紗耶香がほかの男の愛人になるなど、考えただけで嫉妬でどうにかなりそうだ。

「社長、今日は誘っていただいて……」

　とうとう手を伸ばしてきた彼女を、俺はこれでもかというほど冷たい視線で振り払う。

「え？　社長？」

　意味がわからないという表情の彼女を、俺は立ち上がり蔑さげすむように見下ろす。

「知らなかったのか？　あの件は彼女が犯人ではなく、副社長が自分だと認めたぞ」

　その言葉に、結城は驚いたように表情をこわばらせた。

「嘘！」

「それに立花が愛人をしていると本人が言ったんだよな」

「それは……」

　しどろもどろになる結城に畳みかけるように言葉を投げつけようとしたところで、社長室の扉が開いた。

「結城さん……どうして」

　そこには悲しさと、怒りを湛たたえた紗耶香が立っていた。

「紗耶香！」

　驚いたように叫ぶと、結城はすべてを悟ったのかズルズルと座り込んだ。

「嵌はめましたね。社長」

　静かに嘲笑うように言った結城に、俺は「お互い様だろ」と冷たい視線を向ける。

　本当ならば、女でなければ今すぐここで叩きのめしたい気持ちだ。

　それに、こんなことは紗耶香のいないところでやりたかったが、どうしても一緒に来ると言って聞かなかった。

　今までもたくさん苦労してきたのに、また傷つくようなことをさせたくなかったのに。

「どうしてこんなことを」

　静かにつぶやいた紗耶香に、結城は初めて今までの表情を崩し、悲しげな笑みを浮かべた。

「知ってました？」

　チラリと俺を見たその表情はいつもの自信にあふれた結城ではなく、今にも泣きそうな顔だった。

「なにをだ」

　静かに答えれば、彼女はキュッと唇を噛みしめた。

「祥吾さん、私とふたりで話をさせてくれますか」

　いきなり俺にそう言った紗耶香に、俺は驚いて声をあげる。

「そんなことできるわけないだろ。もしこいつが紗耶香になにかをしたら」

　俺がそう言えば、結城はうつろな瞳で紗耶香を見つめた。

「初めからきちんと両思いだって言ってくれればよかったのに」

　その意味がわからなくて俺は言葉を止めた。

「私の片思いだと思っていたんですよね？」

　紗耶香の問いかけに、結城は小さく首を横に振った。

「それは違う、五年前の私のしたことできっとすれ違っている。そう思っていたのよ」

「え？」

　紗耶香が少し驚いたように声をあげた。

「知ってた？　あの頃、たくさんの女性と遊んでいたように見えて、社長は絶対に社内の人間とは関係を持っていなかったのよ」

　その発言に、紗耶香が少し考えるような顔をしたが、確かに結城の言う通りだった。

　揉め事が起きるのが嫌で、社員には絶対に手を出さなかった。社内で関係を持ったのは紗耶香だけだ。

　そう思い出していると、結城が続ける。

「それが、紗耶香と関係を持っているって知って、私は焦ったのよ。もしかして初めて社長が本気になったかもしれないって」

　そこまで結城が言ったところで、紗耶香が俺を見る。

　なんとなく話の流れがわかった気がして、部屋を出ようとするがそれを結城が止める。

「いいんです。ここにいてください」

　静かでなんの感情も見えない結城の声に、俺は足を止めた。

「本当に申し訳ありませんでした。自分の欲のためにふたりの人生をめちゃくちゃにしました。警察にでもどこにでも突き出してください」

　室内がシーンと静まり返る。

　そこで今まで黙っていたため気づかなかったが、紗耶香に同行していた龍が声を発した。

「立花さんのパソコンから送信したのは誰？」

「それは長谷川部長です。でも彼に紗耶香を犯人に仕立てるのが適任だと助言したのは私です。そうすれば社長も失脚すると。長谷川は副社長と結託していましたし、利害が一致したんです。そして私はふたりを別れさせられる」

　なんとなく今までの話の流れで、俺に好意を持っていたことには気づいていた。しかしだからといって許されるわけもないし、許す気になどならない。

　俺が口を開こうとしたところで、紗耶香が結城の前へと歩いていくのがわかった。

　――バシッ。

　乾いた音が室内に響く。紗耶香が思い切り、結城の頬を叩いたのだ。

「あなたのせいで私の人生はめちゃくちゃになりました。でも、人を好きになる気持ちはわかります。どうして私がいなくなったのに、きちんと告白しなかったんですか？」

　怒りを含んではいるが、静かな声に、結城は頬を押さえたまましばらく考え込んだ。

「そうね。どうしてかしら」

　それ以上結城はなにも答えることはしなかった。

「連れていきます」

　龍の言葉に俺も静かに頷く。

　結城は立ち上がると静かに部屋を出ていこうとした。

「紗耶香、本当にごめんなさい。謝って許されるなんて思ってない。でも、やっぱりなにがあってもあなたたちは一緒になる運命だったのね。信じてもらえないと思うけどホッとしてるのよ」

　最後の方は小さくてつぶやくぐらいの声だった。俺は紗耶香のそばに行くと肩を抱き寄せる。

　俺はまったく結城に同情をする気も、許す気もないし、今でも罵声を浴びせたい。しかしきっと紗耶香はそれを望まないから、自分で制裁を加えたのだろう。

　結城の発言に、紗耶香はなにも返事をしなかった。

　後のことはまた明日でもいいだろう。今は紗耶香が一番だ。

「龍、また報告してくれ」

「はい」

　龍は小さく頷いた。

　和泉さんには悪いが、今日のところは龍に任せることにする。

「紗耶香、帰ろう」

　今にも泣きそうな紗耶香に、俺はゆっくりと語りかけた。




　放心状態の彼女を車に乗せると、俺は紗耶香の実家へと電話をかける。

　お母さんに瑠偉の様子を聞きつつ、今日ひと晩、面倒を見てもらえるか尋ねる。

　理由を話そうとすると、それを聞かずにふたつ返事で了承してくれた。

　家に帰り、紗耶香の手を引いてリビングのソファーに座らせれば、その瞳からボロボロと涙がこぼれ落ちる。

　今まで我慢をしていたようで、堰せきを切ったように嗚お咽えつを漏らす。それを包み込むように俺は紗耶香をギュッと抱きしめた。

　ひたすら泣き続ける彼女の背中をなでながら、落ち着くのを待った。

「ごめんなさい。シャツが……」

　どれぐらいそうしていたのだろう。ようやく泣きやんだ紗耶香が俺のシャツを見て口を開く。

「いいよ。これぐらい」

　仕事用にまとめていた髪を俺がほどくと、彼女は大きく息を吐いた。

「なんかね、もうよくわからないの」

「うん」

　あたり前だろう。もしかしたらと気づいてからの紗耶香は、あきらかに落ち込んでいたし、悩んでいるようだった。

　そして今日、結城が自分を陥れた犯人だったと、はっきりしてしまったのだ。それも俺との仲を壊すためだったとは。

　あんなに信頼しきっていた先輩の裏切りに、傷つかないわけがない。

「五年前のこと、許せるわけはないの。でも人を本気で好きになったら、なにをするかわからないのもわかるの。でも、そのせいで私たちは……」

　紗耶香の瞳からまた涙がこぼれ落ちる。

「うん、そうだな」

　俺もうまく言葉にすることができなかった。俺が好意を寄せられていたせいで、彼女がひどい目にあったのだから、自分にも責任がある気もする。

　しかし、そんなことを言っても、絶対に怒るのもわかっている。

「でも、やっぱり五年前、お互いが信じられなかったからいけなかったんだよね」

　紗耶香の言う通りだ。あれだけ同じ時間を過ごし、身体を重ねていたのに、少しの結城の揺さぶりに俺たちは翻弄され、憎み合ってしまった。

　そして離れ離れになり、大切な時間を過ごすことができなかった。

「これからは絶対なんでも話していこう」

　俺の言葉に、紗耶香も力強く頷いた。

　その後ふたりでゆっくりと湯船に浸かり、ただ触れるだけのキスを何度もして、抱き合ってベッドに入った。

　紗耶香の悲しみも、つらさも、これからは俺が一緒に受け止めていけるように。

　そんな思いを込めて紗耶香を抱きしめた。

「一生俺が守るから。安心しておやすみ」

　やわらかな甘い香りの髪にキスを落とすと、泣き疲れたのか小さく頷き、紗耶香は眠りについた。










これからの未来へ




「初めまして」

　私はかなり緊張していたのだろう。いつもはポーカーフェイスをすることなど簡単なのに、自分でも笑顔がぎこちないのがわかった。

　なんとか挨拶をした私に、目の前に座るふたりも静かに頭を下げる。

　真相があきらかになったあの日からすぐの週末、私たちは初めて祥吾さんの両親に挨拶するために彼の実家へ伺っていた。

　祥吾さんの車を降りて、目の前に現れたお城のような豪邸に、私も瑠偉もポカンとしてしまったのを見て彼は苦笑いをする。

「まあ、紗耶香の家みたいに楽しい家じゃないけど、緊張することはないよ」

　そう言いながら、瑠偉を抱き上げ中へと入って行ってしまう。

　それを私は慌てて追いかけ、玄関へと入ってまた唖然とする。この場所だけでどれだけの広さがあるかわからない。私たちが今借りている家も、相当広いと思っていたが、それとは比べ物にもならない。

「祥吾さん、お帰りなさいませ」

「ただいま。こちらうちの家事を手伝ってくれてる、花はな巻まきさん」

　年齢は五十代前半だろうか、優しそうな女性が私たちを迎え入れてくれた。

「お邪魔いたします」

　挨拶もそこそこに、私たちは花巻さんに案内されリビングへと通された。




　そして今、先ほどの『初めまして』という単純なセリフをなんとか口にしたところだ。

　私の両親のような一般人ではなく、大企業の社長とその奥様といった威厳があり空気がピリッとする気がした。

　勝手に妊娠をし、ひとりで許可なく子供まで生んでしまった私をどう思っているのか不安になる。

　未来の東和を背負う祥吾さんの妻としては、かなり力不足だろう。でももう離れたくない。

　認めてもらえるまで、なんでもするつもりだし、努力は惜しまないつもりだ。

　そのことを伝えようと、私は勇気をだしてふたりに視線を向ける。

「あの、このたびは誠に申し……」

　そこまで言ったところで、お母様が口を開いた。

「このたびはうちの息子が本当に申し訳ありませんでした」

「え？」

　きっと私はかなりマヌケな声が出てしまっただろう。あまりにも予想外のセリフに、さっきまでまとめていた内容が頭から抜けていってしまう。

「ことのいきさつは祥吾から聞きました。紗耶香さんのご苦労も」

　きちんと話をしていてくれた祥吾さんの気持ちもうれしかったが、なによりそれを受け入れてくれたご両親に感謝が募る。

「いえ、私こそ勝手なことをして本当にどうお詫びをしていいか」

　お母様の優しそうな雰囲気に今までの緊張が解け、私は少し苦笑しつつ言葉を口にする。

「紗耶香さんが謝ることなどなにもない」

　今までドンと無言で座っていたお父様のセリフに、私は慌ててそちらを見た。

「息子をよろしく頼みます」

「お顔をあげてください」

　頭を下げるお父様を、私が慌てて制止している横で、今まで大人しくいていた瑠偉が、我慢の限界だったのかソファーからぴょんと飛び下りた。

「おじいさま、おばあさま、でいいの？」

「まあ」

　誰のところへ行くのか瑠偉に問われ、私が昨日教えた言葉だ。私の両親は「じいじ」「ばあば」だが、やはりその呼び方がいいかなと思ったのだ。

　お母様はうれしそうに瑠偉に手を伸ばすと、お父様と自分の間に瑠偉を座らせる。

「そう呼んでくれるの？」

　お母様の言葉に、瑠偉は無邪気に頷くと楽しそうに走り回る。

「紗耶香さん、私たちに孫をありがとう」

　そう言ってふたりは幸せそうに笑ってくれた。

　そのあと、いろいろお話をすることができた。厳しく育ててきたせいで、なかなか本音を言えない環境にしてしまったこと。

　そのことが原因で祥吾さんに愛情が育っていなかったらと心配していたそうだが、私と瑠偉を溺愛する祥吾さんを見て、本当によかったと喜んでくれた。

　これからは祥吾さんとご両親の関係もきっとよくなっていく気がする。

　こうして私たちは遠回りをしたが、両家の家族に認められ本当の家族になれた気がした。




「紗耶香、今日は疲れただろ？」

　瑠偉もあの後、たくさん遊んでもらい夕食までごちそうになり、自宅へ戻ればコテンと眠りについた。

　そんな瑠偉をふたりで眺めていると、祥吾さんが私をいたわるように声をかける。

「そんなことないよ。祥吾さんのご両親にきちんとご挨拶ができたし、たくさんお話もできて楽しかった」

　心からの思いを祥吾さんに伝えながら見つめれば、彼は少し照れたような、安堵したような表情を浮かべた。

「俺さ、今だから言えるけど、急に瑠偉の父親になったことに不安もあったんだよ」

　いきなり真面目な口調で話し出した祥吾さんに、私は少し驚きつつ視線を向けた。

「ずっと後継者としてのプレッシャーもあって、まわりからの期待に応えようとしたせいか、孤独を感じてたんだ。両親にもうまく愛情を伝えられずにいた」

　そこで祥吾さんは一度言葉を止めると、小さく息を吐いた。

「俺は瑠偉の父親をきちんとできてる？」

　少し不安げな祥吾さんは、私に確認するように尋ねると頬に触れた。

　私も自分の手をそれに重ねて、まっすぐに彼の瞳を見つめる。

「祥吾さんはきちんと瑠偉のパパになれてるよ。だって瑠偉のこと大好きでしょ？」

「それはもちろん」

　間髪を入れずに言った祥吾さんに、私は心から微笑む。

「それだけで十分だと思うな。それにパパといる瑠偉は本当に楽しそう。いいパパだよ」

「ならよかった」

　私の言葉に祥吾さんは安堵した表情をすると、小さく息を吐いた。

「祥吾さんのご両親も、祥吾さんをとても愛していらっしゃるのを感じた。だからこうして和解できたんだと思う」

　穏やかに言えば、祥吾さんも少し間を置いた後頷いた。

「俺がもっといろいろな話をしてくればよかったんだよな。これからはきっと大丈夫だと思えたよ」

　私も同意するように祥吾さんの手をギュッと握れば、優しくキスをされる。

「紗耶香、ありがとう」

　まだ額がくっついたまま、祥吾さんは私の瞳をジッと見つめてお礼を伝えてくれる。

「なにもしてないよ」

　微笑んだ私から、そっと距離を取ると祥吾さんはおもむろに立ち上がった。

　どうしたのかと思えば、そっと私の手を引き立ち上がらせる。そして眠る瑠偉を優しい瞳で見つめた後、私を寝室から連れ出した。

「どうしたの？」

　このまま眠ると思っていた私は、わけがわからず問いかければ、祥吾さんは以前私が使っていた隣の部屋の扉を開けた。そこにはいつの間にか、テーブルの上に軽食やシャンパンが用意されていた。

「どうしたの？　これ」

　驚いている私を窓際の椅子に座らせると、私を見つめた。

「まだ少し食べれる？」

　祥吾さんの実家でおいしい料理をいただいたが、食べることが大好きな私は並べられたキラキラと光るサーモンやチーズに目を向ける。

「食べられるけど……」

　今の状況が理解できず、困惑気味に答えれば祥吾さんはクスリと笑った。

　そして慣れた手つきでシャンパンをグラスに注ぎながら言葉を続ける。

「昔ふたりで行ったレストランとか、思い出の場所では無理だけど、紗耶香に少しでも覚えていてほしくて」

　注ぎ終えたシャンパンのボトルを静かにテーブルに置くと、おもむろに椅子に座っている私の前でひざまずく。

「祥吾さん？」

　驚いて声をあげれば、彼はもうひとつの椅子に置かれていた小さな黒い紙袋から、小ぶりな箱を取り出した。

　それは私でも知っている、有名ブランドのもので驚いてしまう。

「紗耶香、俺と結婚してください」

　すでに籍が入っている私たち。プロポーズはもうされることなどないと思っていた。

　祥吾さんの真剣な瞳に、私は涙が浮かぶ。いろいろなことがあり、一緒にいない時間もあった。でももう一度出会いやり直すことができた。

　ポロポロと涙がこぼれ落ちるのを、私は指で拭いながら何度も頷く。

「私でよろしければ」

　なんとか言葉を発せば、祥吾さんはそっと箱を開けて指輪を取り出す。そこには大きなダイアモンドと、小さなダイアモンドが散りばめられたリングが光っていた。

　ゆっくりと私の左手を取ると、薬指にはめてくれる。

「ぴったり。祥吾さんありがとう」

　うれしくて仕方なくて、指輪を眺めながらお礼を伝えると、祥吾さんは、私の手を取り、指輪のはめられた薬指にキスを落とす。

「一緒に過ごせなかった分も、紗耶香を甘やかすし、瑠偉との思い出もたくさん作るから愛される覚悟をして」

　大好きな自信にあふれたその瞳に、私は何度も頷く。

「私も絶対祥吾さんを幸せにするからね」

　そのまま同じ目線にいる祥吾さんに勢いよく抱きつく。ふたりで床に座って抱きしめ合い、見つめ合ってキスをした。

「抱きたい。料理は明日でいい？」

「うん」

　キスをしながら答えるとそのまま、私たちはベッドへ倒れこんだ。

　さっきまでとは違う濃厚なキスをしながら、お互いの服を脱がしあう。

　全身に落とされるキスに、私はたまらず腰が跳ねる。

　しかし、今日の祥吾さんはなぜか、私を焦らすことに使命感を持っているようで、核心部分に触れては、すぐに止めるを繰り返す。

「なんか意地悪じゃない？」

　もどかしくて、涙目で祥吾さんに問いかければ、彼は困ったように私を見つめる。

「今日はたくさん紗耶香をかわいがるって決めたけど、余裕もないんだよ」

　そんな祥吾さんに私は手を伸ばす。

「もう待てない。早く」

　正直な気持ちを伝えれば、祥吾さんは大きく息を吐いた後、私の頬に触れた。

「ダメ。もう少しだけかわいがりたい」

　そのセリフと同時に甘い愛撫を再開した祥吾さんに、私はもうなにも考えられず涙がこぼれ落ちる。

「いじめすぎた？」

「バカ」

　そういいながら彼の頬に手を伸ばせば、大好きな笑顔とキスをくれる。

　その後、私は深く甘い快感の中に落ちていった。










エピローグ




「ママ、きれい」

　母のうしろでなぜかこっそりとこちらを覗いている瑠偉に、私はニコリと微笑む。

「本当？　瑠偉もとってもかっこいいよ」

「うん」

　今日は瑠偉もタキシードでばっちり決めていて、とてもご機嫌だ。

　春になった今日、私たちは結婚式をあげる。

　親族や親しい人たちだけの式だが、祥吾さんが衣裳はオーダーすると言って聞かず、私は上品なサテン生地のウェディングドレスに身を包んでいた。

　あの後、結城さんは退社した。故郷である東北の町へと帰ったと聞いた。

　長谷川の所在を探るためにも警察沙汰にすべきという話も出たようだが、五年前の話であり、当事者である祥吾さんと私で話し合い、会社のマイナスイメージにもなることから、大事にすることはやめた。

　今さら蒸し返しても、私たちの時間は戻ってこない。そう思ったからだった。

　これ以上、なにも起こらなければそれでいいし、これからは前だけを向いていきたい。




「紗耶香さん、ちょっといいかしら？」

　そんなことを考えていた私だったが、ホテルスタッフの案内で入ってきた人に、私は目を向けた。

「おばあさま」

　その姿に瑠偉がパッと顔をほころばせてパタパタと走っていく。

「瑠偉、今日もかわいいわね」

　満面の笑みを浮かべ、瑠偉の頭をなでた後、祥吾さんのお母様は瑠偉を抱き上げた。

「お母様、今日はありがとうございます」

　立ち上がって頭を下げた私に、お母様は小さく頭を振る。

「約束のものを持ってきたの。使ってくれるかしら？」

　お母様の隣ではお父様が紙袋を持っていて、私の前のテーブルに置く。

　スタイリストの女性がそれを確認するように手にした。

「本当によろしいんですか？」

　私の言葉に、私の母も祥吾さんのご両親を見つめる。

「使ってほしいとお願いしたのは私の方よ」

　袋を開けば、キラキラと光るダイアモンドのティアラとネックレスが現れる。

　つい感嘆の声が漏れるほど、それは素晴らしく綺麗だった。

　結婚式をどうするかという話をしたとき、東和グループの子息ともなれば大規模な式をしなければと思っていたが、祥吾さんが断固としてそんな形式だけの式はしないと言い張った。

　悪意のあるマスコミに、私や瑠偉を巻き込むことだけはしたくない。そう決意した祥吾さんに、ご両親もそれでいいと言ってくれた。

　しかし、お母様は代々東和家に伝わるティアラのセットだけは使ってほしいと言ってくださった。それがこれだ。

　スタイリストさんが最後にティアラを頭にのせてくれると、一気に華やかになる。

「よく似合ってるわ」

　お母様の声に、私もうれしくて笑顔になる。

「じゃあ、紗耶香、後でね」

　両親たちが出ていってしまい、ひとりになった私はジッと鏡に映る自分を見つめた。

　瑠偉を生んだときは、もうこんなドレスを着ることはないと思っていた。ひとりでも絶対に瑠偉をしっかり育てるんだ。それだけを考え、意地を張って、自分を強く見せて偽ってきた。

「紗耶香」

　やわらかな大好きな声が聞こえて、私はうしろを振り返った。

　ダークグレーのタキシードが、ブラウンの髪と綺麗な瞳によく似合っていた。

「素敵！」

　つい声をあげると、祥吾さんは苦笑する。

「俺の言葉を先に言うなよ」

「だって、本当にそう思ったの」

　笑っていた私だったが、目の前に綺麗な瞳がありドキッとする。

　今日の祥吾さんはいつもより素敵すぎて、心臓が煩うるさい。

「本当に綺麗だよ、奥様」

〝奥様〟

　その言葉が少しだけくすぐったい。

　触れるだけのキスをしたところで、「時間です」とドアの外から聞こえた声に、私たちは微笑み合う。

「さあ、瑠偉が待ってる」

　祥吾さんの言葉に、私は大切な瑠偉の笑顔を思い浮かべて祥吾さんの手を取った。

　これからもたくさん大変なこともあるだろう。それでも私たちは一緒に歩いていく。

　私らしく、自然でいさせてくれる、この愛する人の隣で。










番外編　ふたりのその後




「立花、ここに置くぞ」

　大きなリボンのついた箱を置いた大村専務に、私はお礼を述べる。

「ありがとうございます」

　そこへ慌てたような鏡花さんの声が聞こえた。

「紗耶香ちゃん、ごめん。隆たか人ひとも庭に行っちゃった」

　隆人くんは、一歳半になったふたりの息子で、歩くのが楽しくて仕方ない時期だ。

「大丈夫です。庭に祥吾さんも瑠偉もいると思うから」

　私が答えれば、大村専務が「俺が行くよ」とやわらかな笑みで鏡花さんに声をかける。

　会社にいるときとは別人のような優しい笑みの大村専務に、鏡花さんと笑顔で視線を交わす。

　結婚式をしてから二年が経ち、借りていた家を引き払い、新居へと引っ越しをした。

　祥吾さんと相談しながら建てた家は、私たち家族のお気に入りだ。

　子供が過ごしやすいように、庭には芝生を敷き、小さいながらもブランコや滑り台などがある。

　瑠偉が元気いっぱい遊べる環境にしてくれた祥吾さんに感謝だ。

　そんな中、今日は引っ越し祝いを持って大村夫妻が遊びに来てくれた。

「この空気清浄機、本当にいいのよ。ひとつ足りないって言ってたよね？」

「そうなの。部屋が増えたし、リビングも前より広くなったから」

　最近ではママ友として仲良くしてもらっている鏡花さんにお茶を出しつつ、私はその箱を開ける。

「うわーおしゃれだし、すごいよさそうね」

　私の言葉に鏡花さんも頷く。

「こんな素敵なものをありがとうございます」

　丁寧に頭を下げれば、鏡花さんもさすが家元のお嬢様といった雰囲気で頭を下げる。お互い顔を見合わせてクスクス笑っていると、庭から声が聞こえた。

「マーマ、のどかわいた」

　五歳を過ぎた瑠偉は元気いっぱいだ。そしてそのうしろをトテトテと歩いてくる隆人くんはとてもかわいい。

「手洗ってきて。おやつにしましょう」

　瑠偉たちのうしろから、大村専務と祥吾さんが笑いながら入ってくる。

　今ではすっかり仲良くなり、会社の経営者として意見を交わしたり、ふたりで飲みに行ったりしている。

　四人が戻り、お茶を淹れケーキを食べていると、部屋に泣き声が響く。

「あ、天あま音ねが起きた！」

　ケーキに夢中だった瑠偉が、一番に椅子から下りるとベッドへと走っていく。

　私もついていこうとすると、祥吾さんが笑顔で私を制する。

「紗耶香、いいよ。ゆっくりしてて。俺が行く」

　祥吾さんはコーヒーカップを置き、私の髪に触れた後、瑠偉を追いかける。

「今じゃあの頃が嘘みたいに、祥吾は立花に甘いな」

　クスリと笑う専務に、私も言い返す。

「よく言いますよ。専務だって鏡花さんにべたぼれのくせに」

　そんなことを言い合っていると、祥吾さんが私たちのお姫様の天音を抱いて戻ってくる。

　まだ生後三カ月の天音は、結婚して一年ほど過ぎて授かった私たちのふたり目の子だ。

「オムツだった」

「ありがとう」

　笑顔を交わしていると、ようやく首が座った天音を抱いた祥吾さんに、瑠偉がべったりとくっついて天音の顔を覗き込む。

「パパ、天音ご機嫌だね」

　すっかりお兄ちゃんの瑠偉に、私もうれしくなってしまう。

　私がふたり目が欲しいと言ったとき、祥吾さんは初め賛成をしなかった。

　もし、万が一私にまたなにかがあったらと、私をギュッと抱きしめて『三人で十分だ』そう言ってくれた。

　そんな優しい祥吾さんだから、私は大丈夫だと思った。

　それに瑠偉の小さい頃を見られなかったからこそ、今度は初めから父親になってほしかった。

　そんな私の思いをわかってくれて、ふたり目を授かった。

　出産時のいろいろなリスクも考えて、瑠偉のときにもお世話になった総合病院で出産をした。

　そして無事に帝王切開で、天音は生まれてきた。

　あのときの祥吾さんの涙が今でも忘れられない。

　そんなことを感慨深く思い出していると、隆人くんが専務の腕の中でウトウトとし始めた。

「寝そう？」

　鏡花さんの声に、専務が小さく頷く。

「立花、産休中ゆっくりしろよ。また来る」

「紗耶香ちゃんまたね」

　ふたりが立ち上がったのを見て、私たちも玄関まで見送る。

　こうして温かい環境で過ごせることが幸せだ。




　その夜、お風呂を出れば、祥吾さんが天音を抱っこしてあやしてくれていた。

「ありがとう。天音お腹すいたのね」

　瑠偉はもうぐっすりだが、時計を見て天音のミルクの時間だとわかる。

「ゆっくり入れた？」

　祥吾さんはソファーに座った私の腕に天音を預け、隣に座ると私に優しくキスを落とす。

「うん、祥吾さんのおかげよ」

　チュッとリップ音を立ててキスを返して答えれば、祥吾さんのキスが深くなる。

「祥吾さんストップ、天音のミルク！」

　ふにゃと泣き声をあげた天音の顔をふたりで覗き込む。

「ごめんな、天音。ちょっとだけパパもママとの時間が欲しかったんだよ」

　そう言いながら天音のほっぺに触れる祥吾さん。

「幸せだね」

　私の言葉に、祥吾さんも大好きな笑顔を見せてくれた。

　これからも私たちはずっと一緒に生きていく。
















特別書き下ろし番外編










初めてのクリスマス




　今年のクリスマスは、瑠偉にとってはきっと思い出深いものになると思う。




　二十四日のクリスマスイブ、東京都内は珍しくパラパラと雪が舞っていた。

　ひらひらと桜の花びらのように空から降っては消える雪。どこからともなく舞い落ちる雪は幻想的で私はとても好きだ。

　そして瑠偉はといえば、物心ついてから初めて見る雪に興味津々だ。

「ママ、見て！　あー」

　最初と最後であまりにも声音の違う瑠偉に、私はつい笑ってしまう。

　手の中に捕まえたと思った雪が、私のところへと走ってきたころには無くなってしまっていたのだ。

「あら、なくなっちゃったの？」

「でも、ぼくちゃんととったよ」

　必死に説明する瑠偉に、私も舞い落ちた雪を手に乗せた。

「瑠偉、ほらみて」

　白い雪は私の手でスッと水になり消えていく。

「瑠偉の手が温かいから、雪さん解けちゃたんだよ」

　難しいかなとは思いつつも説明すれば、瑠偉は「そっか」ともう一度雪を手に乗せた。

　そんな会話をしていると、やわらかな声が聞こえる。

「瑠偉が優しいからきっと雪さんは恥ずかしいんじゃないか？」

「パパ！」

　先に車のエンジンを掛けに行っていた祥吾さんが戻ってきたことがわかり、私も振り返った。

「意外。物語を書く才能あるんじゃない？」

　私とは違うメルヘンチックな解釈にクスリと笑えば、祥吾さんも雪を掴むように手を伸ばした。

「俺、昔小説家になりたかった時期もあるんだよ」

「そうなの？」

　意外なセリフに私は隣の祥吾さんを見上げた。

「誰にも言ったことはないけどな」

　遠い子供の頃を思い出したのか、懐かしむような表情で空を見上げていた。きっと後継者になると決まっていて、言葉にはできなかったのだろう。

「瑠偉もパパの書いたお話聞きたいと思う。今度書いてみて？」

　問いかけるように言えば、少し恥ずかしそうな表情をした後、祥吾さんは瑠偉を抱き上げた。

「どんなお話がいい？」

「おさかなのおはなし！　ぼうけんするの」

　間髪いれずに答えた瑠偉に、祥吾さんは少し考えるような表情をした。

「お魚か……」

「うん、あおとかあかのおさかながいっぱい」

「わかった。少し待ってて」

　ふたりで楽しそうに繰り広げている親子の会話を、私は微笑ましい気持ちで聞いていた。

「紗耶香、行こうか。お母さんたちも待っているだろ」

「そうだね」

　結局色々話し合った結果、土曜日ということもあり祥吾さんの実家に私達はお呼ばれすることにした。

　私の両親も一緒にだ。顔合わせという形で、祥吾さんのご両親は私の両親にお詫びをしてくれた。

　その時、意外にも私の母と祥吾さんのお母様は仲良くなり、クリスマスも一緒に過ごすことになったのだ。

　初めてパパと過ごすクリスマスはとても賑やかなものになりそうだ。




　実家に寄り両親を車に乗せると、私たちは祥吾さんの実家へと向かう。

「すごい豪邸ね……」

　誰でもこの反応になってしまうのだろう。ポカンと祥吾さんの実家を見上げる両親に苦笑する。

「入ってください」

　祥吾さんの言葉に私たちも中へと入れば、玄関で祥吾さんのお母様が出迎えてくれる。

「おばあさま！」

　元気よく呼んだ瑠偉に、お母様もうれしそうだ。

「わざわざ来ていただきありがとうございます」

　お母様の言葉に、私の両親も頭を下げる。

　大きなリビングに通されれば、そこには天井まであるクリスマスツリーが飾られていた。

「うわー」

　瑠偉はすぐにそこへと走り寄ると、キラキラ光るオーナメントを眺め始める。

「瑠偉、綺麗だろ？　おばあ様と一緒に飾り付けたんだ」

　祥吾さんのお父様の言葉に、瑠偉も「うん、おじいさま。ありがとう」と笑顔を向ける。

「まだあったんだ。このツリー」

　そんなふたりの横で小さくつぶやいた祥吾さんの言葉に、私がそっと横顔を仰ぎ見れば、ツリーに飾られた少し不格好な木で作られたオーナメントを手にする。

「ええ、祥吾が小さい頃お父さんと作ったものね」

　お母様の説明に、祥吾さんはオーナメントを見つめていた。

「またお前の子供に見せられる日が来てよかった」

　静かな声音だったが、温かさを含んだお父様の言葉に、祥吾さんも小さく頷いた。

　きっと言葉は少なく、伝わりにくかった愛情だったかもしれないが、紛れもなくご両親は祥吾さんを大切に思ってきたのだ。

　何年も出されていなかったツリーを、こうして瑠偉や私の両親も一緒に見られたことがとてもうれしい。

「それと、今日は亜あ里り沙さが帰って来るのよ」

「亜里沙が？」

　祥吾さんの驚いた声に、私もご両親を見た。亜里沙さんというのは、話にだけ聞いているが、祥吾さんの妹で今はオーストラリアにいると聞いていた。

　そんな話をしていると、いきなりリビングの扉が開いた。

「ただいまー。やっぱり日本は寒い！」

　そこにはひとりの女性が立っていた。私も背が高い方だが私と同じ、いや、もしかしたら私よりも高いかもしれない。

　ぱっちりとした大きな瞳はやはり祥吾さんと同じ色で、ブラウンの肩までの髪は綺麗にそろえられている。

　ボルドー色のコートがとても似合っていて、美人でスタイルも良いその人は、やはり祥吾さんの妹だと思ってしまう。

「こら、亜里沙。まずご挨拶をなさい」

　お母様の言葉に、亜里沙さんはフフっと肩を揺らし私たちを見た。

「初めまして、祥吾の妹の亜里沙です。どうしてもこの偏屈な兄と結婚してくれた素敵な人とご家族に会いたくて帰ってきました」

　お茶目に笑うその人は、とても気さくな女性のようで私もホッとする。

「紗耶香です。そして私の両親です。よろしくお願いします」

　両親も笑顔で挨拶をしていると、私たちの足もとでピョンピョンと瑠偉が跳ねる。

「ぼくもいるの！」

「あら、ハンサム君。ごめんね。亜里沙よ」

　亜里沙さんはしゃがむと、瑠偉の頭をなでまわす。

「ハンサムくんじゃないの。るいだよ」

「瑠偉！　かっこいいわね」

　亜里沙さんに褒めてもらえて、瑠偉もまんざらでもない表情を浮かべる。

「亜里沙、相変わらずだな」

　小さくため息を付きながら祥吾さんが言えば、亜里沙さんは腰に手を上げてジッと祥吾さんを見据える。

「お兄ちゃんは、少しは人間らしくなったんじゃない？」

　ふふっとやわらかに笑う亜里沙さんに、少し驚いた表情をした後、祥吾さんは「ああ」とだけ穏やかに口にした。




「さあ、挨拶はそれぐらいにして食事にしましょう」

　お母様に言われてダイニングテーブルに目を向ければ、ケーキはもちろん七面鳥やオードブルと、とても豪華でおいしそうな料理が並んでいた。

　そして、瑠偉の席には大好きなお子様ランチが置かれていた。

「うわー、これぼくの？」

　サンタクロースの飾りや、ミニハンバーグ、エビフライ、唐揚げ。大好物ばかりの内容に瑠偉はもう目の前の料理にくぎづけだ。

　その後は、私の両親もみんなで楽しく会話も弾み、楽しいひと時を過ごした。

「ねえ、瑠偉。サンタさんにはなにを頼んだの？」

　亜里沙さんの言葉に、瑠偉は一瞬考えた後口を開く。

「もう、もらったんだよ」

「え？」

　何度か祥吾さんとふたりでプレゼントを聞いても、具体的に言わなかった瑠偉。

　欲しいものが決め切れていないのかと思っていた。

「パパがほしいなっておもってたの。だからもうもらったでしょ？」

　その無邪気な言葉に私は目頭が熱くなる。それは祥吾さんやみんなも同じだったようで、一瞬静まり返った。

　そんな静寂を破ったのは、やはり私の母だった。

「そう、でももしかしたら、いい子の瑠偉にはサンタさんなにかくれるかもしれないわよ」

　その明るい声に、みんな一様に瑠偉に笑顔を向ける。

「うん」

　うれしそうに返事をしつつ、瑠偉が唐揚げをフォークで刺せば、コロコロと転がってしまう。

「あー、ぼくのからあげ」

　そんな様子に笑いながら、隣に座っていた祥吾さんがそれを拾い瑠偉の口へと運ぶ。

「パパ、ありがとう」

「美味いか？」

「うん」

　幸せだ。

　その気持ちしかなかった。こんなふうに愛する人たちに囲まれて笑顔でいられることで、今までのつらかったことも過去に変わっていく。

　あのときのことを笑えるように。これからもっと幸せになるために努力をしていこうと心に決めた。




　その夜眠りにつく前、瑠偉は枕もとにおばあ様にもらった大きな靴下をぶら下げていた。

「パパがほしかったか……」

　寝顔を見つめていた私は、そっとつぶやいて瑠偉の頬をなでる。

「気にするなよ」

　風呂から上がったばかりの祥吾さんが私の横へと座る。

「そうだね」

　静かに瑠偉から手を離し、祥吾さんを見れば優しい表情で瑠偉を見ていた。

「屈託なく、『パパが来てくれてよかった』、そう言ってくれてうれしかった」

　そう、いなかったことを恨むのではなく、ただ喜んでいた瑠偉に救われたのは事実だ。

「これから今までの分も幸せにする」

　そう言って祥吾さんは私の肩を抱き寄せる。しばらくそのまま彼の肩にもたれ掛かりその温もりを感じていた。

「瑠偉のプレゼント、いくら大きな靴下でも入らなかったから、ツリーの下に置いてある」

　初めてのクリスマスということで、祥吾さんはこれでもかと張り切ってプレゼントを買ってきた。

　木製の魚釣りセットや、電車のおもちゃなど。そして両家の両親からもプレゼントを預かってきた。

　どこまでもみんな瑠偉に甘すぎる。

「買いすぎよ。今までの分を取り返すのはいいけど、甘やかすばっかりじゃダメだからね」

　チラリと視線を向ければ、祥吾さんは苦笑しつつ私にチュッとリップ音を立ててキスをする。

「少しぐらい甘やかすのは見逃して」

「まったく」

　困ったパパだ。そうは思うも、祥吾さんが瑠偉を大切に思ってくれることが心からうれしい。

　明日、瑠偉が起きて、驚く姿を見るのが楽しみだ。

　そう思いながら、すやすやと眠る瑠偉の横に私たちはもぐりこんだ。




「うわーさんたさんきたよ」

　祥吾さんの実家ほど大きなツリーではないが、我が家にも飾られていたホワイトのクリスマスツリーの下に置かれたたくさんのプレゼントの山に、瑠偉は目を丸くした。

「よかったな。瑠偉」

　知らないふりをしつつ、瑠偉と一緒にプレゼントを開ける祥吾さんがとてもかわいらしく見えてしまう。

「瑠偉よかったね。プレゼント開けたら朝ごはんにしようね」

　私の声が聞こえているのか不明だが、目をキラキラさせながらプレゼントを開ける瑠偉が不意に私の方を見た。

「ねえ、これはママへってかいてあるって。パパが」

「え？　ママ？」

　言われている意味がわからなくて、料理の手をとめてクリスマスツリーのもとへと行けば、クリスマスカラーのリボンが結ばれている白い箱を瑠偉が私に手渡す。

「ママも開けてみれば？」

　祥吾さんの言葉に、私はハッとして彼を見れば優しい笑みを浮かべていた。

　包装紙をゆっくりと丁寧に開ければ、プロポーズされたときと同じブランドの箱があった。

　ドキドキしながら箱を開ければ、リングとお揃いのピアスが入っていた。

　ダイアモンドがキラキラと光りとても綺麗だ。

「素敵……」

　つい言葉を漏らせば、祥吾さんが他人事のように口を開く。

「ママ、それ仕事のときでも使えそうだな」

「うん、すごく素敵。毎日使えそう。サンタさんにお礼を伝えないとね」

　素直に口にすれば、祥吾さんはなぜか少しイジワルそうな表情を浮かべた。

「そうだよ、ママ。きちんと夜サンタさんにお礼をしないとな」

　その言葉の意味、『夜は覚悟しておけ』というように聞こえて、私は顔が真っ赤になってしまう。

「それは、考えておきます」

　咳ばらいをしながら答えれば、瑠偉がきょとんとした表情を私に向ける。

「ママ、きちんとおれいはしなきゃダメなんだよ」

「あ、そうだね。うん。きちんとするよ」

　苦笑しつつ言えば、祥吾さんは「楽しみだな」と私の耳もとで囁いた。

　もう。そうは思うも、少しだけ今日の夜が楽しみなのは内緒だ。

　私だって、祥吾さんにネクタイのプレゼントを買ってある。それはこっそり夜渡そうと思っていた。

「瑠偉、いつかパパと一緒にクリスマスツリーに飾るオーナメント作ろうな」

　お父様との大切な思い出を、自分の息子とも共有しようとする祥吾さんはとても穏やかな顔をしていた。

　私にとっても家族揃った初めてのクリスマスは、とても幸せな日になったのは言うまでもない。










幸せな時間　Side 祥吾




　五年前のある夜。




『やたら浮かれていないか？』

　いつも無表情な龍が珍しく、怪訝な表情を浮かべつつ言ったセリフに、俺は表情を引きしめる。

　いつの間にか無意識に顔が緩んでしまっているようだ。

　週末の夜、久しぶりになじみのバーのカウンターで飲んでいた俺たち。

　周りからの視線を感じるのはいつものことで、何人かの女性に声をかけられるのを軽くかわしつつ飲んでいた。

『お前、彼女は作らないのか？』

　唐突に聞いた俺に、今度ははっきりと露骨に嫌そうな顔をした。

『お前、なに言っているんだ？』

　俺たちは高校からの親友だが、昔からお互いに本気の恋愛をしてこなかった。

　真面目に付き合うことなどなかった俺が発した『彼女』という単語に龍は驚いたのだろう。

　ここ最近、俺は遊びで付き合ったりはしてきたが、龍に至ってはそれすらない。

　昔は告白をされれば付き合っていたようだが、いつも別れ際には『私じゃなくても誰でもいいんでしょ』と告げられ、それから誰とも付き合わなくなった。

　誰もが振り返るようなルックスに、知性、ステイタスすべてを持っているにも関わらず、自分には欠陥がある、そう言って女を避けてさえいる。

　自分が好きな女を見つけたからと言って、龍に押しつける気はないが、最近自分でも感じる感情に戸惑いや、喜びを龍にも感じてほしかった。

『まさかお前、真剣な彼女でもできたのか？』

　静かにグラスを傾けながら俺をちらりと見た龍に、返事を言いよどむ。

『彼女というか……』

　紗耶香のことをどう説明しようかと思案する。まだ彼女ではないが俺はもう完全にはまっているし逃がす気はない。

『まだ正式に付き合ってはいないけど、いつかは俺のものにするよ』

　自信たっぷりに答えれば、龍は大きなため息をついた。

『お前さ、本気になるのなんて初めてじゃないのか？　今までみたいな金目当てじゃないって言い切れるのか？』

　昔から俺に寄ってきた女を知っている龍が、怪訝そうに顔をしかめる。

『紗耶香はそんなんじゃない』

　そう言い切れば、龍はもうなにも言わなかった。

　その夜はふたりで浴びるほど酒を飲んだ。

『紗耶香に会いたい』

　ふと漏れた俺のセリフに、龍が嘲笑うように口を開く。

『欲求の解消だろ？』

　酒を飲んだら、女を抱きたくなる。そんな生理的欲求だと思われたのだろうが、今の俺は違う。

　純粋に紗耶香の顔が見たかった。紗耶香が笑ってくれて、隣にいてくれ、抱きしめてくれて。まあもしかしたら抱くかもしれないが。

　そんなことを考えていた俺は、どんな表情をしていたのだろう。

『祥吾、お前気持ち悪い』

　龍の冷めた視線に、コホンと咳払いをしてグラスに手を伸ばす。

『そんなんじゃないよ。ただ隣にいてくれるだけで幸せって思うぞ。お前も誰かとまた付き合ってみたら？』

　そんな俺ののろけに、龍は心底嫌そうな顔をした。




「あのときは紗耶香のことを信じてたな」

　結婚式をあげてから半年、瑠偉はもう眠りについていて、久しぶりに紗耶香とソファーに座り映画を見ていた。

　不意に漏らした俺の言葉に、紗耶香は「いきなりなあに？」と首を傾げる。

「いや、昔、紗耶香と一緒にいた頃、龍に言った言葉を思い出したんだよ」

　今日は、龍と龍の妻である和泉佐知さんが遊びに来ていたこともあり、不意に浮かんだその記憶に俺は苦笑いをする。

「どんな？」

「俺たちってさ、あまり女を信じてなかったんだよ。だから龍に俺が好きな女ができたって伝えたとき、騙されてるんじゃないかって言われて」

　俺のたわいない昔話を、紗耶香はにこにこしながら聞いている。

「紗耶香はそんな女じゃない。はっきりと言い返したのを思い出した」

　そんな俺に、紗耶香は軽く睨みつける。

「そんなに信じてくれてたのに、あっさりと噂を信じたのね」

　鋭い彼女に俺はタジタジになりつつ、言い訳を口にする。

「紗耶香のことがそれぐらい好きだったってことだよ」

　好きだからこそ裏切られたショックが大きかったし、幸せすぎた記憶がつらかった。

　お詫びの意味も込めて、紗耶香にキスをすれば俺の大好きな笑みを浮かべてくれた。

「あの日さ、紗耶香に会いたいって言いながらめちゃくちゃに飲んだんだよ。そんな俺を見た龍は冷たかったな」

「そんな日があったの？」

　紗耶香は少し思案するような表情を浮かべた。

「あるよ。紗耶香から誘いを断られた日があっただろ？」

「ああ、そうだったかもね」

　苦笑しつつ同意した紗耶香を俺は引き寄せる。

「紗耶香だけだよ。俺をあんなに振り回したのは」

　ギュッと力いっぱい抱きしめると、紗耶香は俺の腕の中でクスクス笑う。

　そっと力を抜いて、紗耶香の瞳を覗き込めば、いたずらっ子のような顔で俺を見つめていた。

「会いたいって思ってくれてたのは、身体目当てじゃなくて？」

　からかうような紗耶香に、俺は拗ねたように返事をする。

「龍も俺にそう聞いたよ」

「それで？」

「ただ会いたいって答えたよ」

　あたり前だと言わんばかりの俺に、紗耶香はふわりと表情を緩める。

「私もあの頃から、ただ会えれば幸せだったよ」

　懐かしそうな瞳を向け、俺の頬に触れた紗耶香の手に、自分のそれを重ねる。

　そう。ただこうして一緒にいるだけで俺は幸せだ。

　金で買えないものなどない。そんなことを思っていた自分が恥ずかしくなる。愛情や優しさ、生きていく上で大切なことを紗耶香は教えてくれた。

「でも、今は龍一郎さん、佐知ちゃんのことを溺愛してるわよね」

　紗耶香は今まで龍と佐知さんと面識はあるが、二人揃ったプライベートを見たのは今日が初めてだ。

　龍の甘々な様子に目を丸くしていた。

　無表情で冷徹と恐れられている龍だが、佐知さんへの愛情は、俺も見ていて恥ずかしくなるほどだ。

『お前だって紗耶香ちゃんに接するときは同じだぞ』

　今日言われたセリフを思い出す。

「男は本気で惚れた人には弱いんだよ。そんな相手が見つかった俺たちは幸せ者だ」

　紗耶香に再会して瑠偉と家族になれたことは、俺の一生で一番ラッキーだったと思う。あのまま再会できずに終わる人生もあっただろう。

　そんなことを思っていると、紗耶香がギュッと俺の腕にしがみついてくる。

「私だって、祥吾さんと会えてよかったと思ってるよ」

　何度も身体を重ねているのに、こうして恥じらいを見せる紗耶香は最高にかわいい。

　少し余裕ぶりたくて、恥ずかしがっている紗耶香に強引にキスを仕掛ける。

　驚いたようにキスを受け止めた紗耶香だったが、そっと口を開いて俺の首に手を回してくれる。

　そんな紗耶香に俺は唇を耳に寄せると、「ベッドに行こう」と囁いた。

　いつもなら頷いてくれる紗耶香だったが、今日は珍しく首を振った。

「紗耶香？」

　まさか拒否されると思っていなかった俺は、呆然としていたのかもしれない。

「祥吾さんは瑠偉とお風呂入ったでしょ？　シャワー浴びるから待ってて」

　紗耶香は俺の唇に指でチョンと触れると立ち上がった。

　なんだよそれ。

　俺の顔はたぶん真っ赤だろう。その破壊力がありすぎる紗耶香のかわいらしい行動に、俺はうつむいて頭を抱えた。

　こうやって俺は一生紗耶香に翻弄され続けるのかもしない。そうは思うも、なぜかそんな自分の感情に、にやけてしまう。

　紗耶香にだけはわがままを言ってもいい。彼女はそう思わせてくれる。

「ダメ」

「え？」

　囁くように拒否した俺に、今度は紗耶香が聞き返す。

「だから待てない」

　じっと見つめて言えば、紗耶香は困惑した表情をしながら、俺の瞳を見つめる。

「でも……」

　うん、と言ってくれない紗耶香に俺は、瑠偉のように彼女を抱き上げると浴室へと直行する。

　脱衣所で紗耶香の着ていたワンピースを脱がし、自分も急いでパジャマを脱ぎ捨てる。

「祥吾さん！」

　そんな俺に驚いたように紗耶香が俺を呼ぶも、聞こえないふりをしてそのまま強引にふたりでシャワールームへと入る。

　紗耶香の腰を抱いたままシャワーを出せば、温かい湯がさらに身体を熱くする。

　何度も一緒に湯船につかったが、ふたりでシャワーの下で抱き合いながら浴びるのは初めてだ。

　水滴が紗耶香の長い髪から落ちるのさえ、俺の欲情を煽るだけだった。

　一切の躊躇もなくキスを仕掛ける俺に、紗耶香は肩を揺らす。

　紗耶香の頬にかかった濡れた髪を耳にかけ、あらわになった首筋にゆっくりと焦らすように指で触れる。

　そんな俺に、紗耶香は少し不満げな瞳を向けた。

「イジワル」

「だって紗耶香がダメって言ったからだろ？」

　さらに焦らすように背中に指を這わせれば、紗耶香はねだるように俺の首に手を回す。

「ダメなんて言ってない。シャワーの間だけ待って欲しかっただけ」

　初めは恥ずかしそうに少し抵抗する紗耶香だが、スイッチを入れてしまえばなにも考えられなくなるのはもうわかっている。

　そんな紗耶香がかわいくて、口腔内を舐め回せば、彼女の声が甘く変化する。浴室という場所のため、いつもより淫らに響く。

　瑠偉がいることもあり、ゆっくりと抱き合うことは無理な俺たち。

　それに、こんな場所でという背徳感もあるのか、紗耶香もいつもより感じているように見えた。

「紗耶香、いつもより興奮してる？」

　そんな俺の言葉に、紗耶香は怒るかと思ったがトロンとした表情で頷く。

　もう無理。

　俺たちは話すことなく、ただお互いの熱を分け合った。

　のぼせそうな紗耶香に、もう一度という欲求をなんとか抑えると、俺たちは身体を洗い合った。

「なんか久しぶりにいちゃいちゃしたね」

　瑠偉の前ではいつも母親の顔の紗耶香が、無邪気に笑うのが最高にかわいい。会社では凛としてクールな紗耶香。本当の彼女を知っているのは俺だけという優越感が広がる。

「愛してるよ」

　そう囁けば、「私も愛してるよ」と答えてくれる。

　この後、もうダメという紗耶香を、寝室に連れ込んだのは言うまでもない。

　翌朝、目を覚ませば隣には瑠偉も紗耶香もいなかった。

　リビングへ行けば、ダイニングテーブルに座るふたりがいた。

「おはよう。パパおねぼうだね」

　もぐもぐとパンを食べながら俺に笑顔を向けた瑠偉。

「瑠偉、おはよう」

　瑠偉のやわらかな髪に触れ、その横に座る紗耶香に視線を向ける。

「祥吾さん、おはよう。パンでいい？」

　昨日のことなどなかったように、母親の顔で笑う紗耶香。

　そっと、紗耶香の背後に立ち、瑠偉とは反対側の紗耶香の耳元に顔を寄せる。

「パンより、紗耶香がいい」

　そういえば、みるみる耳が赤くなるのがわかった。

「祥吾さんのバカ。早く座って」

　紗耶香はそそくさと立ち上がると、赤くなった顔を隠すようにキッチンへ行ってしまった。

「幸せだな」

　つぶやいた俺に、キッチンから紗耶香が俺を見る。

「うん、幸せだね」

　そんな俺たちをきょとんとした瞳で瑠偉が見る。

「ぼくもしあわせ」

　そう言いながら瑠偉が手をあげた姿に、笑い声が部屋に響いた。

　これからも絶対にこの幸せを守り続けよう。俺はそう誓った。
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あとがき




　初めまして。美希みなみです。「捨てられママのはずが、御曹司の溺愛包囲で娶られました」をお手に取っていただきありがとうございます。

　初めてのベリーズ文庫ということで、ドキドキしながら編集作業をさせていただきました。

　あとがきということで、少しだけこのお話を書くきっかけをお話しさせてください。

　この物語には関連作があり、「華麗なる結婚」というシリーズでマカロン文庫から発売されています。（宣伝みたいですみません）その中で紗耶香はヒロインの恋敵のようなポジションで登場しています。

　読んでいただいた方からすれば、紗耶香にはあまり良い印象を持っていらっしゃらない方もいると思います。

　しかし紗耶香にもこんな過去があり、幸せになってほしいな、そんな思いで書き始めました。

　少しでも紗耶香のことを好きになっていただき、楽しんでいただけたならうれしいです。

　そしてとてもイメージ通りで素敵なイラストを、幸村佳苗さんに描いていただきました。

　私の中で「俺の全部でキミを奪う」そんなタイトルがあったのですが、すべてを守ってくれそうなヒーローとかわいらしいヒロインです。

　それだけでも見ていただきたいです。

　最近はなかなか外に出られない日も多いので、時間を持て余すことが多い美希です。もし楽しいお家時間の過ごし方があれば教えてください（笑）。

　最後になりますが、幸村さん、そして担当編集様を初め、この本に携わっていただいたすべての皆様に感謝を申し上げます。







美み希きみなみ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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